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序 文

新たな世紀、 21世紀を迎え、携帯堀話やバソコンなど高度情報通信機器が普及し、これらなくして

の社会生活は考えられない時代となりました。これらの情報通信技術や情報処理技術はこれからも進

歩し、私たちの社会生活や世の中の仕組までも変えていくことでしょう。このような日々変化してい

く時代の中にあって私たちの行く末を考えるとき、来し方を正確に知ることの煎要性はますます増し

てきております。

歴史は、過去に起こった事実の積み重ねから明らかにされていかねばなりません。県内各地域は情

報の共有化により均質化しておりますが、特に地域との結ぴつきの強い埋蔵文化財は各地域の個性溢

れる歴史を明確にするためにも欠くことのできない重要な位筐を与えられてきております。しかし、

埋蔵文化財は道路や宅地の造成、ほ場整備などの大規模開発により年々破壊され、消滅の危機にさら

されています。

このような中にあって、宮城県教脊委員会では、開発部局等に遺跡の所在を周知徹底するとともに、

開発と関わりが生じた場合には積極的に保護することに努めてきております。

本哲は、開発関係機関などと十分な協議 ・調整を重ねたうえで調究することとなったもののうち、

平成14年度に当教育委貝会が国庫補助金を得て、学術的に諏要な遺跡について行った発掘調査成果

と、開発工事に先立って事前調査及ぴ確認調査を実施した迫跡の成呆を収録したものです。この成果

が広く県民の皆様や各地の研究者に活用され、地域の歴史解明の一助となれぱ幸いです。

1立後に、各辿跡の保存にご理解を示され、発掘調査に際しては多大なるご協力をいただいた関係各

機関の方々、さらに実際に調査にあたられた皆様に対し、厚く御礼申し上げる次第です。

平成15年3月

宮城県教育委貝会

教育長千葉慎弘
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例 言

1. 本掛は宮城県が平成14年度の国庫補助金を得て、宮城県教育庁文化財保護課が担当した公共事業

等に係わる発掘調査報告書である。

2. 各迫跡の発掘調査から調査報告杏にいたる一連の作業は、追跡の重要性から保存を前提として遺

跡の性格や構成を把握することを目的として文化財保護課が行ったほか、調査原因となった開発行

為に関わる機関の依頼を受けて文化財保護課が行ったものである。

3. 各遺跡の保存協議や発掘調査にあたっては、開発関係部局や地元教育委員会から多大な協力をい

ただいた。

4. 本魯における土色の記述については、 「新版標準土色帖J(小山 • 竹原： 1973)を参照した。

5. 本害に使用した各遺跡の位置図は、国土交通省国土地理院発行の1/25,000の地形図を複製して使

用した。

6. 本忠中の座標値は日本測地系に基づいており、 国家座標第X系による。

7. 本書の遺構記号は、種別にしたがって、以下の記号を使用した。

塀跡 ・柱列跡 ：SA、掘立柱建物跡 ：SB、溝跡・河川跡： SD、井戸跡 ：SE、水田跡 ・畑跡： SF、

竪穴住居跡 ：SI、土城：SK、道路跡・その他性格不明の遺構： sx 
8. 本書は調査を担当した各調査員の協議を経て、下記のものが執籠 ・編集した。

平成14年度発掘調査の概要 後藤秀一

坦の越遺跡

十郎田遺跡ほか

山王遺跡

大畑遣跡

岩見和泰•白崎恵介

相原淳一

白崎恵介 • 西村カ

高橋栄一

9. 発掘調査および整理 ・報告書の作成に際して、以下の方々と関係機関から指尚、助言を賜った

（五十音順、敬称略）。

阿部義平、 井上喜久男、今泉隆雄、熊谷公男、坂井秀弥、田中弘志、 玉田芳英、 千葉孝弥、辻秀

人、ネ爾宜田佳男、 宮本長二郎、八木光則、山中章、山中敏史

東北歴史栂物館、古川市教育委員会社会教育課、文化庁記念物課、宮城県多賀城跡調査研究所

10. 調査成果について、研究会等での発表と本書の記載内容が異なる場合は、本書が擾先する。

11. 発掘調査の記録や整理した資料・出土迫物は宮城県教育委員会が保管している。



平成14年度発掘調査の概要

平成14年度の埋蔵文化財緊急調査費の国庫補助金（総事業費5.712千円、補助率1/2)による発掘調

査については、ほ場整備事業 ・住宅建築 ・道路建設等の開発行為に伴うものや遺跡保設の資料を得る

ことを目的とした調査のうち、 一定の成果が得られた遺跡について本書に収録した。なお、以上の他

に、旧石器捏造検証のための座散乱木追跡の発掘調査についても協力した。

以下では、収録した各遺跡の中で、遺跡の保護を目的にした壇の越遺跡と十郎田逍跡他について概

要を記す。

［壇の越遺跡］

壇の越遺跡は、県営ほ場整備事業に伴って、平成8年度から発掘調査を実施してきている。昨年度

までの調査では、北に隣接する東山官街追跡を基準とした南北・東西道路による方格地割の存在を発

見している。このような官術を中心とした方格地割は、古代における地方都市として捉えられてお

り、多賀城跡や福岡県大宰府跡といった地方官術の中でも特別な遺跡に限って確認されており、本追

跡のような国府以下の地方官術では全国的にみても初めての発見である。今後、古代史を明らかにし

てゆく上で極めて重要な資料となるものである。

また、注目される遺構として、櫓が付設された築地塀• 材木塀も新たに確認している。

今年度の調査では、規則的に建物等を配置している40-70mほどの方形の範囲に材木塀を巡らせた

一郭を新たに 2ヵ所の地割内部で確認するなど、地割内部の様相や遺構の変遷も捉えることができ

た。また、築地塀等の区画施設は、東山官術逍跡が範囲を拡大した時の外郭区画施設と捉えられる可

能性が高いこと、そして東山官街遺跡は、範囲の拡大とともに性格も変化した可能性も考えられた。

以上のように壇の越遺跡と東山官術逍跡は、 一体となって古代における地方都市として存在し、東

山官術遺跡はその変遷の中で範囲を拡大し、性格も変化している可能性も考えられるなど、壇の越逍

跡と東山官術遺跡の重要性について再確認させる大きな成果をあげることができた。今後さらに遺跡

の保護・活用のために、資料を蓄稽してゆく必要があると考えている。

［十郎田遺跡他］

県営ほ城整備事業に伴う今年度の確認調査は、昨年度の南半部を対象とした確認調査に引き続き、

円田盆地北半部を対象として実施した。

この地区周辺一帯は、これまでにも遺跡の分布密度が高い地域として知られていたが、確認調査の

結果、改めてその実態が明らかになった。東側を中心とした地形的に低い沖積地以外は、ほぼ全域に

わたって縄文時代から中世までの遺跡の分布が確認できた。特に西側から北側にかけての丘陵緩斜面

が沖積地へ降る一帯では、地形を分断している旧河川以外、ほとんどが遺跡で、新たに 3ヵ所の遺跡

を発見した。

以上のように、今回の調査では本地区における追跡の範囲をほぼ明らかにすることできた。このこ

とは、今後本地区におけるほ場整備事業と文化財保護の調整を行ってゆく上で必要な資料となるもの

で、今回の調査の大きな成果である。
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調査要項

逍跡名：坦の越遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号； 30040、逍跡記号： PN) 

所在地：宮城県加美郡宮崎町烏嶋ほか

調査原因 ：24E区 重要遺跡確認調査

調査主体： 24E区 宮城県教育委員会

34区 第1次調査 ：宮崎町教育委員会

34区 県営ほ場整備 ・韮要遺跡確認調査

第 2次調査 ：宮城県教育委貝会

調査担当 ：24E区 宮城県教育庁文化財保護課

34区 第 1 次調査 ： 宮崎町教育委員会 • 宮城県教育庁文化財保護課

第2次調査 ：宮城県教育庁文化財保護課

調査期間： 24E区 2002年 5月7日-7月1日

34区 2001年 9月5日-12月3日（第1次調査）

2002年 5月7日-7月1日（第2次調査）

調査面積 ：24E区 1,150rrl 34区 7,470rrl 

調査員： 24E区 岩見和泰 • 天野順陽・白崎恵介 • 千葉直樹

34区 第 1 次調査真山悟 • 佐藤則之 • 岩見和泰 • 天野順陽 • 稲毛英則 ・

千葉直樹（以上、宮城県教委）、斉藤 篤（宮崎町教委）

第2次調査 岩見和泰 • 天野順陽 • 白崎恵介 • 千葉直樹

調査協力： 加美郡西部土地改良区、宮城県古川産業振興事務所、宮城県古川土木事務所



第I章 遺跡の概要

壇の越遺跡は、大崎平野の西端、宮城県加美郡宮崎町鳥嶋・ 烏屋ヶ崎• 谷地森に所在する。その範

囲は東西 2km・ 南北1.5kmにおよび、奥羽山脈から南東に延びる丘陵の末端を南に流れる田川によって

形成された河岸段丘上に立地する。遺跡内の段丘面は、比高差2mほどの上位段丘 （北東側）と下位

段丘（南西側）の2段に分けられ、それらの標高は48-65mである。

遺跡の位置する大崎平野には多くの追跡が分布しており、特に古代においては律令国家の政治・箪

事の拠点として城柵・官術遺跡が造営された。束から、矢本町にある牡鹿柵 ・牡鹿郡家推定地の赤井

遺跡、田尻町の新田柵跡、古川市の名生館官衝遺跡、中新田町の城生遺跡などが知られている。壇の

越遺跡のすぐ北側の台地上には賀美郡家と推定されている東山官術遺跡がある （第1図）。

壇の越遺跡の発掘調査は、本遺跡周辺に大規模なほ場整備事業と県道改修工事が計画されたために

実施されたもので、 1996年度に確認調査が行われ、 1997年度以降、毎年発掘調査が行われている。こ

れまでに奈良 • 平安時代を中心とする多数の遺構が発見されており、道路によって方形に地割され、

No. 遺跡名 立地 種 別 時 代 ぬ 遺跡名 立地 植 別 時 代
1 壇の越遺躊 段丘 集落 員文・弥生・古墳・崇良•平安 20 孫沢上の尿遺跡 丘陵斜面 散布地 ll石Ii?・員文慶・紐 ・潤• 古代
2 国史鶏東山官衡遺跡 丘陵麓 官術・城館 古墳後・奈9..平安・中也 21 泥坂屋敷遺跡 丘陵斜面 散布地 ＇対・慶 ・粧・謂・雑・秤
3 阜風遺跡 丘陵斜面 集落 縄文中・晩 • 古墳・点良•平安 22 地蔵館遺跡 丘陵麓 散布地 旧石目•縄文阜・胄・淋生·古代
4 国史跡城生柵跡 丘陵 官衝・集落•城館 縄文中・晩 • 奈良• 平安•中世 23 古城遺跡 丘陵斜面 散布地 縄文早•前・古代
5 柳沢遺跡 丘陵魔 散布地 古代 24 念仏山古墳群 丘陵 円墳•横穴墓 古墳後
6 長丸木遺跡 丘陵 散布地 古代 25 米泉鯨山横穴墓群 丘陵斜面 横穴墓 古墳後
？ 上飽遺跡 丘陵 散布地 縄文煎 • 中・晩•古代 26 米泉城本丸遺跡 丘陵 散布地 縄文・弥生・古代
8 長棺寺樋遺跡 丘陵 散布地 員文中・饒紅·古賃•哀良•平安 切 古屋敷遺跡 丘陵斜面 散布地 縄文罰・中・晩・弥生・古代
9 天王裏遺跡 丘陵 散布地 員文¥・111・慶・裂・桟？平安 28 中新田東裏遺跡 自然堤防 散布地 縄文
JO 鳥谷ヶ森古墳群 丘陵尾根 方墳 古墳後 29 ー吉平遺跡 丘陵 散布地 員文阜？•中・饒・淋生·甜 9 ・古代
11 古鮒遺跡 丘陵 散布地 縄文・古墳• 奈良 •平安 30 夷森（大塚森）古墳 丘陵 円項 古墳前
12 鳥谷ヶ森遺跡 丘陵 散布地 縄文・古代 31 小池裏遺跡 丘陵 散布地 員文阜？・慶・紐・古賃・剥良•平安
13 愛宕山古墳群 丘陵斜面 円墳 古墳後 32 米泉古墳群 丘陵斜面 古墳 古墳中
14 上の山遺跡 丘陵斜面 散布地 古墳•奈良 33 米泉遺跡 丘陵 散布地 古代
15行人塚古墳群 段丘 古墳 古墳中 34 羽場遺跡 丘陵 散布地 古代
16 毘沙門炊遺跡 段丘 散布地 縄文中・晩•古代 35 塚前A遺跡 丘陵麓 散布地 古代
17 孫沢古墳群 丘陵麓 円墳・方墳 古墳後 36 町虹へっびり鼠古墳爵 丘陵 円墳•散布地 古墳後・古代
18壇だれ山遺跡 丘陵斜面 散布地 縄文前・中・古代 初 出羽通り遺跡 段丘 散布地 古代
19 上の原下遺跡 丘陵斜面 散布地 駐阜,.慶・紐•も噴 ・観・平安 38 大柳遺跡 丘陵 散布地 古代

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡（宮崎町教育委員会 1999bより転載、 一部改変）
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その中をさらに塀や溝で区画する遺構群も確認されている。1999年度の調査では、18区から仏教関連

施設と考えられる建物群とこれらに関連して瓦塔や「上寺」 と翌かれた愚杏土器も出土しているほか

（斉藤 2000) 、 2000年度に調査した25 · 26区からは奈良 • 平安時代の築地塀跡と材木塀跡、大溝跡か

らなる大規膜な区画施設が約270mにわたって発見され、およそ100m間隔で櫓跡が作られていること

が明らかとなっている（斉藤 2001)。2001年度の調査では、 29・29S区から束西と南北の道路跡とそ

の交差点、その交差点に面して一辺約60mの塀に囲まれた居宅跡と考えられる建物群が発見されてい

る。また、 34区からはP'J跡や築地塀跡、櫓状建物跡が確認され、その内部から大規模な建物群などが
見つかっている（宮崎町教育委員会 ・宮城県教育委貝会 2002)。以上のことから、壇の越遺跡は国指

定の史跡である東山官栃遺跡と一連の遺跡であることが明らかとなっている。

第1I章 発掘調査

1 • 調査に至る経緯および調査の経過と方法

宮崎町の北部地区では、 1996年度から大規校なほ場整備事業に取りかかっており、本迫跡の所在す

る谷地森 • 鳥嶋 ・烏屋ヶ崎地区もその対象地区となっている。また、ほ場整備と並行して県道烏屋ヶ

崎・小野田線、柳沢 • 中新田線の改修 ・ 移設も計画されている。 こうした状況のもとに行われた、 1996

年度のほ場整備対象地区約1.278,000rriについての確認調究をもとに、関係者が協議を行い、削平され

る部分を極力減らすなどの計画変更がなされた。事前調布は1997年度から開始され、 2001年度までの

5年間の調究で、排水路、道路、切り土部分、仮排水路とその地域にかかる県道柳沢 ・巾新田線の約

76.390面について調査が行われている。

今回のi凋査は、 2002年度にほ場整備の事業対象となっている24E区と34区の 2地点を対象とし、並

行して調査を行った。24E区は平成11年度の調査時に24区で確認されていた直角に曲がる材木塀跡の

範囲とその内部の状況を確認し、 29・29S区と同様の遺構がその北側にも広がっているかどうかを明

らかにすることを目的としており、 2002年5月7日に調査を開始し、合計6ヶ所の トレンチを設けて

確認調査を行い、 7月1日に終了した。34区は、 2001年度に宮崎町教育委貝会が調査主体となり、宮

崎町教育委貝会と宮城県教育庁文化財保護課が調査を担当し、切り土工事に先立つ事前調査を行うこ

ととなっており、 2001年9月5日から調査を開始して12月1日に調査を一旦終了し、次年度も継続し

て潤査を行う予定であった。しかし、八脚門跡や築地塀跡をはじめとする重要な遺構群が発見された

ことから関係機関と協議を行い、辿構面を掘削することなく盛土によって田面を窃上げすることで了

承が得られたため、 2002年度は宮城県教育庁文化財保設課が主体となり、煎要遺跡確認調査として

2002年5月7日に調査を再開し、 7月1日に調査を終了した。

検出した辿構の実測に際しては、国土座椋第X系： X = -155.951.5700、Y= -3,200.2600を原点

(0·0) として 3mX3mのグリットを組んで東西 • 南北方向の距離で示し、 2001年度の調査に際し

ては1/20の平而図と1/20の断面図を作成し、 2002年度の調査では1/50の平面図と1/20の断而図を作成

した。このため、 34区の平面図については原点より東へ386mのラインから西側部分は1/20、東側部分
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は1/50の縮尺で記録を行っている。記録写真は、 35mmモノクロネガおよびカラースライドフィルム、

6 X 7サイズのモノクロネガおよびカラースライドフィルムを使用した。

現地説明会は、 34区については2001年12月1日に、24E区については2002年6月29日に行い、これ

に先立って、それぞれ記者発表も合わせて行った。

2. 基本層序

24E区は下位段丘面の標高51.5-52.5mほどの地点に設定されており、各トレンチともその堆和状

況は一様ではない。基本層序は第 I層が現代水田耕作土 （層厚15-25cm)で暗褐色 (10YR3/3)粘質

土、第II層が自然堆積土（層厚4-10cm)で黒褐色 (10YR3/2-2/2)粘質土、 第m層が灰白色火山灰

屑 （註1)、第W層が古代水田耕作土 （屈厚20-25cm)で黒褐色 (10YR2/2)粘質土、第V層がいわゆ

る地山層で黄褐色 (2.5Y5/3)-にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘質土である。 1トレンチの大半と2・4

トレンチでは第I層の直下は第V層となっており、 3トレンチの東部・北東部と 5・6トレンチでは

第I-N層が認められた。遺構確認面は第V層で、北西から南東へとゆるやかに傾斜している。

34区は上位段丘面の標高53-53.5mほどの地点に設けられており、基本層序はおおよそ第I層が現

代水田耕作土、第II層が旧表土、第皿層がいわゆる地山層である。遺構確認面は表土から30-60cm下

の第m層であるが、地点により地山の土性が異なっており、 E380-390・S 520-540付近は段丘礫層、

E435-450・S 560-570付近は砂層で、その他は粘質土層であった。

3. 発見された遺構と遺物

1) 24 E区

24E区は、昨年度発見された29S区の居宅跡の道路跡l条分北側に位置しており、今回の調査では、

道路跡2条と材木塀跡7条、柱列跡l条、掘立柱建物跡8棟、周溝状遺構 1基、土城、溝跡などを検

出した （第3図）。

以下、主な遺構についてみていく。その他の追構については遣構属性表にまとめた （第1表）。

(1) 道路跡

今回の調査では、 1・2・6トレンチでSXllOO道路跡、 4トレンチでSX1700道路跡の側溝の一部

をそれぞれ新たに確認した。

【SX1100道路跡】（第4図）

SXllOO道路跡はSD2170溝跡によって壊されており、 6トレンチで一部を掘り下げた結果、南側溝

跡は灰白色火山灰降下以前に 2時期 (A・B期）、 降下後に 1時期 (C期）の変遷があることが分かっ

た。確認総長は2トレンチと6トレンチの間約40mで、規模は路幅がB期の側溝心心間で約4.0mあ

る。側溝の規模は南側溝のB期で上幅1.7m・下幅0.5m・深さ52cmである。断面形は浅い皿状で、堆

積層はいずれも自然堆積で、 A期は黒 • 黒褐色の粘質土から砂質土、 B期は黒 • 黒褐色の粘質土で南

側溝の堆積土上層に灰白色火山灰層が認められた。C期はあまり明瞭ではないが、灰白色火山灰層を

一部掘り込んで作られており、 黒色の粘質土であった。道路跡の方向は、 1トレンチ西側部分と 2ト
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レンチの道路北側溝の中心でE-3-4°-Sである。

SXllOO道路跡は 1トレンチで南側溝が検出されておらず、 1トレンチの南端部では道路面を北側

溝と同じ堆積土が覆っている部分が認められた。また、この道路跡は 1・2トレンチ部分ではSA2173

材木塀跡とほぽ並行するが、 6トレンチでは大きく離れており、部分的に曲がっていると推定される。

これまでの調査結果から、 SXllOO道路跡は360m以上延びていることが明らかとなり、東の延長線

上には34区で検出した門跡があることから上位段丘へと続いていることがほぼ確実となった。

【SX1700道路跡】（第5図）

SX1700道路跡は、東•西の側溝とも 2 時期の変造が確認された。 確認総長は約16mで、規模は路幅

が側溝心心間で約4.0mあり、側溝は上幅0.4-0.6m・ 下幅0.2-0.3rn・ 深さ10-23cmほどである。断面

形は浅い皿状で、堆積層は自然堆積である。道路跡の方向は道路中心でN-7°-Eである。

(2) 区画施設

区画施設には方形に巡ると考えられる区画施設と、内部を区画する塀跡がある。区画施設は

SA1156材木塀跡 （西辺）・SA1157材木塀跡 （北辺）・SA2140材木塀跡 （束辺）・SA2171材木塀跡 （南

辺）で、内部を区画する塀跡はSA2139・2146・2147材木塀跡とSA2131柱列跡がある。また、 SXllOO

道路跡の南側からもSA2173材木塀跡が見つかっている。

<SA1156·1157 • 2140• 2171材木塀跡】（第3-7図）

区画施設である材木塀跡は、平成11年度の調査で見つかった北西角の部分のほかに、新たに東辺を

2ヶ所、西辺を 1ヶ所、南辺を 2ヶ所、北辺を 1ヶ所で、計5ヶ所で確認した。その結果、区画全体

の規模は南北約64m、東西約61mの規模であることが明らかとなった。材木塀跡は、幅20cm・ 深さ20

cm前後の溝状の布掘りに直径10-20cmほどの木材が10-20cm間隔で立て並べられていた。方向は東

辺がN-6-7°-E、西辺がN-6-7°-E、南辺がE-2-3°-Sである。北辺は24区で確認し

た部分と今回確認した部分を結んだラインでE-7-8°-Sである。SA1156・2140材木塀跡は部分

的に修築されていた。SA2140材木塀跡では木材が残っており、このうち取り上げた木材は粗く面取

りされたもので、木材の下端部は尖らせてあった （第23図4)。地山面に約43cmめり込んでおり、打

ち込まれたものと考えられる。

遺物は、 SA2140材木塀跡から木製紡錘車の紡輪の破片（第23図2)や、須恵器壷藍 （第19図1)や

底部切り離し技法が静止糸切りで周辺に回転ヘラケズリを伴う杯 （第19図2)が出土している。

【SA2131柱列跡】（第5図）

4トレンチで検出した。総長6.3m、柱間 2間の柱列で、 SB2130掘立柱建物跡の南側柱列から1.8m

南をほぼ平行して東西に延びており、位協関係から塀跡とみられる。柱穴は一辺20-30cmの隅丸方形

で、深さ16cm、柱痕跡は直径10cmほどである。方向はE-2°-Sである。

【SA2139材木塀跡］（第6・7図）

3トレンチで検出した。SB2136掘立柱建物跡の北側を一部重複して東西に延びる塀跡で、やや北

寄りに湾曲している。SB2136掘立柱建物跡とSD2144・2149溝跡と訊複し、これらよりも古い。掘方は

抜き取りの際に壊されており、堆積土を掘り下げた段階で10-30cm間隔で並ぶ直径10-17cmの木材の
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当たり痕跡を確認した。抜き取り後の堆積土から不明木製品が1点出土している （第23図1)。

【SA2146材木塀跡】（第7図）

3トレンチで検出した。SD2143溝跡の南側を東西に延び西側で北寄りにやや膨らむ塀跡である。

SB 2136掘立柱建物跡と重複し、これより新しい。布掘り部分の幅は10-20cmあり、柱痕跡は10-16

cmで、柱材が残っているものも認められた。溝状の布掘り部分と材痕跡のみが確認された部分があ

り、柱は10-40cm間隔で並ぶ。方向は真っ直ぐに延びる東半部でみると、 E-12-13°-Sである。

【SA2147材木塀跡】（第7図）

SA2146材木塀跡と直角に接し南に延びる。SD2138溝跡より新しい。規模はSA2146材木塀跡とほ

ぽ同じで、位置関係からSA2146材木塀跡と一連の塀跡と考えられる。方向はE-6-7°-Sである。
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【SA2173材木塀跡】（第4回）

1トレンチの南端部で検出した。sxuoo道路跡と平行する東西方向の塀跡で、 SXllOO道路跡を毅
う灰白色火山灰層よりも古い堆積土に一部が覆われている。溝状部分の幅は10-20cmあり、柱痕跡が

一部で確認されている。方向はSA2171材木塀跡とほぼ同じで、 E-1-2°-Sである。

(3) 掘立柱建物跡

区画施設である材木塀跡の内部から、掘立柱建物跡が8棟見つかっている。

【S82130掘立柱建物跡】（第5柊I)

4トレンチで検出した。桁行3間 （総長約7.0m)、梁行2間（総長約4.4m)の床束を伴う南北棟で

ある。床束 1本は暗渠排水溝によって確認できず、桁行中央柱列の南端では床束がみつかっていな

い。桁行凍柱列中央間の束には廂と考えられる柱穴が2個見つかっている。柱穴は0.5-l.2mの不整

形で柱痕跡は16-22cm、床束は20-40cmの不整形で柱痕跡は10-18cmである。一部を掘り下げたN1 

WI柱穴では柱材が残っており、本柱は分割材を面取りしたもので直径約20cm(第23図5)、床束は匝

径15cmあり、深さはそれぞれll&m、75cmである。方向は東側柱列でみるとN-6°-Eである。

【S82134掘立柱建物跡】（第5図）

SB2130掘立柱建物跡の南東で柱穴 1個を検出した。柱穴は長軸0.8m・短軸0.6mの隅丸長方形で、直

径25cm前後の抜取穴がみられた。位置関係からSD2132溝跡はこの建物に伴うものと考えられる。

【S82136掘立柱建物跡］（第6・7図）

3トレンチで検出した。桁行 4間 （総長約9.6m)、梁行 2問 （総長約5.lm)の南北棟である。

SA2139・2146材木塀跡と重複しており、前者より新しく、後者よりも古い。柱穴は平而形が長軸0.8

-l.2m・短軸0.4-0.9mの長方形を基調としており、いずれも抜取穴がみられた。N4Wl柱穴は深さ

約80cmで、掘方の底面は柱が位骰する場所が一段深く掘り込まれている。方向は東側柱列でみるとN

-2-3°-Eである。位置関係からSD2137・2138・2148・2149溝跡はこの建物に伴う逍構と考えら

れる。遣物はN3El柱穴柱抜取穴から植物種子、スモモ核とモモ核が2点出上している（写真図版

8 -20)。

【SB2141掘立柱建物踪】（第7回）

SB2136掘立柱建物跡の東に位骰する桁行3問 （総長約6.8m)、梁行2間 （総長約4.3m)の南北棟で

ある。柱穴は一辺0.5-0.9mの方形を基調とする。10個のうち 8個で柱材が残っており、柱は直径20

cm前後である。N4Wl柱穴は深さ68cmあり、掘方の底面は柱が位骰する場所が一段深く掘り込まれ

ている。方向は東側柱列でみると N-7-8°-Eである。位置関係から、 SD2142・2143溝跡と

SA2146材木塀跡はこの建物に伴う逍構と考えられる。追物はN4Wl柱穴から不明木製品 （第23図

3) 1点がII¥土している。

【S82150掘立柱建物跡】（第6図）

1トレンチ北側で検出した。桁行5間 （総長約11.2m)、梁行31関 （総長約6.3m)の南北棟である。

SX2156周溝状逍構よりも新しく 、SD2151・2152溝跡は後から掘られている。柱穴は平而形が長軸0.9

-l.4m・短軸0.6-0.9mの長方形を基調とする。南から 2間目に間仕切りがあり、合計18個のうち 5個
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で柱材が確認され柱抜取穴も 2個認められた。柱の直径はNlEl柱穴のもので約20cmあった。N

5Wl柱穴は深さ110cm、N4Wl柱穴は深さ80cmあり、掘方底面は柱が位骰する場所が一段深く

なっていた。向は東側柱列でみると N-4-5°-Eである。位置関係からSD2151・2152・2153溝跡

はこの建物に伴う遺構と考えられ、これらの堆積土には地山土のプロ ックが多く 含まれていた。

【S82154掘立柱建物跡）（第6図）

SB2150掘立柱建物跡の北東で柱穴 1個を検出した。柱穴は一辺0.7-0.9mの方形である。柱材が

残っており、 直径は約24cmである。SD2155溝跡は、位置関係からこの建物に伴うものと考えられる。

【S82160掘立柱建物跡】（第6図）

lトレンチ中央部で検出した。南北2間 （総長約4.7m前後）、東西 1間以上の建物で、柱穴3個を

検出した。SD2162溝跡と重複し、これよりも古い。柱穴は一辺0.5-0.7mの方形を基調とする。方向

は西側柱列でみるとN-5°-Eである。

【S82175掘立柱建物跡】（第7図）

5トレンチで検出した。南北3間 （総長約4.7m前後）、東西 1間以上の建物で、柱穴4個を検出し

た。柱穴は一辺0.5-0.8mの方形を基調とする。方向は西側柱列でみるとN-5°-Eである。柱間が

1.5m前後と狭い。

(4) その他の遺構

【SX2156周溝状遺構】（第6図）

SB2150掘立柱建物跡、 SD2153・2155溝跡と重複しており、これらよりも古い。溝跡は輪郭が一定

せずに幅が0.7-2.0mと広狭が著しく、南側では一部途切れている。溝で囲われた内側の規模は南北

方向が7.7-8.2m、東西方向が7.8m以上で、この逍構に関連すると考えられる柱穴がある。人為的に

埋め戻されており、堆積土中から須恵器壷の体～底部が出土している （第19図5)。

【SD2170溝跡】（第4図）

1トレンチ南側と 2・6トレンチで検出した。SXllOO道路跡とSA2171材木塀跡よりも新しい。確

認総長は2トレンチと 6トレンチの間約40mで、 6トレンチで一部を掘り下げた結果、 2時期 (A. 

B期）の変遷が確認された。規模はB期で上幅約1.9m・下幅約1.2mあり、深さはA期で60cm、B期で

50cm ほどであった。 断面形は浅い皿状である。 堆積土は黒 • 黒褐色粘質土の自然堆積層であった。

【SF1161水田跡）（第3園）

3トレンチ東部と北東部で灰白色火山灰に覆われた水田跡の耕作土を検出した。耕作土は黒褐色の

粘質土で、下面に凹凸などの乱れが認められた。畦畔は検出できなかった。

.2) 34区

34区で検出した遺構には、築地塀に関連する遺構をはじめ、掘立柱建物跡、竪穴住居跡、材木塀跡、

溝跡、 土城などが多数ある。34区の追構の概要を報告するにあたって、便宜的に調査区を西部 （調査

区西端より東で、 E385ラインより西の範囲。第9図）、中央西部 (E385ラインより束で、 E400-420

に位置する攪乱溝より北西の範囲。第12図）、中央東部 (E400-420に位骰する樅乱溝より南東で、 E
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440ラインより西の範囲。第13図）、東部 (£440ラインより東で、調査区束端より西の範囲。第14図）、

の4つの地域に分け、以下この地域名を使用する。

ここではまず、調査区西部で検出した築地塀に関連する遺構について記載し、続いて掘立柱建物跡、

竪穴住居跡、材木塀跡の順に述べる。なお、 34区の調査では調査区西部を除いて、遺構の平面的な確

認を目的としており、詳細にわたって把握できた遣構は限られている。従って、掘立柱建物跡に関し

ては平面構造が特徴的なもの、竪穴住居跡に関しては床面まで精査を実施したもの、材木塀跡は溝状

の掘方と材痕跡が確認できたものを選んでここに報告し、その他の遺構に関する属性は第2-4表に

まとめて示したので、そちらを参照されたい。

(1) 築地塀に関連する遺構 （第9-11図）

調査区西部において築地塀に関連する施設と考えられる諸遺構が検出された。それらを大きく分け

ると、西側に位餡するSB2020八脚門跡、 SA2021材木塀跡、 SA2090柱列跡、 SA2001築地塀跡、 SX2002

土採り穴跡、SD2024溝跡およびSB2014・2017櫓跡からなる追構群、さ らにこれらの迪構群の東側に

位置するSB2010四脚門跡、 SA2091柱列跡、 SA2063築地塀跡、 SX1973土採り穴跡からなる遺構群であ

る。ここではこれらを築地塀に関連する追構としてまとめ、この順に報告する。

【S82020八脚門跡】（第10図）

調査区西側の中央やや北寄りに位置する桁行3間（総長約7.5m)、梁行2間 （総長約6.0m)の南北

棟である。これまでの調査で検出された東西方向のSXllOO道路跡の延長線上に位置すること、本遣

構の北側に区画施設とみられるSA2021材木塀跡、南側にSA2001築地塀跡が存在することから、この

遣構を八脚門跡 （註2)と考えた。5D1974・1976・1985溝跡より古い。12個すべての柱穴を検出した。

建物の北半部の柱穴は5D1974・1976・1985溝跡の底面で掘方と柱痕跡を確認した。一方、建物の南西

部分の柱穴は、基壇の整地層上面で柱痕跡のみを確認し、この整地層を一部取り除いたところで柱穴

掘方を検出した。柱穴掘方は一辺100-140cmの方形で、柱痕跡は直径約40cmの円形である。また、特

に棟通り中央間を挟む柱の柱穴掘方は他の柱穴掘方に比べて若干規模が小さく一辺80cm程度であっ

た。建物の方向は西側柱列でみるとN-1°-W前後である。追物は出土していない。なお、本建物

跡南半部で検出した基壇の整地層の詳細についてはSA2001築地塀跡の項を参照されたい。

【SA2021材木塀跡】（第9・10図）

調査区西部の中央よりやや北寄りに位置する。5D1974溝跡より古い。5D1974溝跡の底面で、八脚

門跡の北要中央柱付近から西へ向かう東西方向の溝状の布掘りを検出し、材痕跡37個を確認した。途

中後世の削平で壊されている部分があるが、総長約20m分検出したことになる。材木塀の方向はほぼ

真東方向に一致する。布掘りの掘方は幅20-30cmで、残存する深さは最も深いところで約26cmであ

る。材痕跡は直径10-14cmの円形で、密な部分では約20-25cmの間隔で並んでいるのを確認した。逍

物は出土していない。

【SA2090柱列跡］（第10図）

調査区西側の中央やや北寄り、 SB2020八脚門跡の南側に位置する、南北1間（柱間約2.9m)の柱列

である。2個の柱穴を検出し、そのうち南側の柱穴で柱痕跡を確認した。北側の柱穴掘方はSB2020

17 
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八脚門跡の基壇整地層上面から掘り込まれている。柱穴掘方は一辺約27cmの方形もしくは円形で、柱

痕跡は直径約15cmの円形である。柱列の方向はほぽ真北方向に一致する。北側の柱はSB2020八脚門

跡の南妻に近接し、八脚門跡の南妻より北へ延びないこと、八脚門跡の方向と揃うこと、南端の柱は

南に続くSA2001築地塀跡の北端寄柱のほぼ中央に接続し、そこから南へ延びないことなどから、八脚

門と築地塀に挟まれた位骰で、これらと密接に関連する区画施設であると考えられる。

【SA2001築地塀跡】（第9-11図）

調査区西部の中央、 SB2020八脚門跡の南側において、 SX2002―①～③土採り穴跡とした掘り込み

が南北に連なり、これと一定の間隔をあけた西側にはSD2024溝跡が掘り込まれている。そしてこれ

らの間には掘り込みと平行するように南北方向の柱列が約3mの間隔をあけて 2列並ぶことから、こ

れらの柱列をSA2001築地塀跡の寄柱穴、 SX2002―①～③土採り穴跡を築地塀築造の際に必要な土を

採取した土採り穴、 SD2024溝跡を築地塀外側の大溝と考えた。築地塀本体を構築した土は残存して

いなかったが、築地塀跡の北端付近では基礎整地の一部を検出した。

寄柱列とSB1989掘立柱建物跡とは重複するものの直接の切り合いがないため新旧関係は決められ

ないが、後述する築地外側大溝と考えたSD2024溝跡やSD2093溝跡を介在して、 SB1989掘立柱建物跡

より新しく、 SI1991竪穴住居跡より古いことがわかる。

基礎整地はSB2020八脚門跡の南半部から南へ20mの範囲に l-6mの幅で不整形に残存していた。

これは先述のSB2020八脚門跡の南半部で確認した基壇の整地層と一連で行われたものとみられる。

整地に用いられた土は地山粒や地山のプロックを多く含む暗褐色土もしくは黒褐色土で、犀さ10-20

cmを数層に分けて整地している。なお、 SA2090柱列跡の西側で幅約 5cm、長さ約4mの板状の痕跡

を確認した （第11図bぶ断面図参照）。 ここでは板材を土留めに使用して幅70cmの範囲を先に整地し、

次にその東西に整地したような手順が観察できた。また、この基礎整地層のさらに下層で、深さso-

70cmの掘り込みを確認した。この掘り込みは底面が凸凹しており、堆積層は地山土をプロック状に多

く含む褐色土や暗褐色土の人為堆積であることから、築地塀築造にともなう基礎整地に先行する掘込

地業とみておきたい。

寄柱穴は築地塀跡の西側で18個、東側で13個検出し、これらのうち西側の12ヶ所、東側の2ヶ所で

柱痕跡を確認した。東側の寄柱列でみると、北端の寄柱から南へ約57m分検出したことになる。築地

塀の方向は、西側の寄柱列でみると北端より南へ約17m分は真北方向にほぼ一致し、そこから南では

N-35°-Wである。柱穴掘方は一辺30-40cmの隅丸方形もしくは円形で、柱痕跡は約10cm前後の円

形である。寄柱の問隔は桁行が2.3-2.7mとばらつきがあるもののおよそ2.Sm前後であり、梁行が3.0

-3.2mである。また、東側の寄柱列では、柱列の線上に位置するものの、約2.Sm間隔からはずれる柱

穴が多数確認されており、これらの柱穴も築地塀のつくり替えに伴う寄柱穴とみると、数時期にわ

たって変遷している可能性もある。また、寄柱穴掘方はSX2002土採り穴跡の堆積層に一部覆われる

ことから、築地塀の築造は土採り穴が埋まる前であったと考えられる。

遺物は基礎整地層から須恵器甕、土師器甕の破片、築地崩壊土層から須恵器杯 ・菟（第19図7). 

甕・壷の破片が出土した。寄柱穴からは遺物は出土していない。
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【SX2002一①～③土採り穴跡】（第8-10・12図）

調究区西部の中央から南寄りに位協する。SA2001築地塀跡の項で述べたとおり、築地塀の土採り

穴跡と考えた。SA2001築地塀跡の東側に位悩する。

SX2002ー①土採り穴跡は他の遺構との重複はみられず、平面形は南北約17m、東西2-5mの不整

形で、残存する深さは最も深いところで約10cmである。堆積層は暗褐色土の自然堆積層である。追物

は底面直上から須恵器杯 （第190014・15)・高台付杯 ・甕の破片、 土r.m器甕の破片が出土した。

SX2002ー②土採り穴跡はSX2002一①土採り穴跡から南束へ約10m離れて位置し、 SK2009土堀より

古い。平面形は東西約 5m、南北約14mの不整形で、残存する深さは最も深いところで約10cmであ

る。追物は堆積層から土師器甕の破片 （第19図13)が出土した。

SX2002ー③土採り穴跡は、 SX2002ー②土採り穴跡からさらに南束へ約12m離れて位骰し、 SK2025

土城より 古い。平面形は東西約10m、南北約3.5mの不整形である。平面の確認にとどめたため詳細は

不明である。 遺物は検出時に須恵器坪 ・ 甕 • 蓋の破片、土師器杯 ・ 甕の破片、 平瓦の破片が出土した。

【S02024溝跡】（第9・17回）

調査区西部の中央やや南寄り、 SA2001築地塀跡の西側に位置する南北方向の溝である。SI1991竪

穴住居跡より古い。幅は3.4-4.8mで、長さ約12m分検出した。壁は緩やかな角度で掘り込まれ、残存

する深さは最も深い箇所で約50cmである。堆積土は8層に細分でき、いずれも自然堆和層である。

SA2001築地塀跡の西側の寄柱列と 2-3mほどの間隔をあけて、方向がほぽ揃うことから築地塀の

外側に位置する大溝跡と考えられる。 逍物は堆積層から須恵器杯 ・ 甕の破片、 土師器杯 • 高台付杯の

破片が出土した。

[SB2014A・B櫓跡】（第12図）

調査区西部の南束寄り、 SX2002ー②土採り穴跡とSX2002ー③土採り穴跡の間にあり、 SX2002ー③

土採り穴跡寄りに位置する、桁行 1間（柱間約3.6m)、梁行 l間（柱間約2.7m)の建物跡である。

SA2001築地塀跡と方向を揃えて、これと近接した位樅にあることから、櫓跡と考えた。他の遺構との

重複はみられない。4個の柱穴を検出し、そのうち 2ヶ所で柱痕跡を確認した。これらには同位骰で

柱穴掘方の重複がみられたので、同位餡での建て替えがあると考られ、建て替え前の建物跡を

SB2014A櫓跡、建て替え後のものをSB2014B櫓跡とする。より残存状況の良好なSB2014B櫓跡の柱穴

掘方は一辺70-llOcmの方形、柱痕跡は直径40-45cmの円形で、建物の方向は北側柱列でみるとE-

43°-sである。逍物は掘方埋土から須恵器杯、土師器甕の破片が出土した。
【S82017櫓跡】（第9図）

調査区西部の南寄りに位個する、桁行2間 （総長約5.7m)、梁行 1間 （総長約1.6m)の南北棟であ

る。SA2001築地塀跡と方向を揃えて、これと近接した位置にあることから櫓跡と考えた。SB1989掘

立柱建物跡と厘複するが直接の切り合いがなく新旧は不明である。6個の柱穴を検出し、そのうち

5ヶ所で柱痕跡を確認した。柱穴掘方は一辺50-60cmの隅丸方形で、柱痕跡は直径約15cmの円形であ

る。建物の方向は東側柱列でみるとN-36°-Wである。なお、築地塀の寄柱穴列と、本逍構の西側柱

列との間隔は約40cmである。追物は柱穴掘方埋土から須恵器壷の破片が出土した。



【S82010四脚門跡】（第10図）

調査区西部の中央やや北寄りに位爵する、東西2間、南北1間の建物跡である。これまでの発掘調

査で検出された東西方向の道路跡SXllOO道路跡の延長上に位置すること、本遺構の南北両側に築地

塀の存在を推定させる土採り穴跡や寄柱穴があることから、本遣構は西面する四脚門跡と考えた。

SD1974・1985溝跡より古く、 SD1976溝跡と重複するが直接の切り合いはないため新旧関係は不明で

ある。南妻の 3個の柱穴は地山面で、北妻の 3個の柱穴はSD1974溝跡の底面で検出した。それらの

うち 4ヶ所で柱痕跡を確認し、 2ヶ所で柱抜取穴を確認した。桁行総長は棟通りで約4.0m、梁行総長

は北要で約4.0mである。建物の方向は棟通りでみると N-15°-Eである。柱穴掘方は一辺80-140

cmの方形で、柱痕跡は直径30-35cmの円形である。遺物は出土していない。

【SA2091柱列跡】（第10図）

調査区西側の中央やや北寄り、 SB2010四脚門跡の南側に位置する、南北4間（総長約7.9m)の柱列

跡である。5個の柱穴を検出したが、いずれの柱穴でも柱痕跡は確認できなかった。柱穴掘方は一辺

25-40cmの隅丸方形である。柱列の方向はほぼ兵北に一致する。北端の柱はSB2010四脚門跡の南妻

に近接し、四脚門跡の南妻より北の方へは延びないこと、四脚門跡の棟通りとほぽ柱筋が揃うこと、

南端の柱はさらに南に親くSA2063築地塀跡の北端に接続し、そこから南へ延びないこと、そして門跡

および築地塀跡と方向が揃うことなどから、四脚門と築地塀の間に位骰し、これらと密接に関連する

区画施設であると考えられる。遺物は出土していない。

【SA2063築地塀跡】（第9図）

調査区西部の中央やや東寄りのSB2010四脚門跡南側で、 SX1973一①土採り穴跡とした掘り込みが

検出され、これと前述のSX2002一①土採り穴跡との間の空閑地に、南北方向の柱列がある程度の幅を

もって 2列並ぶことから、この柱列をSA2063築地塀跡の寄柱穴列、 SX1973ー①土採り穴跡を築地塀

築造の際に必要となる土を採取した土採り穴跡と考えた。築地塀本体を構築した土は残存していなかっ

寄柱穴は築地塀跡の西側で2個、東側で4個検出し、これらのうち西側の 2ヶ所、東側の 3ヶ所で

柱痕跡を確認した。東側の寄柱列でみると北端の寄柱から南へ約18m分検出したことになる。築地塀

の方向は、束側の寄柱列でみると北端より南へ11.5m分はN-5°-E前後で、そこから南ではN-

5°-W前後である。柱穴掘方は一辺30-50cmの隅丸方形もしくは円形で、柱痕跡は約15cmの円形で

ある。寄柱の間隔は桁行が2.4-3.2mとばらつきが見られるもののおよそ3.0mであり、梁行は約2.6m

である。寄柱穴の掘方はSX1973ー①士採り穴跡の堆積層に一部覆われることから、築地塀の築造は

土採り穴が埋まる前であると考えられる。遺物は出土していない。

【SA2023柱列跡】（第9図）

調査区西部の中央やや南寄り、 SA2001築地塀跡の西側に位置する、南北7間（総長約10.7m)の柱

列である。南端の柱穴はSA2001築地塀跡の西側寄柱列と重複するが新旧関係は不明である。柱穴を

8個検出し、すべての柱穴で柱痕跡を確認した。柱穴掘方は直径約30cmの円形、柱痕跡は直径約15cm

の円形である。柱列の方向はN-9°-W前後である。追物は出土していない。
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【SX1973―①～③土採り穴跡】（第9図）

SX1973ー①土採り穴跡は調査区西部の中央やや東寄りに位置する。SA2063築地塀跡の項で述べた

とおり、築地塀築造の際に必要な土を採取した土採り穴跡と考えた。SI1975竪穴住居跡より古い。平

面形は東西約8m、南北約14mの範囲の不整形で、残存する深さは最も深いところで約15cmである。

遣物は堆積層から須恵器杯 （第19図9). 高台付杯（第19図8)・蓋 （内 1点は硯に転用されてい

た）・壷（第19固11・12)・甕の破片、土師器杯 ・甕の破片、縄文土器の破片、弥生土器の破片、鉄鏃

と思われる鉄製品の破片が出土した。

SX1973一②・ ③土採り穴跡は調査区西部の北寄り、 SD1984溝跡の北側に位置する。SX1973ー② ・

③土採り穴跡は平面の確認にとどめており、その詳細は不明であるが、両者は約4mの間隔を空けて

東西に並んでおり、この空間を南に延長するとSB2010四脚門跡の北妻にあたることや、前述の

SX2002 ー① • ②土採り穴跡と SD2024溝跡の間にSA2001築地塀跡の存在が想定できることを本追構と

の類似点とみると、ここでもSX1973ー②土採り穴跡とSX1973ー③土採り穴跡との間に築地塀などの

区画施設が想定できることから、この遺構を築地塀の土採り穴跡と考えておきたい。SX1973ー②土

採り穴跡はSI1972竪穴住居跡、 SD1984溝跡より古く、これらの遺構に壊されているが、平面形は束西

l.2-l.8m、南北4m以上の不整形である。また、 SX1973ー③土採り穴跡は他の追構と重複しておら

ず、平面形は束西1.5-2.0m、南北約4.5mの不整形である。SX1973ー② • ③土採り穴跡ともに追物は

出土していない。

(2) 材木塀跡

【SA1979材木塀踪】（第13図）

調査区中央東部の中央やや南寄り、 SB1981・2040掘立柱建物跡の北側に位箇する、東西方向の材木

塀跡である。SK2041土城より古い。布掘り幅30-60cmで、長さ約27m検出した。西端では直径20-

30cmのピットが材痕跡状に 5個、 30-40cmの間隔で密に立ち並ぶ。遣物は検出時に須恵器杯の破片

（第21図17)が出土した。

【SA2085材木塀跡】（第12・13図）

調査区中央西部の中央やや西寄り、 SB2028掘立柱建物跡をはじめとする建物跡が密集する箇所の

西側に位置する、北西から南東方向にのびる材木塀跡である。SB2067掘立柱建物跡、 S11944・1963竪

穴住居跡より新しい。布掘り幅約30-50cmで、長さ約38m検出した。南端では直径約20-30cmのピッ

トが材痕跡状に12個、 30-90cmの間隔で立ち並ぶ。遣物は出土していない。

【SA2092材木塀跡】（第13図）

調査区中央東部の北寄り、 SB2072・2073掘立柱建物跡の西側で、幅30-50cm、長さ約 l-4mほど

の溝跡が南北方向に数cmから数mの間隔をあけて連続している様子を確認した。これらの間に直径20

-30cmの材痕跡を数個検出したので、これらを材木塀跡と考えた。追物は出土していない。

(3) 掘立柱建物跡

34区で発見した掘立柱建物跡は全部で41棟である。ここではそれらのうち、平面形などに特徴のあ

るものを選んで報告する。
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【SB1947掘立柱建物跡】（第12図）

調査区中央西部に位置する桁行 3間 （総長約6.9m)、梁行 2間 （総長約4.4m)の東西棟である。

S12012竪穴住居跡より古い。S12012竪穴住居跡によって壊されているNlWl柱穴と、土城によって

壊されているN2W4柱穴を除く 8個の柱穴を検出し、 7ヶ所で柱痕跡を確認した。柱穴掘方は一辺

80-llOcmの方形で、柱痕跡は直径15-24cmの円形である。建物の方向は南側柱列でみるとE-2°-

N前後である。西隣に位置するSB1948掘立柱建物跡とは南北の側柱列が揃っており、両建物跡の間

隔はl.5-l.8mである。遺物は検出時に須恵器杯 ・壷．甕の破片、土師器杯・甕の破片が出土した。

【S81948掘立柱建物跡】（第12図）

調査区中央西部に位置する桁行3間（総長約6.6m)、梁行 2間 （総長約4.2m)の東西棟である。

SD2086溝跡より新しい。10個すべての柱穴を地山面で検出し、そのうち 5ヶ所で柱痕跡を確認した。

柱穴掘方は一辺70-lOOcmの方形で、柱痕跡は直径24-30cmの円形である。建物の方向は北側柱列で

みると E-5° -N前後である。東隣に位置するSB1947掘立柱建物跡とは南北の側柱列が揃ってお

り、両建物跡の間隔はl.5-l.8mである。遺物は検出時に須恵器杯・蓋 ・甕、土師器杯の破片が出土し

た。

【S81917掘立柱建物跡】（第13図）

調査区中央東部の中央に位置する、東西3間（総長約6.8m)、南北3間（総長約6.5m)の建物跡で

ある。SB1918掘立柱建物跡より新しい。12個すべての柱穴を地山面で検出し、それらすべての柱穴

で柱痕跡を確認した。なお東西柱列の中央間の中央に、これを挟む部分に位置する柱穴より古い掘方

がみられたが、この部分以外では建物の建て替えとみられる柱穴の重複がみられないことや、古い掘

方には柱痕跡や抜取穴などが確認できなかったことなどから、 古い掘方は建物の建て替えを示すもの

ではなく、 何らかの工程に関わる掘方と考えた。柱穴掘方は一辺80-llOcmの方形で、柱痕跡は直径

20-29cmの円形である。建物の方向は北側柱列でみると E-3°-N前後である。遺物は検出時に須

恵器蓋 ・甕の破片、土師器杯（第19図17)・甕の破片が出土した。

【S81918掘立柱建物跡】（第13図）

調査区中央東部の中央に位置する、桁行東西3間 （総長約5.6m)、梁行南北2間 （総長約4.5m)の

身舎部分の東面に 1間（柱間約2.0m)の廂がつく東西棟である。S12082竪穴住居跡、 SK2049土城より

新しく 、SB1917掘立柱建物跡、SK1982・1983・2041土城より古い。13個すべての柱穴を検出し、そ

のうち11か所で柱痕跡を確認した。 柱穴掘方は一辺70-90cm の方形で、柱痕跡•は直径20-26cm の円形

である。なお、柱穴掘方や柱痕跡の規模は身舎部分の柱と庇部分の柱とで大きな違いはみられない。

建物の方向は北側柱列でみると E-1° -N前後である。遺物は検出時に須恵器杯の破片、土師器甕

の破片が出土した。

【S132040掘立柱建物跡】（第13図）

調査区中央東部の南寄りに位置する、桁行南北3間 （総長約6.8m)、梁行東西2間 （総長約4.8m)

の身舎部分の東面に 1間 （柱間約1.6m)の庇がつく南北棟である。S12037・2083竪穴住居跡よりも古

い。S12037竪穴住居跡によって壊されている南西隅とそこから東へl問目の柱穴をのぞく 12個の柱穴
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の位置に、煙出しと思われる直径約25cmの円形のピットを確認した。住居内の堆積土は砂粒を多く含

み、地山土を小さなプロック状に少量含む黒褐色土の自然堆積陪である。

逍物は床面の直上面から土師器甕の破片が、住居内の堆積層から須恵器杯・甕の破片、土師器甕 ・

鉢の破片、鉄製の紡錘車（第23図7)が出土した。

【S11969竪穴住居跡］（第18図）

調査区西部の北端に位置し、 SI1986竪穴住居跡より古い。住居跡の南半部を検出し、床面まで精査

した結果、住居の対角線上に主柱穴4個、南東隅付近で貯蔵穴状のビット 1個を検出した。北西部分

はSI1986竪穴住居跡によって壊されており、北東部分は調査区外である。住居の方向は南辺でみると

E-8°-S前後である。平面形は東西約6.0m、南北約5.5m以上の方形で、壁は最も良く残存してい

る南辺で高さ約4cmである。床面は地山をほぼ平坦に掘り込んで床としている。4ヶ所すべての主柱

穴で柱痕跡を確認した。柱間は東西約2.7m、南北約2.7mである。柱穴掘方は一辺30-40cmの方形で、

柱痕跡は直径約15cmの円形である。貯蔵穴状のピットは、平面形が長軸約80cm、短軸約70cmの楕円形

で、残存する深さは最も深いところで約7cmである。住居内の堆積土は地山粒や焼土を含む黒褐色土

の自然堆積層である。

逍物は床面の直上面から土師器高台付杯の破片が、床面付近から須恵器杯 ・蒟の破片、土師器甕の

破片、赤焼土器の杯の破片が、貯蔵穴状ピットの堆積層から須恵器杯 ・甕の破片、土師器甕の破片、

住居内の堆積層から須恵器杯（第20回1・2)・高台付杯 ・壷 ・甕．鉢の破片、土師器杯 ・甕 （第20図

3)の破片、鉄製品銃 （第23図6)が出土した。

【S11986竪穴住居跡】（第18屈）

調査区西部の北端に位置し、 SI1969竪穴住居跡より新しく、 SB2016掘立柱建物跡より古い。住居跡

の南西隅部分を検出し、床面まで精査した結果、南西隅の主柱穴 1個を確認した。住居跡の北半は調

査区外である。平面形は東西3.5m以上、南北3.0m以上の方形と推定される。壁は最も良く残存して

いる西辺で高さ約5cmである。住居の方向は南辺がほぽ真東方向と一致する。床面は地山をほぼ平坦

に掘り込んで床としている。主柱穴の掘方は長軸約45cm、短軸約30cmの桁円形で、柱痕跡は直径約12

cmの円形である。住居内の堆積土は地山粒、小礫を含む黒褐色土の自然堆積層である。

遺物は住居内の堆積層から土師器甕の破片が出土した。

[S11990竪穴住居跡】（第16・17図）

調査区西部の南端に位低し、 SB1989掘立柱建物跡、 SD2093溝跡より新しい。住居跡の東半を検出

し、床面まで精査した結果、カマド、周溝、貯蔵穴状ビッ トを確認した。住居跡の西半は後世の削平

を受けており残存していない。平而形は東西3.0m以上、南北約5.0mの方形と推定される。壁は最も

良く残存している束辺で高さ約40cmである。住居の方向は東辺でN-25°-W前後である。床面は地

山をほぼ平坦に掘り込んで床としている。カマドは東辺の南寄りの部分で2基確認した。南北に並ぶ

2基のうち、南側のものは後述の貯蔵穴状ピッ トに壊されており、 一方、北側のものは残存状況が良

好なことから、南側のものが古く、北側のものが新しいと判断した。古いカマドは燃焼部の南側の側

壁と煙道の一部が残存していた。南側の側壁は原さ約20cm、高さ約7cm残存している。煙道部はカマ
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層の肝釈 lll'l番サ .J: 色.i: 性 傭考

住居内堆flt± I 1 黒褐色土 地LIit小プロ ッ ク、地~J粒を少量含む、砂粒を多く含む

2 賠褐色←I: 焼t 地山土小プロックを多く含む．炭れを含む
カマド内堆積:1: I 3 息褐色上 焼-t粒．炭粒を含む、地iJLt小プロックを少え含む

//j褐色土 炭化物を多く含む、焼土粒、地Iり土小プロックを含む

第15図 S11964住居跡の平面図 (1:100)・断面図 (1:50) 

31 



E355 E360 d' E365 

ゴ芦。^＠

｀ 
爪~02093~0 ゜゜も 0 0 _'f..J ⑤ 

S535 ゜ ◎ ° 彰 ¥ ＼ S535 

Q ,,r 

＼ 
t\ ~\. /ぷ◎

＼ ~l ピ之\ ~―---:=?¥ ¥ ¥ OJ) I SX2002—② 

E355 

S54゚ ＼ ) 

E360 

ヽ
＠。

。゚

S545 

ヽ

({) 
5m ¥ ゜

S550 

E370 

第16図 S11990・1991・1992住居跡と周辺の遺構平面図 (1:100) 

ドの奥壁から長さ約100cm、幅30-40cmで、燃焼部の床而から約13cm高い位置から東方向へほぼ水平

に地山を掘り込んでおり、煙出し部分でほぼ垂直に立ち上がる。新しいカマドは古いカマドの北約 1

mのところに設けられており、燃焼部と煙道部を確認した。燃焼部は奥行き約45cm、幅約30cmである。

側壁は残りのよい北側で幅約30cm、高さ約18cm残存している。煙道部はカマドの奥壁から長さ約80
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一糾53.0m 
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SP 遺情名 層香•サ +. 色.I: 代 傭 考

I 9反貨褐色 I: 地111粒．小礫を含む。 Ar.~堆積層。

2 昭褐色_[: 礫を含む。fir.和堆積層。
3 陪褐色t 地111.1:プロック、礫を少黛含む。日然堆積H。

SD2024 
4 I.II褐色J: 礫を少Q含む• B然堆精私

d-d' 5 IA1褐色：K 地山fj_を少投含む。自然堆積附。
6 褐灰色 l: 地Ill粒． 礫を少黛含む。I)然堆精層。

7 にぶい貿柑色I:礫を含む。l'l然堆積崩。
8 にぶい貨楼色土 地111粒．礫を含む。自然堆積屑。

S02093 ， 暗褐色士 地111粒を多く含む。人為堆積肘。

e-e' S11991 カマド内堆情 I:
I '.!.¥褐色帖ft:I: 焼土粒、炭化物を含む

2 煤褐色砧flI: 焼 I:粒．炭化物を含む
I 烈褐色枯n」: 地111粒をわf含む

1胚；.内J焦積十． 2 !,I.¥褐色粘tt」; 焼l:粒を少iik含む
3 '.!,¥褐色帖f!i: 焼上粒、炭化物を多く含む

＂ 
S11990 

4 lot褐色帖n七 焼七uを少祉含む、地111土プロックを含む
新燻道祁堆積土 5 焦褐色帖1U 焼上粒を少li1:含む

6 m色粘門土 炭化物を多く含む、しまりなし

カマド内堆f貪土
7 黒褐色帖灯土 焼土粒．炭化物、連Iii粒を少鼠含む

8 訊褐色粘只土 地Ill土が少址視じる

住屈内堆積土 I 柑紗を少拭含む、地山粒、焼土粒を若干含む、 H然堆積

,-2_ 炭化物、焼土を含む．しまりなし

貯蔵大内堆積:I:,......l_ 糾褐色帖＂土
焼土粒を少は含む、しまりなし

&・R會 S11990 
4 地山粒を含む

テ 炭化物．焼土位を含む、しまりなし

6 黙褐色帖只~: 柑紗を含む、しまりなし
旧姓辺郎堆積七 7 m色枯ffJ.: 粗紗を含む、しまりあり

8 m褐色帖灯土 租紗を含む、地山」．．を少旦含む
I /Al褐色帖n」; 焼土粒を若干含む、小礫を含む
2 訊褐色帖質十． 焼土粒を比較的多く含む

カマド内堆積土 3 糾色粘＂土 焼土粒を少歓含む｀炭化物、地ill粘土プロックを含む

hぷ S11992 4 /!¥褐色帖11土 地山粒を少lll:含む
5 fl.¥褐色粘代土 焼土粒地山粒炭化物を含む

カマド支脚裾方 6 黙色枯灯土 地Ill粒．焼土粒を少は含む

化居掘方撹土 7 黙色帖竹土 小礫を多く含む

第17図 S02024溝跡、S11990・1991・1992住居跡断面図 (1:50) 

cm、幅約20cmで、燃焼部の床面から約24cm高い位置から東方向へほぼ水平に地山を掘り込んでおり、

煙出し部分でほぼ垂直に立ち上がる。周溝は北辺の東半部から、東辺の新しいカマド部分を越えてす

ぐ南の部分まで、長さ約3.7mにわたって北、西辺の壁沿いで確認した。周溝の規模は幅約15cm、深さ

約5cmで、断面形は偏平なU字形である。新しいカマドの側壁は周溝の堆積土の上に構築されており、

貯蔵穴も周溝を壊している。

貯蔵穴状のピットは、古いカマドの北側壁と燃焼部を壊すような位置に設けられている。平面形は

直径約100cmの円形で、残存する深さは最も深いところで約24cmである。住居の東壁を一部えぐるよ

うに掘り込まれている。堆積土は炭化物や焼土を含む、しまりのない黒褐色粘質土である。住居内の

堆稜土は粗砂、地山粒、焼土粒を少景含む黒褐色粘質土の自然堆積層である。
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SP 這情名

Sll986 

--― S11969 
層番号

i-i'. j-j'. k-k' 
{t屈内堆栢土

邸内堆虹

主柱穴掘方捏土 I~ 

士色•土性

懇褐色土

黒褐色七__ , 
黒色土

傭考

地山粒、小礫を含む、 i'.ltぶ堆積屈。
地山粒、焼土を含む、自然堆!i,IM。
やや粘性あり

第18図 S11969 ・ 1986住居跡の平面図 ( 1:100) • 断面図 (1:50) 
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遺物は床面の直上から須恵器甕の破片、土師器甑の破片、新しいカマドの側壁構槃土から須恵器杯、

貯蔵穴状ピットの堆積層から須恵器甕の破片、土師器杯（第20図7)・鉢・甕（第20図8)の破片、カ

マド内の堆和恩から須恵器壷 ・甕の破片、土師器杯・甕 ・鉢の破片、住居内の堆梢層から須恵器坪 ・

甕 • 鉢の破片、土師器杯・鉢の破片、弥生土器の破片が出土した。

【S11991竪穴住居跡】（第16・17図）

調査区西部の南端に位置し、 SB1989掘立柱建物跡、 SA2001築地塀跡、 $D2024溝跡より新しい。住

居跡の東辺付近を検出し、床面まで精査した結果、カマ ドを確認した。住居跡の東辺と北• 南辺の大

部分は後世の削平を受けており残存していない。平面形は束西2.0m以上、南北約4.0mの開丸方形と

推定される。壁は最も残存している東辺で高さ約30cmである。住居の方向は東辺でN-40°-W前後

である。床面は地山をほぼ平坦に掘り込んで床としている。カマドは東辺の南寄りに設けられてお

り、燃焼部を確認した。燃焼部の奥行きは約90cm、幅は約45cmである。側壁は残りのよい南側で幅約

22cm、高さ約24cm残存している。

追物はカマド内の堆積層から土師器甕の破片、住居内の堆積層から須恵器高台付杯 ・甕の破片が出

土した。

【S11992竪穴住居跡】（第16・17図）

調査区西部の南端に位置する。他の遺構との直複はみられない。住居跡の東辺付近を検出し、 床面

まで精査した結果、カマドおよび周溝を確認した。住居跡の西半の大部分は後世の削平を受けており

残存していない。平面形は東西3.0m以上、南北約4.7mの方形と推定される。壁は最も残存している

東辺で高さ約36cmである。住居の方向は東辺でN-34° -W前後である。床面の大部分は地山をほぼ

平坦に掘り込んで床としているが、住居掘方の底面が部分的にくぽんだ部分には小礫を多く含む黒色

粘質土で埋め戻 し、平坦面をつく って床としている。カマドは東辺の北寄りの部分に設けられてお

り、燃焼部と煙道の煙出し部分を確認した。燃焼部は奥行き約90cm、幅約40cmである。側壁は残りの

よい南側で幅約30cm、高さ約42cm残存している。南側壁には芯材として須恵器杯の破片や、20-30cm

の礫が埋め込まれていた。また、燃焼部の奥壁付近には支脚として土師器甕の底部から約60cmの部分

が、底面を上にして設置されていた。煙道は残存していなかったが、カマド奥壁から東へ約50cmの位

樅に、煙出しと思われる直径約22cmの円形のピットを確認した。周溝は北壁際とカマド部分を除いた

東壁際で検出した。周溝の規模は幅20-40cm、深さ 3-4cmで、断面形は偏平なU字形である。

造物はカマド側壁構築土から須恵器杯（第20図10)、カマド内から土師器甕（第20図11)、住居内の

堆積層から須恵器杯 ・甕の破片、 土師器甕（第20図15)の破片が出土した。

註

註 1: この灰白色火山灰については、十手II田湖のI府火によるものと考えられており、その年代については西暦915年の年代が指摘

されている （早田・小山 1998)。

註2: 厳密には、親柱4本の前後に控柱各4本を有する一重のr'Jである八脚門、 二階造りのr・1で初煎にも二韮目にも栓根を持つ

二重門、あるいは二階造りの門で特に初重に歴根のない一重届根の楼門、のいずれかの可能性があるが、特定は困難である。

ここでは便宜的に 「八脚門の平而と同形式の平而を持つ遣構」という意味で 「八脚門跡」と称する。
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材木榊跡属性Jc

選構名 位111 Jil••J 紺(c塵） 遺 物 その他

SAl156 5トレンチ 東柑 占代の水Illにより．材根跡を2個籟認したに止まった。

SAJ157 4トレンチ 市北 16-24 材痕跡32個。材製跡iU.径1-10cm. Milli糀3-18<:m。郎分的に修復あり。

SA2139 3トレンチ 東洒 13-32 木蘭(?)破片がIll」:Lている。 抜取溝。材の当たり痕跡12側。IU往10-17cm。材間隔10-30c11,

SA2140 3·6~ ン十 111北 16-24 木材多数。須想器杯· <i~~·!ll'i、木製紡錘）訳紡輪） ,t-U ・材痕跡82個• 木材.*れ扱跡!(Cl惰s-20c闊• 材間隔2-20cm。邪分修復あり。

SA2146 3トレンチ 棄li・飢裏→頃 10-26 木材多数。 ＊材 ，材痕跡47僻。木材 ・材痕町ft!を5-1正け間隔4-40c薗o

SA2147 3トレンチ 11/北 18-28 一部木材が残る。 木材 ，材痕跡26側。木材 ・材痕跡irr径9-14cm。材r.u厭4-30cm。
SA2171 l-!·6f~ ンチ 東西 ll-28 材扱跡16観。“往10-16<:応 UIMI隔4-30c籠o途切れる讚分あり。

SA2173 1トレンチ 東丙 8-28 布湿り忽分は浅く、材Ii{跡は2嗣のみ.u痕1*1riltl4cm前後。

暉匹虹

ごここご-~竺., 仕火 (cm)

2i~~ に？形
U縦跡

~ 
8-10 

H列の方向f'JI遺物(1111:/i'I)I 罐考

E ・2• ・S - S82130の,11111約1.7mの位霞にある。

掘ヽrn建物跡属代表
厄構名 位沢~ 阻i 剥fr

ii旗
建物の平面j法審 (m) 忙穴 (an) 11浪跡 紅物の

滋物 (Ill1:11'1) 偏考
附澤Jl・It員寸法・員足筐所 髪旧設・It員浪・l'.EI原 ・J'法 平面形 (cm) 方l••l

S82130 41-vンナ 3日 t問 “月 7.0 2.3+2.5+2.2 求 4.4 2.3+2.J 北 50-120 1;~ 形 14-20 N,6"-E 柱材(NIIVI柑）¥:) I,<~( . 廂を作う。
58213<1 4卜いンチ ,_, ... 

ー 40-80 方形 2,1-26 北東隅n穴I値を確認O
S82136 3卜しンナ 4閏 ZIIII IU 9.6 益+2.4+2.3+2.4 東 5.1 2.5+2.6 北 40-120 l~ 方形 ~-2-3'-E 

H物種-f・(N3EII£穴住If(
ttはすべて抜き取られている。

跡）

S02141 3卜い牙 3111 2111 It~ 6.8 2.4+2.1+2.2 ，西 4.3 2.1+2.2 南 50-90 h形 14-22 ,.;-ぶE 木簡(N4WlH穴掲方枷 tE穴8馴Iこ柱材が残る。

SB21.0 1卜いンチ 5111 3問 “桟 112 23+2.I+四+2.1+益 束 6.3 2.0+22+2.2 北 60-150 !Vi形 18-28 :q-.;'.E 
須忠器：甕、ヒ閾岱：lf<Jli f+iから2問IIに間仕切りあ
ロクロか） り。

S821沼 1卜いン＋ •— •一 - 70-90 },K, 2,1 _, 11il'!i屈It火I傾を確認。
S82160 1卜しンチ 2111l 4.8? 2.4?+2.4 む 一 - 50-70 )j形 16-20 :'--1-o'-E ．． 洒＂柱列のみ 検111.
S82175 5卜いンt 3111 4.8' 1.6?+17+1.5 洒 一 - 50-70 }j形 18-22 Xふーf.£ tr穴5馴を確認。
※HIIUの・l法は、東西）,・1uJのtmは洒から.Ill北方向の仕列は北から順に記した。

溝跡“性Jc
逍清名 t .. rn }jf,1) 船(en) 遺 物 その他

SD2132 4トレンチ 1+1北 JO-お S82134に伴う溝か。

S02133 4トレンチ 束丙 30前後

5D2137 3トレンチ ·,11~t 34-108 Jとさ約!Om。深さ14CG>,断mi形は逆台形。埋め戻されている。S82136に11'ぅi鼻か。
SD2138 3トレン＋ 東村 26-74 Rさi.6m+1.2m. 部分的に途切れる。東燐で北へ曲がる。SB2I36Iこ伴う溝か。

SD2M2 3トレンチ 1ff北 32-92 須忠路の売rr紺濶Iヽ破Ji・ 1点。 !~ さ約7,n。SD2143と述。Sl3214Jに伴うi/11か。
SD2143 3トレンチ 東丙 30-42 Kさ約5m.S021<12と一述。$82141に伴うi'1か。
S02144 3トレンチ Ill北 30-42 l! さ約2.lmc深さ18cm,SA2139より新しい。n然堆積.L:.
S02145 3トレン＋ llf東～北州 26-38 Hさ約12.5m。深さ8cm,S!¥2140より` りい.~, 然堆lit.to
SD2148 3トレン-f・ 南北 24-40 1~ さ約2.0m。深さ5cm,1:1然lit椅 I:.
SD2149 3トレンチ 東匹 30-68 Kさ約2.6m。SA2l39より新しい。SB2l36に作うi鼻か。
S02151 lトレンチ ill北 36-118 長さ約13m以J:.深いところで32cm。 底面に凹凸あり• 堆積土は涅め戻しI:か。
$D2152 1トレンチ 束西 28-100 長さ約6.7m以.I:。深さ16cm。陥分的に途切れる。llliilii形は逆台形状。
SD2l53 1トレン.,. Iii北 53-Jい 及さ約7.7m。断面形は逆台形状。SD2156・SK216.1よりも新しい．

S02I沃 1トレンチ 東内・南北 72-118 須慰器杯溢売、 1:細器甕の小破f¥・。フレーク 1点， SD2156よりも新Lい。S821541こ作う溝か。
SD21茄 lトレンチ 東il'i・iti北 66-200 須忠硲io.iの体～底部1個体がlll:tしている。 環状の溝ol悧間で途切れふS82150・2154とSD2153・2155、SK2J58よりも8い。

SD2157 Iトレンチ Ill東～北jllj 22-31 長さ8,3m以J-.。S82応O・SK2159よりも古い。
S02161 1トレンチ l釦t 30-41 長さ3.9m。SB2I60に関連するi鼻か。
S02162 Iトレン＋ 南北 10-44 !<さ約92m。北嗜部で東にUllがる。S82160より新しい。
SD2163 1トレン.,. 南東～北西 18-88 長さ約S.bn以J:。弧状に近い。

SD2170 IS・ 訃レンt 東西 200-360 須必器杯・杯基・</1!溢・鉢・甕．七師溢If・炎の餃It。 Kさ40m以J:.深さ50cm前後。断面形は皿恥 SXJ100・SA2171より新Lい。
S02172 lトレンチ 州凍一北洒 28-70 長さ53m以J-.• Jf.r'I色火山灰よりも新しい。＂＇ぷ堆精 j:。
S02174 1 トレン-f• 束jJlj 40-48 長さL2m以上。SK2159より も古い。

SD2176 6トレン十 南“～北洒 20前後 艮さ2.3m以上。SA2140・ SD2177よりも古い。

SD2m 6トレンチ 南東～北柑 20前後 艮さ2.3m以I:.。SJ¥2140より古く、S02177よりも新しい。
SD2178 6トレンチ IH束～北I可 20前後 長さ0.8m以t。S02179よりも古い。 S02177と 述か。
SD2179 6トレンヅ- 1ti束～北柑 20-90以J: 長さ2.7m以上。Si¥2140より古く、 5D2178よりも新しい。

S02180 I・?Iレンナ 東洒 18-144 長さ12m以_I:。灰白色火LI」灰よりも新しい。ti然堆招t。

k塙属性表

迅構名 位171 ’附籠形 規梃(m) 遺物 その他

SK21お 4トレン＋ kガ形 o.axo.s 

SK2158 1トレンチ 格111形 o.sxo.s SX2156より新しい。

SK2159 1トレンチ 隅丸方影 3.7以l:x2.8以上 S02157 · 217~ より新しい。
SK2163 lトレンチ 不整形 12xo.6 SD2153より古い。
SK2164 Iトレンチ 'f"Jl 0.8以J・.x0.5以I:
SK21応 1トレン＋ 格Pl形 0.7以上xo.s ll(必苔壷 .:t師笞甕小敲片Ill士o
SK2IOO 1トレン＋ 隅丸.UJ;形 1.1 xo.6 

SK2167 Jトレンチ 不整形 J.4XJ.Q 

SK2168 1トレンチ 方形 Q.3X0.J 須患苔鉢 (~19図 6 ) Iii上。 ピット状をgする。
SK2169 1トレンチ 隅丸k方形 0.9X0ふ

第 1表 24E区遺構属性表



M区掘立H氾物跡属性火

遺構名 llll 
1111数豪l

員旗
述物の,,潅i寸法(m)"2.3 It穴濠3 仕痕班

II!榊のガf,j 辺物 WI+.附） 鮒巧
飩姉 附i麗長・1旧・t法・配;m引 梵Ii紐虹l氾・員A!ltfl 寸法(cm) 平面形 (an) 

須忠器：杯・俎、 l'.116荏．

S81915 杖9 31111 2間 青北 6.0 2.3+ 1.6+2.3 東 4.4 2.4+2.0 北 90-140 Ji形 18-22 はば只北
杯・吏（以J:、掘方埋1:)、須

忍岱：杯・甕.t師器：翌（以

I:. U抜取穴）

S81917 ~ I 3間 3川） 月影 6.8 2.0+2.2+2.6 北 6.4
2.1+2.2十

束 80-llO )J影 20-29 E-3'ぶ
tfi忠岱：澁• 愛.I: 締笞：

詳細p24
2.1 杯 ・史 （掘1i~~1:)

S81918 fU 3'11 2問 東付 7.6 1.8+1.9令19+2.0 北 4.5 2.2+23 ＇入 70-90 )j形 20-26 E-1°-N 
須恵岱： t.j: 會 J:.~ 笞：央

東1紺11/IJ廂。ヽ 9織p24
(lll!JiPft t:) 

S81922 Ot 
21l1J 
2111l 県包 4.8 

23+2.5 北
5.0 2.7+23 酉企80 J, 形 16-25 E・I'、S

須患沿：杯、安、必、 上師------------Jt-l - ・lt/:l{, ・史・鉢 （掘）,,n土）3PIJ 1.4+1.7+1.6 

SB! 飢7 校§ 3flU 21fU 薫付 6.9 23+依21閉分） 南 4A 22+22 洒 80-IJO )j形 15-24 E-2'-N 
須忠器： If. 濯 ・完. I: 師

iヽ細p24
器：杯・炎 （掘ガ'U:)

S81948 ~~A 31!0 2lr.J 東6 6.6 2.3+2.3+2、0 北 4.2 2.1+2.l 哀的-Iヽ10 Ji形 24-30 E-5°-N 
須忠器：杯・¥・翌. I: 紺

詳細p24
岱：杯 （掘h挫 t)

S81967 牧t 2111) 2IIU )j形 3.8 1.6+2.2 北 3.6 1.8+1.8 J!!i so一以） )j形 20-24 N-4"-W 
須忠笞’杯・央、 上師岱：

総柱建物跡。
鉢 ・史 （掘方川しj:)

S81981 牧’ 3111) 2IIU 東丙 5.4 1.9+1.7+1.8 北 4.1 2.1+2.0 jl!j 60-90 )j形 16-27 E-3'-N 
須恵苔：杯・甕．十．師岱：

~ (掘）j埋：I:) 
SB1989 西 5問 2rm 州北 8.5 庄ば3胃灼＋凶 jllj 4.0 2.0+2.0 北 ~5-80 閂丸）i形 13-2: う N-10・-E 
S82010 西 1111) 2間 脩北 4.0 4.0 拓 4,0 2.1+1.9 北 80-140 “形 30-35 N.2•.E 四脚1・1跡。詳細p19 
紐2014

洒 11n1 HIり 東:I'! 3.6 3.6 北 2.7 l'-1i i0-110 Ii形 40-45 i;.43• .s 
須患岱：杯、 K師器：売 惰跡位て杵えあり。詳細

A・B 
2.7 

(B掘方埋I:) pl8 
$B2016 洒 I駐l 不剛 1,8 J.8 南 一 - 30-40 111形 12-18 E-11 • ,S 
SB2017 西 21l1J 1r.a 育北 5.7 2.9+2.8 東 1.6 1.6 北 50-60 惧丸}j影 15 N妬・.w 須必岱： i給 （掘ガ埋L-t:) 罰淋．．問細p18 
S82018 西 flt 9●●t 不明 3.8 1.9+1.9 I付勾 2.3 洒 35-45 方形 15-18 E-1・-s 
S82020 洒 3問 2111! 糾t 7.5 Z.I +3.3+2.I 西 6.0 3.0+3.0 ~t 75-140 方形 33-40 N・i-.w 八脚,.,勝。詳細pIS 

須恵岱：杯・紅台杯・央 ・
SB202S 噸 3間 21111 州北 7.0 2.4+2.3+2.3 ~5.2 2.5+2.7 南 80-130 Ii影 22ー30 N-7'-IV 濯、 l'.M岱 Ii:-吏、赤焼

上器：＂； （掘1i埋I:)
SB2031 ＂貞 3慣l 21!0 棗柑 4.7 1.4+1.2+2.J i軒 3.9 3.9(2問分） 丙 50-70 隅丸Ji形 21-24 E-1・.s 
S82032 ,i~ 翼出 21nJ 巣H 62 2.0+2.0+2.2 ltl 4.4 2-Z+U i'!i so-so )j形 15-20 E.s"・S 
皿¥B ur 2ml 21:U lit 3.7 1.9+1.8 1ti 3.3 1.8+1.:, 丙 60-80 隅k方形 18-24 Nヽ1'-W 総u建物跡紐て持えあり。
SB2035 校l 2間 21111 方杉 3.5 1.8+1.7 北 3.4 1.9~1.5 求 60-110 )j形 N・II"-¥¥' 総u建物跡

S細 O 校ヽ 3111) !,~ 膚北 6.8 2.0+2.4+2.4 束 6.4
2.4+2.4+ 

1.6 

北 hの-110
)j形 20-24 E-J"-!'i 

須忠若： q:, I: 師笞：杯
束面 IIN暉 。.,細p24

廂70 （掘）j罪 I:)

S82045 ,i,u 3問 2間 東§ 4.8 1.5+1.6+1.7 北 4.3 2.5+1.8 jllj 50-60 隅丸）i形 15-18 E-5'-S 
須忠笞..t,t:、t師苔：亮

（掘）i雌 I:)
S82047 牧夏 3『II 21月 鼠§ 6.0 1.9+2.2+1.9 北 4.3 2.3+2.0 i"i 50-80 ガ形 15-24 E-1• -S こI:自器 ：望 （湿方限」：）
S8206al 牧6 2旧9 lllU 惰t 2.9 l.2+l.7 11'1 2.7 2.7 lti 30-60 円形 12-19 N-2.,E 
SB公応 ＂妍 2llll 2tlU 東f 4.5 2.3+2.2 北 3.2 1.7+1.5 西 35-45 Pl形 21 E-3•-N 
SB碑 枡 !Gl 2間 寮付 3.6 1.8+1.8 南 3.0 1.5+1.5 洒 40-70 方形 18-2() E-5• -N 
S82067 ~M 31111 zr.u 策百 6.3 2.2+2.2+1.9 南 3.8 J.8+2.0 東 50-80 隅丸方形 19一24 ~::-4' -N 

$1)2068 'l't! 2間 21~) 庸北 3.8 1.9+1.9 束 3.1 1.5+1.6 北 45-70 Ji形 15-20 N-4°-W 
狐ぷ岱：杯・央、 I紬笞

売 （掘方J雙土）
SB2069 中紐 lllll 2間 胄北 3.3 3.8 東 32 1.6+1.6 北 50-70 r,影 )5-20 E.-8'・N 須思岱：吏 （掘)j)IJしt)

S82070 代絹
2IIIJ 
21111 釦t 3.5 

1.6+1.9 .~ •• 3.2 1.6+1.6 ill 40-60 Ji形 15-24 F,19•.N -----------
I聞 3.5 東

SB2071 ~-211り 21111 5杉 4.3 2.0+2.3 北 4,4 2.1+2.3 西 40-50 a~ 柑、部 12-20 N-6°-E 
S82072 束 3fiU 2110 酎北 6.0 2.0+2.0+2.0 西 33 1.7+1.6 北 60-90 方形 18-28 N-7°-E 
S8汲 3 東 2併J 2Jlll 方杉 4.2 2.1+2.I Iii 4.4 2.2+2.2 洒 50-iO 楳 鵞rn 16-2•1 E・2・-s
S82074 ¢央( 3111] 蠣at 不閉 5.8 l.9+1.9+2.。南 2.0 2.0 束 40-60 料、 鵞~~E 15-18 ほばA東
S8'2075 束 IPIJ 1問 ガ形 3.3 3.3 北 3.4 3.4 ~30- 50 1/il'l形 15-18 Nぶ-E 固溝を伴う。詳細p26
S細 6 束 3間 2111! 耐北 4.0 1.2+1.3+1.5 西 2.2 12+1.0 北 20-50 Ii形 12-18 N・2・.w
SB如 東 2llll 211ll 方形 2.7 1.4+1.3 iti 2.8 l.1+1.4 県 30-50 隣丸方形 10-15 N-s・.w 総枯建物跡
SB加 8 東 3/lll 2間 東6 5.8 1.9+2.I+ 1.8 北 4.0 2.0+2.0 東 30-40 方形 10-,s E-ll"-S 

S132'm 牡9
2間
2関 見百 4.2 

．2.4+不明．． 
-北-- 3.3 2.0+1.3 西 40-的 ~;. 祁，RI 12-18 N・14•.w 3間 14+1.4+1.4 rl.f 

s~ 細 牧' 21閉 Illり 1W北 3.4 1.9+1.5 束 2.7 2.7 iti 40-70 ~t狐印 N•l J".\V 
SB碑 東 JI閉 JllfJ 方形 3.3 3.3 北 3.7 3.7 
※ I ICり数の襴の 「3+ I Jはg合3Uり、廂l問であることを示す．

洒 40 Pl形 N-2•.E /1,j溝を N'• う 。 詳細 p26

※2 柱問の寸法は、東西方向の柱列は性から、 Iii北方向の柱列は北から順に記した。

※3 「東入」は東人側柱列を、 「ク」は身令を表す。

34区 材木桝跡属性表

遺惰名 位尻 方向 幅(cm) 遺物 その他
SA1979 中央東 東匹 30-60 須恵溢：杯 抜取溝。洒嬌で紅径20-30cmのピッ トが5個IIり厭を密にして並ぶ。詳細p22
Si¥2021 西 束丙 20-30 材痕跡37創。 材扱跡~i往IO-Mc11. 材Jill隔20-25an。詳細p15 
SA2085 中央匹 fli;lt-l+f東 50-100 抜取溝。市躍で材狽跡13見直径20-JOce.材問隔30c11前後。詳細p22
SA2092 中央東 南北 30-60 溝と材扱跡が浙絞的につながる。材択跡“径15-2&11。詳細p22

34lii. 柱列跡属性表

二
柱列の平面寸法

柱間 (m),.

2.9 

ぽ+1.5+2.5+2.4 

2.2+2.3+0.8+0.8+ 1.4+ 1.7+ 1.5 嘉 柱:言ジ
第2表 34区遺構属性表(1)
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341>( 竪,~fH、濁,i-.性表

這構名 位沢
員代状 r,; 鑽畏 u員霞

'i!lfli形
卸沿のJifi,J

.i!1物 (lll・l:J,/l) その他況蔓 I叫 1ml （瀾定OO所）

S!l914 巾史原 検Ill 42 5.5 )j形 E-7゚・S(ll'i辺）
Sil笠3中央夏 検/.II 5.0以t 4.0以t 1i形か E-3゚-N(11/辺）
SIり24 中央9 検//¥ 62 8 )j形 E-3" .S (I#辺） 北辺中央でカマド痕跡を確辺。

S11925 中良n 検/JI &5 8.5 方形 はば真東（南辺）
牙（忍器：杯 ・t:if.rlf・孜 ・lltl・安、 1:師器：t.f;. 完 W,東辺中央でカマド痕跡、情辺割跳（紺20-25cm、長さ2.1
屈内堆f,'層） m)を確品

Sil珀 ＇り釘§ 検Ml 6.0 6.0 Ji形 E-3.-N (11i辺） 須必岱：杯・完 （住屈IAJ堆楕~)
北辺中央でカマド痕跡、愕近扱~ (幅20-ぶ)c:11、!<さ l.4

mlを確弘

Sil効 中央R 検HI 38 32 ”形 はばfl東(1ti辺） 須恵器：杯 （化い内堆積附）
北東隅から外へ延ぴるinl'f(紺20cm,艮さ1.7mlを確認、
煙辺板跡か，

SIi邸 中央6 検lh 4.2 3.5 月形 Nぶ-IV(東辺） 111:i!l.1可i/.1で周i鼻（船15-20cm).東辺中央でカマド棋跡

を確迄，

S1196-3 中央付 検Ill
6.5 
8.4 Ji形 N-4•.w (東辺） 牙i忠苔：史、 -1:師笞：杯 ・甕 (ft)泊；内堆積附） 東迦,,火で粘上の分布 II.oxI.Sm)を確認、カマト、Iii跡

以 I: ・・ か。北辺で),¥Ji鼻 （輻15c●Jを確認。

S1196-1 中央R tni'f. 3.8 3.6 )j形 E-4'-S (南辺l
I紬苔 ： ~ (底iii/i.」．． ） 、須．恵硲：杯• 免 l細硲・ 亮・

詳細p26
鉢、鉄製紡錘ll((住屈内堆積Ml

t師器： r.1i台杯 （床藉jj([Jこ）、須息溢：杯・溢、 I: 師硲：

S11969 J1!i 精布 6.0 ；；以t ガ形 E-S・-s <南辺）
吏、赤焼・I:笞：杯 （以上、床面付近）、須忠沿 ：t-1: -~. 

群編p28
団浴：売（以 I·.、貯蔵穴状ビット ） 、須恵苔．杯・ •I台4:.
坐・憂体、土師器：t-f(-売、鉄製品（以上、（籾油Jjt積!M)

SU9'1゚
111/ 検Ill 4.5 5.5以t 胄A祁 N-8'-E (ii(辺） 須恵溢：杯 ・店台杯 ・溢 l細器：杯・史、弥生 I溢、

鉄斧 (ft居l勺堆ffck-1)
SII'{II 西 検1H !Silt 4Jl以t ”形か N-8°-W (洒辺） 須忠笞：杯・塁.:I: 師岱：吏 (I~恥I勾堆li'k-1)
S11912 I'll 検Ill ,;.o以ヒ 4.0 )j彫 E-4•.5 (北辺） 須忠沿 ,l,f:・吏、 ヒ師器：史 <fW油堆依~'1 )
S11975 西 検Ill 3.0 3.0 方形 E-2゚-S(1tI.i/.l) J: 緬荏：史 ((U•i内堆れ柑） 市辺火窃りでカマド側増艇跡を確認。
Sil啜 !!Ii 精介 お以上 1011 t Ii形か l,-2'-N (南辺） t師符：翌 ( (t屈1AJJll!f,~~~) ,Ill繹Iμ28

S11988 中央H 検/II 2.IIH 4.61H /il, か N-2'-W (東辺）
狐よ笞：杯、 t師笞：史．砥,;(!UHAJ堆Ifill'/).I: 師 北辺北¥lfりにカマド束鯛隈根跨、北辺で周沿 （幅!San)
笞．甕 <HE穴揖)j挫 I:> を籟忍

須忠a;i:1,!、 し師岱： Ill((以 I:.床I狛I(I・.).須忠笞： Ii'. 

（斯カマト'flR隈）．須憑荏：憂、 K師溢：杯 ・鉢・翌 （以
Si」990 l"i 精査 lO)ll 5.0 Jmか N-25•.w (東辺） t、貯蔵六状ビ ット）、須思器：ヽ糾 ，央、 I: 師笞： Mい 丼細p28

売・鉢（以I:.新カマドJ龍積層）、材i忍器：杯、史・鉢.t 

師沿；杯・鉢（もしくは碗）．弥生 I溶（以上、 O:ll訥堆!lll.'1)

S11991 西 精1t lO此 4.4 mi  N-40°-II'(東辺）
土緬器：史 （カマド堆積層）` 須恵笞：府fllf,・吏 （住居

詳細p33
内堆積11'1)

Sil叩2 洒 ＂介 3.011 t 4.7 方影か N-34・-w (東辺）
須恵硲：杯 （カマド構築 I:)、・t:Ciliilil.史 （カマド支m 、

詳細p33
菰糾笞.If ・ 売、 J:llili 器：央 (t~J.~·内堆積l('J)

S11993 洒 検Ill 2.0 23Jll: 員k月6> K-12•.w (東辺） l:師岱：亮 ((F.Iん11-J堆Iii層） 東辺•}決で煙辺板跡（紺35cm、!~さ60cm)を確認
S12012 中央6 検Ill 2.7 2.8 ＂~柘 N.s•.w (東辺）
S12013 ~ 検LJJ l5 おJH ”形か E-6'-S (北辺） 漆紙)¥・.須恵笞：杯 ・甕 ・I緬 溢 ：売 (ft),ヽ：-内堆m10,北辺煎ぶりで埓辺扱跡 （輻20-40cm.!~ さ70c霞）を帷認。
$12033 中奴 検m 3.3 2.8 Ji形 E-10・、s(北辺） 須恵岱：杯 ・央、 J:紀器：史 <lr:J,,i内堆梢附）
SI細 中央廉 検m 8.3 紐以上 Ji形 はほ几東（北辺） 牙ilぶ岱 ：杯 ・売 ・ft'5{1杯、 I: 糾i~il ・ tf ・安 <I粒訥JI!.積 束辺の北から5.5mの位訳でカマド痕淋、惰辺根跡 （幅50

射） cm、長さ凶m)を維,Ito
SJ細 陀樟 検111 5.0 3.9 Ji形 N-4•-w (東辺） 須恵沿：杯 ・央 ・濯、上師溢：杯・鉢炎((恥油堆m崩） 北辺中央でカマド扱跡を籟認c
SI碑 中央棗 検出 3.3 14以J: 胄¥&ft ほぼ兵北（東辺） 堆積屈l•lこ焼.I:がプロック状に集,,,する状況を確品

SI細 中央県 検IH 1.3 1.4 Ji形 Ee$゚・S(北辺） 須恵笞．甕.t師召：~ ((£屈内堆枡展） が面露111。床面で30-40c11の範囲の焼け1ilを確認、炉跡
か。

SI加13 中央屋 検Iii 4.0 3.6 方影 E・i・.s<北辺）
SI蜘 中央東 検Ill 3.2以上 5.1 方形 N-7'-W (西辺） J: 師苔：甕 （住i訥 J偵i』W附）
Sl寧 束 検出 4.5 3.9--l< me はほ真北c,り辺） 須恵苔：杯 （住恥内lltMM>
$12081 中央H 検出 3.9 3.3 J; 影か E-3'-S (北辺） 11/西部で屈溝 (25cm)を確認。
S12082 中央東・ 検Iii 2.6 3.1 )j形 £.3•.5 011辺） 北辺求寄りで煙辺扱跡（輻18-30<11、μさl.2n,)を雑認。
S匹 中央原 検/JI l.8JH 3.8 Ji形 N-4.・E (西辺）
SI碑 東 検m 4.9 ),9以上,rnか じ15•-S (北辺）
※ 「検Ill」は平j(jj検Illにとどめたこと、 「精介」は1和面まで1111f.を‘兵論したことを示す。

”区溝跡属忙衣

.il'l情名 位11'1 方向 船(cm) 辺物 その他
S01962 ,,, 央柑 東西 30-60 須恵召：甕

SDl974 洒 東西 190-500 
須忠笞：杯 ・バカ杯 ・噺・甕、 i:師岱： J-..t、・彎

深さ50cmで、溝の中央想でさらに似90cm、深さ40anの清状に一段深くなる。
鉄製品 （鯰）、銭It

S01976 西 東凸 120-300 材i忠器：杯 ・ 甕 • 壷. :t鉦岱：吏、赤焼七岱：杯 深さ50cm.
SDl977 l'!i 束洒 10-100 須・'ぶ召：杯・哨・ 受
SDI如 洒 束丙 70-180 
SDJ985 酉 東西 100 深さ20cm。
SDJ987 中央西 南北～北東 60-100 須忠沿：屈士師器：杯・吏 深さ25cm。
SD1996 i町 束洒 90-拗
S02024 ~ 11! 北 340-燭 須恵器：杯 ，史令 ・l:師笞．杯・バ台杯 築地外側大溝。詳細p18 
so碑 中央g 1#北 30-40 
SD2087 •l•!J<JI( 東西 30-50 
$D2088 西 東~-紺北 お-45 5D1985より,';い。道路饒溝か。
S02093 西 北jl!j-南東 90-200 S81989よI)新しく、 S11990より古い。深さ9cllo.

第 3表 34区遺構属性表(2)
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3418'. 上濱属性表

lll構名 位霞 平i!ii形 規桟(ml 這物 その他 遺情名 位観 平ilii形 規!l!(lli) 迫物 その他

SKI90I 凍 格l'J形 2.7-5.0 
須恵笞： l'f・ 碍trt,t: ・
溢・売・、貸、 J:閾笞：杯・売

SKIお7 中央丙 力形 1.、1-3.6 人為堆積。

SKI勁 束 m円形 2.6-3.2 須忠苔：杯・否・亮・面、
土師笞 ．甕

SKIお8 巾央百 l!Iが艮ガE 0.7-2.0 J:鉦器： 1-l:-甍

SKI903 東 P:J形 1.6 
須忠笞：杯・甍.~ 椒.・I: 
閾器： 吏

SKI岱9 中央百 )j形 1.1-1.s 人む堆積。

SK190t 束 楕円形 0.7-1.4 須恵召 .If・売 SKI勁 ,1, 央百 楕円形 1.1-1.4 
須忠沿： is台杯・¥Ti、i:
師沿：売

SKI殴 束 円形 0.8 :I: 師笞．売 SK196J 中央百 円影 1.6-2.4 
須恵硲：杯・甕、 -I;師硲：

澁 • 甕
SK1906 東 !If円形 1.3-1.5 須恵笞：沐 •磁 ：t編召： 甕 SKJ磁 中央6 円形 1.6 須忠器：喪、 I; 鉦器：甕 ~Ir.-!. 堆捐。

SK!OO'/ 東 倶丸月影 1.0-1.1 
須忠笞・杯・甕、十．師沿：

杯 ・売
SKI啜 中央丙 ＂丸ガ形 1.4-1.6 須患岱：甕.-t鰤笞：吏

SKI臨 東 楕円形 1.5ー2.1 須恵笞’杯・ 甕．土鰤
沿：甕

SKI姻 中央東 ＂ん方形 I.I 
須忠岱：杯・ii!・ 甕、 J.:
邸溢：杯・甕

SKI蜘 巾央JI( .f!l!l'lli 2.7ー4.0 須也苔.tf. 亮 ・盈、 .t 堆積層に焼J:多く含
緬岱 ’交、九ll む。

SKI蜘 巾央滅 惰円形 0.7-0.9 1: 鉛器：f,i:-長

SK1910 東 楕円形 1.3-1.7 
須退笞：杯・鉢、士鉦岱：

杯 ・甕
SKI知 中央凍 円影 0.8 

須恵器：央、」：緬苔；史、

紡錘形の上製品

SK1911 巾央東 楕l'l形 2.1-3.4 
須也笞：杯 • 売、土師沿：

杯 ・史
SKI梵3 中央貞 円形 0.9 

須忠若：蛋 • 史、 K師溢：
杯 ・甕、赤焼上器：杯

SKl912 中央東 鼠II.カ杉 2.7-3.5 SKI匈 t1li 不整形 2.3-2.S 
須患若：l'I: ・売、上師岱；
甕、赤焼土沿：H

SK1913 中央東 累丸方杉 2.0 土師召：甍 SKI啜 巾央丙 惰f'l形 1.0-12 人為堆積。
SK19l6 中央東 楕円形 0.9-12 須忠苔：杯、土師器：杯 SKI姻 小央丙 Pl形 0.9 須患呂：lf,、上繕召：甍・鉢
SK1920 中央東 円形 2.5 土師苔 ：甍 SK2003 •l•!!!ff Pl形 I.I fit.-~ 堆積。

SKl921 中央東 ＂濯限 i 3.3-52 
須忠笞：ff., 甕、 J:llei器：
杯 ・斐 SK200ヽ •l•!l!i!i Ji形 1.3 t1t.!i.J焦梢。

須恵岱：杯・店台杯・

SKJ926 東 不整形 7.0-20 ii! ・甕・鉢、土師沿： SK細 ,1, 央K ）］形 o.s-1.1 g然lit精。
杯 ，応白If'甕 ・甑

SKI如 束 石隻Bi'lfi 0.9-1.8 
須忠笞；杯・溢・甕・滴、 堆梢層Iこ焼上プロック
土閾器 ：甍 を含む。

SK2006 ,1, 央jlj 楕lり形 1.5-2.3 

SKl928 束 惰円形 1.1-2.1 SK細 ,1, 央付 fり形 1.5 nr, ぶ堆桁。
SKl929 東 楕Pl形 1.5-2.0 SK2008 巾央付 楕lり形 0.8-1.1 H然堆積。

灰柚困岱： J宛、須忠沿： 須恵笞.If er rl!J t-lll'f)・
SK1930 東 ~Uhli 0.9-2.2 杯 • 長.J: 師岱：杯・夷 SK碑 西 楕円形 14-5.0 史 ・濯. I: 緬岱：甕 ．

赤焼土器：囚台り 針-l'l:、縄文土苔
SK1931 東 Pl形 1.5 須慰岱：杯・甕.t師召：鉢 SK2011 巾央戴 楕円形 12-J.4 須患召：杯・甍、 t綽沿：甕

SK1932 東 楕Pl形 J.0-l.4 SK2015 巾央稟 格円形 2.5-3.0 
須恵笞：杯・濠 ・甕、 ・1:
綽笞：杯 ・甕

SKl933 束 梢l'I形 1.6-1.9 
須忠沿：杯 ，<i,1・鉢、上
師器：甍

SK2025 洒 'I(割り屈 5.5 須忠笞：甕・-1:緬笞’杯・亮

SKl934 束 不0.1i杉 1.5 
須恵溢：杯 • 生 ・涵、J.:
師器：!{;. 甍 SK2026 中央丙 楕円形 2.2-3.7 須忠笞：甕、 :t師岱：甕

SK1935 東 .ff!! 限； 1.1-1.6 
須恵岱：tf. 溢・哨・甕、
土鉦岱：杯 ・央

SK2027 中央洒 円形 0.6 →I:師笞：甕

SKl936 東 情1'1形 1.1-1.s 須恵器：杯 SK邸 I 中央J!( 円形 2.5 須忠苔：杯、 t師岱：甕
Jtt.r., 層に灰白色火Ill灰
を含む。

SKl937 東 不位円形 2 
須思器：杯 ，¥・吏、上

師溢：甕
SK却12 中央“ 楕ド）形 2.5-3.7 

須忍溢：杯 • 史、 上師
器：史

SKI露 束 l'I形 1.5 
須患召：q:. 双lft:i:.吏、
:I: 鍼器：杯 ・受

SK割 4 中央棗 引渭限； 2.3-2.8 
!Ji恵岱：杯・鉢・亮・雀、
I: 師器：杯 ・史

SKJ939 束 Iり影 ).,I 
須恵器：i;i;. 甕、 ・I:師岱・
甍、 J:製品 SK邸 6 中央東 惰円形 1.s-2.0 

須恵岱：奎、 t師器：
杯・央

SKl!l-10 束 円形 1.5 SK20、18 中央東 累丸方杉 1.4-1.7 七師溢：売

SKl!Ml 束 楕fり形 0.9-1.5 
須恵器：t.f: ・売、 ：t師岱；
.If・ 甍

SK邸 9 中央東 隅'It/iii 0.6-1.6 須思益：杯 ・甕

SKl!M2 束 隅丸方形 0.9-1.0 011!.P. 匹：り SK2050 中央東 楕円形 0.6-0,8 七Cili溢：売
SKI四 東 不整形 0.9-1.0 土鯰器 ：杯 ・甕 SK磁I中央東 昂んh彩 0.7-J.O 須慰沿 If. 上師笞：杯・甕
SKl9'15 巾央百 惰円形 0.7-1.7 銭1~ SK臨2 中央東 科靭も 2.2-3,5 須息溢：坪、士締溢：甕

SK沿16 中央伍 不整形 5.2-7.0 
須恵笞：応白杯 ・受、 J.:
鉦器：斐

SK蜘 中央康 "渭円も 2.5-3.5 
須忠溢：杯・蓋． 士 師

笞：甕

SKl!l-19 中央6 惰円形 0.9-1.1 
須恵笞：甕、土師沿；杯・

受、鉄釘
SK: 痴 中央煎 溝状 0.3-2.2 須恵溢：坪、 t緬溢：甕 堆1/il,IIに焼J:を含む。

SKl951 巾央t 惰円形 1.0-1.4 須恵笞：菱、 ・t師笞：甕 SK碑 中央JI( 溝状 0.5-1.5 須忠溢：甕、土鰤沿：翌
SK1952 '"央K 鷹H籾 0.9-2.2 須恵笞： tf、土師笞：受 人為堆れ。士漿墓か SK磁7 中央東 楕円形 0.8-1.9 七師沿：甕

SKl953 lヽ決悟 円形 0.9 
須恵若：杯・甍、上師溢：

杯 ・甕
SK碑 巾央点 楕ドl形 0.8-1.6 須恵沿：甕、 i:緬沿：完

SKl954 中央丙 楕Pl形 1.5-2.3 SK碑 巾央東 不梵影 l.0-1.9 須恵沿：甕
SKl955 中央6 不蔓方杉 1.7-1.8 須患召：杯・甕、 上鍼笞：甕 自然堆梢。 SK碑 束 楕円形 12-1.s 須恵沿：甕

3<I区 ピット属性表

遺情名 位府 規校 平面影 は物 編考
p I 中央東 so-知 隅丸方形 1:師器：甕 紅径1&11の柱扱跡を伴う。
P2 ,,, 央東 訳径4紅 JTJ形 須恵器：甍

P3 中央東 65-1公)c11 方影 須召：甕・濠、 J:邸召：甕
P4 中央東 直径55cm 円影 上師諾；甕
p 5 中央東 一辺80cm 方影 須恵器：杯
p 6 中央東 60-7知 楕l'I形 土師器：杯・甕
p 7 ,,, 央東 冠径知 円影 上師器；甕

P8 中央東 30-4Scll 惰円形 .t師沿：吏
P9 ,,, 央東 直径如 円形 須恵岱：l:i;(「上」ヘラ行き）

PIO 中火洒 irf.1怜如 l'1形 土師器 ：甕 直往10cmの仕扱跡を伴う。
p II 東 f,()ー知 方形 須忠岱：杯 祖径18cmの柱扱跡を伴う。

第 4表 34区遺構属性表(3)
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第m章考察

1 • 出土遺物について

出土遺物は、古代の遺物が主体を占めるが、その他のものとしては少凪の縄文土器・弥生土器（深鉢・

台付深鉢）、石器 （フレーク ・チップ）、中世の銭貨 （明銭「政和通宝」 など）、若干の近世以降の陶磁

器も出土している。今回の調査は確認調査であり、 完掘した遺構は少なく、まとまって出土した資料

は少ないことから土器の分類は行わず、概要を述べることとする。

1)土器

土器には土師器 ・須恵器 ・ 赤焼土器（須恵系土器） ．灰釉陶器がある 。 土師器は坪 • 高台付坪.t宛・

鉢• 甕、須恵器は杯• 高台付杯 • 双耳坪．鉢 ・甕 ・壷 ・蓋（杯蓋・壷蓋） ・高杯 ・盤、赤焼土器は杯・

高台付杯 • 耳ID1が出土しており、灰釉陶器は婉の口縁部破片が1点出土している。これらのうち、須

恵器の出土醤が多い傾向がみられる。

(1) 24 E区

24E区では平箱 1箱分ほどしか出土していないが、遺構外から底部切り離し技法が回転糸切りの土

師器杯小破片が1点出土しているほかは、底部切り離し技法が回転糸切りのものは認められない。

出土遺構と出土土器についてみてみると、 SA2140材木塀跡掘方埋土からは底部切り離し技法が静

止糸切りの須恵器杯破片が1点 （第19図2)と天井部に回転ヘラケズリ技法を施したかえりの長い須

恵器壷蓋破片が1点 （第19図 1)出土している。SB2150掘立柱建物跡N4El柱穴掘方埋土は非ロクロ

調整の無段の土師器坪破片が1点、 SXllOO道路跡南側溝B期の底面直上層から底部切り離し技法が

ヘラ切り後にナデを施した底径の大きい高台付杯の底部破片 1点 （第19図3)、SX2156周溝状遺構埋土

からは肩部が強く屈曲して明瞭な稜線を持つ須恵器壷の体～底部 1個体、 SD2163溝跡堆積土中から

底部切り離し技法が回転ケズリの須恵器杯底部破片が2点、 SD2170溝跡の堆積土からは内面に漆が

付着した非ロクロ調整の土師器破片が1点、 SK2168土城の堆積土中からは体部にタタキ調整を施し

た須恵器鉢の破片が1点（第19図6)出土している。これらは器形や成形・調整の特徴からいずれも 8

世紀代のものと考えられる。

このほかには、出土遺構が特定できないものが少数出土しており、内面に漆が付着した土師器鉢の

破片や外面に自然釉が厚く付着した須恵器壷蓋破片、須恵器壷底部破片などが出土している。

(2) 34区

34区からは平箱30箱分ほどの土器が出土している。非ロクロ調整の土師器（第19回17)や赤焼土器

（第21図18)などが出土しており、 8世紀代から10世紀前半代の遺物がみられる。以下、比較的まと

まって出土している遺構の出土遺物についてみていきたい。

築地塀に関連する遺構からは、 SX1973土採り穴跡からは須恵器杯• 高台付杯・杯薔 ・壷 ・甕、土師

器坪 ・甕などが多数出土しており、須恵器杯底部破片25点の中には底部切り離し技法が回転糸切りの

ものはみられず、すべてヘラ切りで、ナデ調整を施すものが14点と主体を占めている（第19図9)。ま

た、須恵器の大型甕の頸部破片には櫛害き波状文を多段に巡らすものが2個体分認められたほか、 土
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池 岱種 這情／附 残存
法 拭 (cm) 

特 徴 写只図版 登鯰
口径 底径 お店

I 須恵硲盈蓋 SA2140 1/8 (12.2) (2.4) 内外：ロクロナデ 天井郎：回転ケズリ 以E-6
2 須恵沿杯 S021~0 1/8 (14.2) (7.6) (4.5) 外：ロクロナデ1回転ケズリ 底：静ii:糸切り1回転ケズリ 内•ロクロナデ 24E・2
3 須恵器応台杯 SXIIOO lti側溝B 1/4 (&6) (2.4) 内外：ロクロナデ収ヘラ切り1ナデ 24£-3 
4 円面硯 1トレンチ北表採 I/JO (12.5) (2.6) 内外：ロクロナデ 脚邸外面に縦方向の沈線文 8-12 24E-12 
5 須患器並 SX2156 2/5 (13.1) 内外：ロクロナデ底不明ーヘラケズリ 応台は付け店台で細くつまみ出す 6-1 24E-l 
6 須恵沿鉢 SK2168 1/8 (33.0) (14.8) 20.2 外．タタキーロクロナデーケズリ 底：不明 内：ロクロナデ 公£.7
7 須恵沿杯董 SA200l崩壊土 3/4 (13.6) (17) 内外：ロクロナデ 天井部：屈転ケズリ 6-2 34-112 
8 須恵器応台杯 SX1973-(j) 1/6 (11.0) (8.0) (4.0) 内外：ロクロナデ底ヘラ切りーナデ？ 四
9 須恵硲杯 SX1973-① 硲 (13.0) 8.2 4.0 内外：ロクロナデ底ヘラ切りーナデ 6-3 3445 
10 転用硯 SX1973-① 艮さ：(4.5ぬ111:3.&111'1-さ:0.&m 須恵溢杯蓋を転Ill 34.51 
II 須患若壷 SX1973・ ① 1/6 (9.8) (2-9) 内外：ロクロナデt芯台部のみ 臼 34-4i 
12 須恵笞濠 SX1973-① 1/6 (10.2) (4.1) 内外；ロクロナデ府台部のみ 鈴 34-18 
13 土鰤器甕 SX2002-② 1/6 (20.8) (24.2) 外：ロクロナデIケズリ（体部下半） 内•ロクロナデ／ナデか？ （体郎） 34・18 
14 須恵器杯 SX2002-(j) 112 (MAJ 5.2 4.1 内外：ロクロナデ底回転糸切り 邸 34-15 
15 須恵召杯 SX2002-① 215 (14.0) 5.0 3.9 内外：ロクロナデ底：囲転糸切り 嵌部に墨＂「毛 J 6-7 34-16 
16 須恵若杯 S61915攘方 1/6 (14.0) (6,7) 4.5 内外：ロクロナデ底ヘラ切り 34-90 
17 .:I: 緬召杯 S81917湿方 1/6 (I邸） (5.5) 4.1 外：ケズリーヘラミガキ 内ヘラミガキーfl.I色処理底：ナデ 況91

第19図 24 E区および34区築地塀跡関連遺構と掘立柱建物跡出土土器 (1:3) 
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No. 器禎 遺構／沿 残存
法 黛 (cm) 

特 徴 序異I図版 仕鈷
口径 底径 醤“

I 須患召杯 S11969 1/3 12.8 6.3 3.7 内外：ロクロナデ底ヘラ切り 内面l~illl分的にi委が付粁 6-8 3'1-81 

2 須恵溢杯 S11969 1/4 (13.4) (4.8) 4.0 内外：0クロナデ底回転糸切り 6-9 34-82 

3 土師岱甕 S11969 3/4 (17.2) 9.0 22.0 外：ロクロナデIケズリ8体部下半）底：ナデ 内：ロクロナデ 7.9 3'1-11 I 

4 須忠岱憂 S11970 l/4 (13勾 3.8 内外：ロクロナデ ~JO 況83

5 須恵器盤 S11971 1/10 (18.2) (2.5) 内外：0クロナデ 34-87 

6 須忠岱杯 Sll988 1/4 (16.3) 9. 〇 4.5 外：ロクロナデI手持ちヘラケズリ 底,::f渭]-手持ちヘラケズリ 内：ロクロナデ 6-11 34.23 

1 土節召杯 S!1990貯P 1/3 (14.2) (5、7) 外：0クロナデ 内．ロク ロナデーヘラミガキ→黙色処理 34-67 

8 土緬笞甕 S11990貯P・煙辺 1/3 (13.0) (1.2) 内外：ロクロナデ 34-69 

9 須忠器央 S11990 1/3 (15.5) (14.8) 外；ククキ→ロクロナデ／ケズリ（体邪下-'1'・)内：0クロナデ 7-12 34-62 

JO 須恵益杯 S11992カマド袖 1/3 (14.2) 6.0 3.8 内外：Cクロナデ底；回転糸切り 34-76 

II 土師益吏 S11992カマド 3/5 16.2 7.5 11.7 内外：ロクロナテ 受け口状口給 7・II 34-75 

12 須忠器杯 S12013 4/5 14.0 6.4 4.7 内外：ロクロナデ 底部：回転糸切り 内面の朽滅が仔しい 6-12 34-61 

13 須恵沿U SI2037 1/5 (14.6) (5.5) 4.3 内外：ロクロナデ底部：阿転糸切り 6-13 34-88 

14 須恵笞杯 S12059 3/5 13.8 8.4 17 内外：ロクロナデ底ヘラ切りーナデ 6-14 34-89 

15 土鰤苔甕 S11992 1/4 (22.4) (19.6) 外：ロクロナデ／ケズリ（体部下半） 内：ロクロナデ／ナデ（体部） 34.72 

第20図 34区竪穴住居跡出土土器 (1:3) 
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I¥Q 苔種 迅構層 残存
法 鼠 (c;11) 

特 徴 了真図版 ~u ti径 底径 笞窃

l 須恵笞H SKI901 1/5 (14.29 (7.8) 4.2 内外：ロクロナデ底ヘラ切り 34.29 
2 須恵召杯 SK1902 314 (13.7) 8.1 4.6 内外：ロクロナデ底ヘラ切り→ナデ 6-15 34-34 
3 須恵岱杯 SK1902 1/4 (6.1) (2.9) 内外：ロクロナデ底回転糸切り 底部に！飢界 「U力」 8--7 34.35 
4 須恵笞杯 SKI911 2/3 14.6 6.0 6.0 内外：ロクロナデ底：（り1転糸切り 体邪に墨抒 「WJ 6-16・8-6 汎82
5 須恵笞杯 SK1912 1/3 (14.4) (7.0) 4.6 外：ロクロナデl'f持ちケズ') 内．ロクロナデ底回転糸切り 6-16 況'1:7
6 須恵笞杯 SK1927 3/5 12.7 7.2 4.6 内外：ロクロナデ 底ヘラ切り 6-18 34.39 
7 灰釉陶岱 J宛 SKJ930 (19.1) (3.5) 外：0クロナデ/luf転ケズリ 内 0クロナデ 8-14 34-40 
8 須恵岱杯 SK1939 l/3 14.4 6.2 4.1 内外：ロクロナデ底：I司転糸切り 6-19 叫 l
9 須忠器杯 SK1999 J/3 (15.0) 8.0 4.3 内外：ロクロナデ底•静JI:糸切り 6-20 34.59 
10 tfi忠器杯 SK2009 J/3 (14.6) (6.2) 4.J 内外：ロクロナデ底：回転糸切り 外面に渇守 r卍」 6-21 況20
II 土師岱杯 SK臨 I 4/5 13.8 6.2 5.0 外：0クロナデ 内•O クロナデ→ヘラミガキー煤色処珂 7-1 34.55 
12 須忠器<1,i SK1'118 2/3 9.8 8.7 (21.5) 内外：ロクロナデ底ヘラ切り／ナデ 7-10 況 58
13 須思溢杯 5D1926 1/5 (15.0) (7.0) 4,3 外：ロクロナデI阿転ヘラケズリ 底：不明→!iii転ヘラケズリ 内：ロクロナデ ヘラ行き 凶 如 2
14 須恵沿杯 5D1926 J/4 (14.8) 6.6 4.2 内外；ロクロナデ底：tul転糸切り 34.jJ 
15 tfl恵溢壷 SD1926 1/4 (10.2) (6.3) 内外：ロクロナテ 7-3 34-9 
16 須恵溢杯 S01976 1/4 (12.6) (5.0) 3.8 内外：ロクロナデ底回転糸切り 7・2 344 
17 須患岱杯 SAJ979 1/3 7.3 (2.9) 内外：ロクロナデ底ヘラ切り→手持ちヘラケズリ 34-2 
18 ,}Jllft-1: 笞 遺構確認面 3/5 J 1.5 5.3 3.2 内外：ロクロナデ底回転糸切り 6-21・22 34-106 

第21図 34区材木塀跡 ・ 土墳 • 溝踪出土土器 (1:3) 
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師器甕はすべて非ロクロ調整であった。 SX2002土採り穴跡からは須恵器杯 • 高台付杯・杯蓋 • 壷 ・

甕、 土師器杯・甕が出土しており、須恵器杯の底部切り離し技法には回転糸切りのもの （第19図14・

15)がみられ、 土師器甕にはロクロ調整のものが出土している。

竪穴住居跡についてみてみると、 SI1992竪穴住居跡のカマド側壁からは、先述したSX2002土採り穴

跡底面直上出土土器と類似した須恵器杯 （第20固10)が出土している。SI1990・1992竪穴住居跡から

出土した土師器甕はロクロ調整のもので、 口縁端部が短く上方につまみ上げられた受口状の特徴があ

る （第20図8・11)。須恵器甕 （第20回9)は頸部径が大きく、口径が体部径に近い特徴がある。また、

SI1970竪穴住居跡の堆積土から宝珠つまみで口縁端部のかえりが短い須恵器杯蓋 （第20図4)が出土し

ている。

また、注目すべき遣物として、SK1978土堀からは頸部下端に隆帯が巡る須恵器壷 （第21図12)が出

土しており、会津若松市大戸古窯跡群南原19号窯に特徴的なものであることが知られており、 9世紀

後半代に位置付けられる （石田 1992)。SK1930土城から出土した灰釉陶器碗 （第21図7)は、口縁端

部の反りと鋭さや外面の回転ケズリが上部までみられる特徴などから、愛知県尾北窯産のものと考え

られ、黒笹90号窯式前半段階 (9世紀末葉）に位置付けられる（註 1)。

2)文字資料

文字脊料には、 墨書土器、刻害土器、漆紙文書がある。すべて34区から出土している。

墨翌土器は 9点出土しており、 SX2002土採り穴跡から 1点、土城から 4点、出土遺構が特定できな

いもの4点である。このうち、文字が比較的明瞭なものは8点あり、 「毛」 csx2002:第19図15)・「卍」

(SK2009: 第21図10)・「目 （または司か）」 (SK1902:第21図3)が各 1点、「W」(SK1911:第21図4、

その他：第22回2・4)・「M」字状のもの （その他：第22図1)4点、判読不明のもの 1点 （第22図3)

である。

刻書土器は焼成前に刻書されており、 4点ある。「上」と刻杏されたものは 2点あり、 高台付杯の底

部と杯または高台付杯の底部に施されている （第22図5・6)。底部の調整は 2点とも回転ヘラケズリで

ある。他の 2点は 「一」 と 「＝」で、前者は刃物のような鋭いもので施されている （第21図13)。

漆紙文魯はSI 2013竪穴住居跡の床面直上の堆積土中から出土しており、 墨痕が明瞭に見えるが、

現在解読中である（註2)。

3) その他の遺物

瓦や鉄製品 ・石製品 ・土製品 ・木製品 ・銭貨が出土している。

瓦は34区から平瓦・丸瓦の破片が出土している。 これらには凸面に格子叩き・縄叩き• 平行叩きが

みられ、 8世紀前半代のものと考えられる。

木製品は24E区から、紡錘車 （紡輪） 1点 (SA2140:第23図2)、礎板1点 (SB2136N4Wl柱穴：写

真図版8-19)、不明木製品 2点 (SA2139・SB2141: 第23図1・3)の計4点が出土している。また、

掘立柱建物跡の柱材や材木塀跡の木材が残っていたもののうち、柱材2点 (SB2130NlWl柱穴 ：第23

図5、SB2150N1El柱抜取穴：写真図版8-22)と木材 l点 (SA2140:第23屈4)の計3点を採集した。

樹種同定の結果、紡錘車 （紡輪）はカヤで、礎板はコナラ節、 SB2130掘立柱建物跡の柱材はクリ、
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ぬ 岱種 遺構／層 残存
法 .lit (cm) 

特 徴 写其図版 登鯰lこII培 底径 笞託

J 須恵各杯 遺構確認面 V3 15.0 6.4 4.4 内外：0クロナテ 底回転糸切り 体部に掲抒 「M」 7-4・5 況95
2 須恵荏杯 は構確認面 3/4 142 5.4 4.3 内外：ロクロナデ底回転糸切り 体邸に墨抒 「W」 7-6 況94
3 t鉦苔杯 遺構確認面 l/ ~ (14.2) 5.5 4.7 外：ロクロナデ 内：ロクロナデーヘラミガキ→I!.¥色処界イ本部に儘苔 8-1・JI 紐 104
4 須恵苔坪 遺構碍認面 1/1 141 6.4 4.0 内外：ロクロナデ 底阿転糸切り 体部に瀑行 「W」 7-7・8-9 34-98 
5 須恵笞応台杯 遺構確認面 19.4) (1.8) 内外；〇クロナテ底ヘラ切り 底部にヘラ行き f_L:」 8-2 34.93 
6 須恵笞If? 遺情確認面 底；ィ渭l→回転ヘラケズリ 底部にヘラ行き 「_t」 8-3 34-127 

第22図 34区その他の出土土器 (1:3) •
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Na 苔撞 遺構/,tl長さcm 幅C• l'/. さ 備 考 7真 登籍

l 木製品不ryJ SA2139 (5.3) 3.1 0.5 木簡(019形式）？ 8-16 24じ130
2 木製品紡輪 SA2140 3.7 (2.0) 0.7 孔往O.Sm1 8-17 24£ ・131
3 木製品不明 S82141 (10.1) 2.2 0.4 木簡(081形式)? 8-18 24E-132 
4 木製品＊材 SA2140 70.6 ll.7 10.0 割材、端部加工 8-21 24E-J33 
5 木製品柱材 S82130 92.4 19.0 1&7 分悧材、 11面栂エ 8-23 24£-134 
6 鉄製品鏑 S11969 (5-8) (7.0) 0.4 鋳lllか 8-24 34-114 
7 鉄製品紡輪 S11964 3.6 3.6 0.2 ほぼ完形 8,26 34-118 

池 笞種 遺構／層 長さcm 幅CII if/.さ 偏 考 写仄 登録

8 鉄賛品閂金J↓ S01976 (6.8) (4.6) 0.8 閂金具または鎚 8-26 況 117
9 鉄製品鉄斧 S11970 10.1 4.8 3.4 完形 8-25 34113 
10 鉄製品鉄鏃 SK1973 (9.G) 0.5 0.4 長類尖恨系 8-27 34-125 
）） 鉄製品鉄釘 SJ31949 (11.2) LO II) NIW祖大掲方 8-28 糾・119
12 土製品土錢 SKI函 53 2.0 2.0 完形、内滅 8-31 34-116 
13 石製品砥石 S!1988 (5.9) 3.2 1.6 主柱穴(PH出土 8-32 34-120 

第23図 出土した木製品・鉄製品 ・土製品・石製品 (1:3、1:1 O) 
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SB2150掘立柱建物跡の柱材はコナラ節で、 SA2140材木塀跡の木材はクリであった。また、短冊状を

呈する不明木製品 2点のうち、SB2141掘立柱建物跡の柱穴から出土したもの（第23図3)は先端部に

刃物によって切れ目を入れ折り取っている。樹種は 2点ともヒノキであることから、墨痕は確認でき

ないが、木簡の可能性が高い（註3)。

鉄製品は34区から 7点出土しており、銃 (SI1969:第23図6)・紡錘車 (SI1964:第23図7). 鉄斧

(SI1970: 第23図9). 鉄鏃 (SX1973:第23図10)・釘 (SB1949:第23図11)のほか、閂金具または鎚

と考えられるもの (SD1974:第23図8)や刀子柄部（その他：写真図版8-30)と思われるものがあ

る。

土製品は紡錘形の土錘がSK1982土堀から 1点出土している （第23図11)。

石製品には砥石が1点あり、SI1988竪穴住居跡から出土している。小型のもので孔が1個あけられ

ている（第23固13)。

銭貨は34区から 4点出土している。このうち、 3枚はSD1974溝跡から出土しており、判読できたも

のは明銭の「政和通宝」（写真図版8-33)で、 3枚とも密箔しているため他の銭貨名は不明である。

SK1945土城より出土している 1点は、磨滅しており銭貨名は不明である （写真回版8-34)。

2. 24 E区における遺構の変遷と年代

1)遺構の変遷

本調査区で検出した逍構は、方形に巡らされた区画施設に囲まれた逍構群と道路跡に分けられる。

これらの新旧関係を整理したのが第24図である。

この新旧関係をふまえて建物方向をみてみると、桁行方向がSB2136掘立柱建物跡などのN-2-

3°-Eの建物からSB2130・2141・2150掘立柱建物跡などのN-5-7°-Eの建物群という変遷が想

定される。後者はSX1700道路跡とこれに沿って設けられたSA1157・2140材木塀跡の方向とほぼ一致

しており、道路跡と同じ基準に基づいている可能性が高いと考えられる。SXllOO道路跡を挟んで南

側の29区で検出されたSB1825掘立柱建物跡は29S区の区画施設であるSD1837溝跡よりも古く、区画

施設およびこれと一連の建物群よりも前段階に位箇付けられるが、 SB1825掘立柱建物跡の桁行方向

はE-3-4°-Sであり、同時期の可能性が高いSB1824掘立柱建物跡の梁行方向もN-2°-Eで

ある。このことから、 29区では道路跡が整備された時期に成立した建物群から区画施設を伴う建物群

への変遷があり、 区画施設が成立する前段階に真北から 2-3° 東へ振れる方向を基準として建物群

が作られていた可能性が高い。今回、 24E区で確認した桁行方向がN-2-3°-EであるSB2136掘

立柱建物跡は、この前者の段階に併行する可能性がある。

以上のことから、24E区の追構群は、 I期：SX2156・SA2139・SD2157・2176-2179→ II a期：SB2136 

(・2134)→ II b期 ：SB2130・2141・2150・ 2160 (・2175)→皿期 ：SF1161→1V期 ：SD2170という

変遷が想定され、 SB2134掘立柱建物跡はSB2136掘立柱建物跡と同様に柱抜き取り穴がみられること

から IIa期に、 IIb期の建物はいずれも柱材が残っており、柱材がみられたSB2154掘立柱建物跡はII

b期に属すると考えられる。SX1100・SX1700道路跡は掘立柱建物群が成立する IIa期、方形区画施設
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であるSA1156・1157・2140・2171材木塀跡は主要な建物群が作られた IIb期に、それぞれ設けられた

と判断される。

2)各期の年代

次に、各期の年代を出土遺物から検討することとする。

まず、 I期のSX2156周溝状遣構は堆積土中から須恵器壷 1個体が出土している。これは底部から

直線気味に外傾して体部上位で強く屈曲する器形の壷（第19図5)で、県内では矢本町矢本横穴墓群

をはじめとする横穴墓などから出土している。こうした特徴を有する壷は、愛知県湖西古窯跡群に代

表されるように 8世紀前半代に位置付けられており（後藤 1989)、他の地域でも同様の位置付けがなさ

れている （山本 1992、春日 ・笹沢 1999)。SX2156周溝状逍構は埋め戻されており、この土器はその際

に遣棄されたものと考えられることから、遺構の年代もおおよそ8世紀前半代頃と考えられる。

II期のSA2140材木塀跡の掘方埋土からは須恵器杯が1点出土しており （第19図2)、底部切り離し技

法が静止糸切りであることから 8世紀第2四半期～第3四半期に位置付けられる （吾妻2001)。遺構

の年代はこの年代を上限とし大きく 下らないと考えられ、 8世紀後半代に収まるものと思われる。

また、 SXllOO道路跡からは時期が推定できる資科として、南側溝B期底面直上層から出土した須恵
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器高台付杯底部破片が1点ある。多賀城跡政庁地区SK1104土城出土土器と類似した特徴を有してお

り、 SK1104土堀は多賀城政庁第m期第2小期の造営に関わる遣構と考えられていることから （平川

1989)、年代は8世紀末葉前後と思われる。時期を知ることができる資料はこの 1点のみであるが、底

面直上層から出土しており、 SXllOO道路跡南側溝B期の年代の目安になるものと思われる。

以上のことから、各期の年代は、 I期が8世紀前半代、 II期が8世紀中葉から後葉、ID・lV期は10

世紀前葉に降下したとされる灰白色火山灰恩との重複関係からm期が9世紀代、 W期が10世紀以降と

考えられる。

3. 34区の主要遺構の変遷と年代

34区の調査において、築地塀に関連する逍構をはじめ、多数の掘立柱建物跡や竪穴住居跡、その他

材木塀跡、溝跡、土城などを検出した。これらは調査区の西部、中央部、東部においてそれぞれ複数

の遺構が重複するまとまりとして捉えることができる。ここではこれらのまとまりごとに遣構の変遷

とその年代について検討する。

1) 34区西部の遺構の変遷と年代

(1) 築地塀関連区画の変遷と年代

34区西部で検出したSB2020八脚門跡、 SA2021材木塀跡、 SA2090柱列跡、 SA2001築地塀跡、 SD2024

溝跡、 SX2002土採り穴跡は、第II章で述べた通りその相互の位置関係や検出状況から、区画を形成す

る一連の遺構であると考えた。同様に、 SB2010四脚門跡、 SA2091柱列跡、 SA2063築地塀跡、 SX1973

土採り穴跡も一連の区画施設と捉えた追構群である。これらの追構群と重複する遣構の新旧関係をま

とめたものが第25図である。

SB2020八脚門跡を中心とする区画施設 （以下、八脚門関連区画とよぶ）と、その東側のSB2010四

脚門を中心とする区画施設 （以下、四脚門関連区画とよぶ）とは約 9mの間隔をあけて東西に並列す

るものであるが、遺構の性格上、両者が同時に機能していたとは考えがたい。ここでは各逍構群の検

出状況と出土遺物から両者の変遷とその年代を検討する。

まず、四脚門関連区画について、 SX1973一①土採り穴跡からは須恵器杯 • 高台付杯 • 坪藍 ．壷 ．

甕、 土師器杯 ・甕などが出土している。このうち、須恵器杯の底部破片は25点あり、底部切り離し技

法は静止糸切りのもの 1点を除きすべてヘラ切りで、無調整のもの4点、ナデ調整を施すもの17点（第

19図9)、手持ちヘラケズリを加えるもの 3点がある。また、 土師器は杯・甕ともすべて非ロクロ調整

であった。須恵器壷にみられる高さがあり外側に隆帯状に張り出す特徴を持つ高台 （第19図11・12)

は、福島県大戸古窯跡群南原33号窯の特徴の一つとして知られており、 8世紀後半に位置付けられて

いる （石田1992)。また、このような類例は北陸地方でも多く出土しており、 8世紀中葉から 9世紀

初頭に位置付けられている （出越 1999、武田• 青山 ・内田1999、春日・笹沢 1999)。このことから、

SX1973ー①土採り穴出土土器は 8世紀後半から 9世紀前葉に位置付けられ、この土採り穴跡は8世

紀後半-9世紀前葉頃には埋まりはじめていたと考えられる。また、 SX1973ー②土採り穴跡を壊す

S!1972住居跡の堆積層からは、須恵器杯底部破片が2点出土しており、底部切り離し技法がヘラ切り
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第25図 34区西部の主要遺構の新旧関係

後にナデ調整を施すものであることから下限は9世紀前半頃と考えられ、これに近い時期には四脚門

関連区画は機能していなかったと思われる。

一方、八脚門関連区画のSX2002ー①土採り穴跡の底面直上からは底部の切り離し技法が回転糸切

りの須9恵器杯が2点 （第19図14・ 15)出土している。これらは口径が大きく器高が低くて底径が小さ

いという特徴をもつものである。このような須恵器杯は、多賀城跡第61次調査鴻の池第10層や仙台市

中田畑中遺跡2号住居跡などから出土しており、それらは 9世紀後葉から末葉に位爵付けられてい

る。この土採り穴はこの頃まで埋まらずにあいていたと考えられる。そして、これに加えてSX2002

―②土採り穴跡を壊すSK2009土城の堆積層から外面に 「卍」の墨書がある須恵器杯 （第21屈10)が出

土しており、底部の切り離し技法が回転糸切りであることや底部から直線的に開く器形の特徴から、

9世紀中薬頃と考えられる。また、築地塀の外側大溝跡SD2024を壊すSI1991住居跡の堆積層から出

土している土師器甕はロクロ調整で口縁部端部が外側に摘み出された特徴から 9世紀後半-10世紀前

業頃のものとみられる。また、 SA2001築地塀跡寄柱穴を壊すS02093溝跡よりさらに新しいS!1990住

居跡から出土した土師器甕はロクロ調整のもので、口縁端部が短く上方につまみ上げられた受口状の

特徴がある （第20図8)。類例が多賀城跡SK2270土城跡や同第61次調査鴻の池第10層などから出土し

ており、 9世紀後葉から末葉に位置付けられる。また、須恵器甕 （第20図11)は頸部径が大きく、ロ
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径が体部径に近い特徴があり、類例は多賀城跡SK2321第6屈や築館町佐内屋敷遺跡第32号住居跡な

どから出土していることから、 9世紀後半頃に位置付けられる。これらのことから八脚門関連区画は

9世紀末葉までにはその機能を失っていた可能性が高い。したがって、出土遣物からみれば四脚門関

連区画が古く、八脚門関連区画が新しいと考えられる。

また、両者の検出状況をみてみると、四脚門関連区画のSA2063築地塀跡は門跡から南へ約26m分ま

でその寄柱穴が確認できたが、さらに南方延長線上ではこれを横切るような格好で八脚門関連区画の

SA2001築地塀跡とSX2002ー②土採り穴跡が検出されている。そしてSX2002ー②の堆積層上面で

SA2063築地塀跡の寄柱穴を確認することはできなかった。遺構の逍存状況は良くないが、このよう

な残存状況からSA2063築地塀跡はSA2001築地塀跡によって壊されているものと想定できる。

そして四脚門関連区画と八脚門関連区画とは時間的に連続して機能していたものと考えられること

をあわせて検討すると、 34区西部で検出した築地塀関連遺構は、当初四脚門関連区画がつくられ、あ

る時期に八脚門関連区画につくり替えられるといった変遷が想定できる。年代は四脚門関連区画が8

世紀後半-9世紀前半頃に近い時期に、八脚門関連区画はそれに続く 9世紀代を中心とした時期に機

能していたと考えられ、八脚門関連区画の廃絶は9世紀後半～末葉頃とみられる。

(2) 西部のその他の遺構の変遷と年代

34区西部では、前述の築地塀関連区画以外にも掘立柱建物跡や竪穴住居跡などを検出している。そ

れらのうち出土逍物から年代が想定できるものについてここで述べる。

西部北寄りで検出したSI1970竪穴住居跡の堆積土から宝珠つまみで口縁端部のかえりが短い須恵器

杯盗（第20図4)が出土している。これと類似したものは色麻町日の出山窯跡群や大衡村萱刈場窯跡

でも認められ、それらは8世紀前半代に位置付けられている。したがってSI1970竪穴住居跡はそれに

近い年代の遺構と考えられる。

また、 S11969竪穴住居跡の堆積土からは、底部切り離し技法が回転糸切りの須恵器杯（第20図1. 

2)と、受口状の土師器甕（第20図3)が出土している。これらは前述のS11990竪穴住居跡出土土器

と似た特徴を持っていることから 9世紀後葉～末棄に位罷付けられる。

八脚門関連区画より古い遺構としてSB1989掘立柱建物跡があり、そのN3El柱穴の掘方埋土からは、

底部切り離し技法がヘラ切りで底径が大きい須恵器杯底部破片 1点が出土しており、体下半部の外面

調整が回転ヘラケズリである須恵器壷の体 ・底部破片が1点出土していることから、 8世紀後半-9

世紀前葉頃のものと思われる。

区画施設と直接重複しない遺構のうち、西部中央のSI2013竪穴住居跡から出土した土器（第21図12)

は、特徴が9世紀後半代に位置付けられている多賀城跡SK2167土城やSE2102井戸跡の出土土器など

に類似していることから、この住居跡はそれに近い年代の遺構と考えられ、漆紙文害もほぽ同時期の

ものと思われる。

八脚門関連区画のSA2001築地塀跡に近接するSI1992竪穴住居跡の新しいカマド側壁からは、底部

の切り離し技法が回転糸切りの須恵器杯が出土している（第20図10)。その口径が大きく器高が低くて

底径が小さい特徴から、年代はSX2002一①土採り穴出土土器と同様に9世紀後葉から末葉頃と考え



られる。したがってこの住居跡も前述のS!1990・1991竪穴住居跡などと近い年代の遺構と考えられる。

2) 34区中央部の遺構の変遷と年代

(1) 遺構の変遷

34区中央部では多数の掘立柱建物跡や竪穴住居跡の他、区画施設と思われる遺構を検出した。これ

らの遺構の重複状況を整理すると第26図のようになる。

34区中央部で区画施設とみたものは、中央西部で確認した南北方向のSA2085材木塀跡、中央東部で

確認した南北方向のSA2092材木塀跡と東西方向のSA1979材木塀跡である。これらは相互に重複せ

ず、 SA2085材木塀跡の南端とSA1979材木塀跡の西端、 SA2092材木塀跡の南端とSA1979材木塀跡の

東端とがそれぞれ接続している。また、中央西部の北寄りで東西方向のSD1962溝跡を検出した。こ

れはSA2085材木塀跡の北端付近から東西方向へ延びる溝跡であるが、 SA1979・2085・2092材木塀跡

と組み合って南北約37m、東西29-44mの区画を形成するような様相を呈しているものである。この

ような状況からこのSD1962溝跡も区画施設である可能性があり、その場合この溝跡は材木塀の抜取

溝である可能性も考えられる。ここではこれら 3条の材木塀跡と 1条の溝跡を一構えの区画施設とみ

なし、以下、 SA2092材木塀跡を区画東辺、 SA2085材木塀跡を区画西辺、 SA1979材木塀跡を区画南辺、

SD1962溝跡を区画北辺と称し、これら区画施設との位置関係に着目して建物跡などの遺構の変遷を

検討していく 。

① 区画内の変遷

まず、区画の縁辺に位置する遺構をみていくと、区画東辺のSA2092材木塀跡付近では、その西側に

SB1915・2045掘立柱建物跡とS!1914竪穴住居跡が位置する。このうちSB1915・2045掘立柱建物跡は

SA2092材木塀跡と方向が揃っており、ほぼ同位置でSB1915→SB2045と建て替えられている。また、

S!1914竪穴住居跡はこれらの建物跡より古い。

区画西辺のSA2085材木塀跡付近では、その東側でSB1967・2065・2066掘立柱建物跡やSB2028・2067・

2068・2069・2070掘立柱建物跡およびS!1944・1963竪穴住居跡が検出されている。このうちSB2067掘

立柱建物跡とS11944・1963竪穴住居跡は重複関係からSA2085材木塀跡よ り古いものである。それ以外

の逍構はSA2085材木塀跡と直接重複していない。建物の方向はいずれも区画施設とほぽ同じ方向を

向く 。なお、 SBl967・2065・2066掘立柱建物跡は 3時期の、 SB2028・2068・2069・2070掘立柱建物

跡は少なくとも 3時期の変遷が確認できる。

区画南辺のSA1979材木塀跡付近では、その北側でSB1917・1918掘立柱建物跡やSB2074掘立柱建物

跡が区画に沿うように建てられている。SB1917掘立柱建物跡はSB1918掘立柱建物跡よりも新しく、

S12082竪穴住居跡はSB1918掘立柱建物跡より古い。また、 SB2074掘立柱建物跡と重複するS11923・

1924竪穴住居跡はこの建物跡より新しい。

区画北辺のSD1962溝跡付近では、その南側でSB1947掘立柱建物跡とSB1948掘立柱建物跡が南北両

側の柱列を揃えて東西に並んで配置されていることから、 この2棟の建物も計画的に配置されたもの

とみられる。

また、 区画の中央付近に位置するものには、 SB1922・2047・2071掘立柱建物跡やS12043・2054竪穴
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住居跡がある。これらのうちSB1922・2047掘立柱建物跡、 S12054竪穴住居跡は、 S12054→SB2047→ 

SB1922の順に変造しており、竪穴住居跡が最も古い。SB2071掘立柱建物跡やS12043竪穴住居跡は他

の掘立柱建物跡や竪穴住居跡と重複せずに存在している。そしていずれの掘立柱建物跡も区画施設の

方向とほぽ揃っている。

② 区画外の変遷

区画施設の南側では、 SB2034A・B掘立柱建物跡とSB2035・2080掘立柱建物跡がともに 2時期の変

遷をしながら東側柱列をほぽ揃えて南北に並ぶ。また、これらとSB1981掘立柱建物跡は、中心的な東

西棟建物とその脇に配される付属建物である可能性も考えられる。そして、 SB2035・2080掘立柱建物

跡と重複するS12033竪穴住居跡はこれらの建物跡より古い。SB1981掘立柱建物跡の東側では、

SB2040・2089掘立柱建物跡、 S12037-2039・2083竪穴住居跡が重複して建てられており、このうち

SB2040掘立柱建物跡は区画南辺のSA1979材木塀跡に沿うように建てられている。そして重複する逍

構ではSB2079掘立柱建物跡、 S12039・2-083竪穴住居跡がSB2040掘立柱建物跡より古く、 S12037竪穴住

居跡がSB2040掘立柱建物跡よ り新しい。

区画施設の北側では、区画よりやや離れた位箇にSB2031・2032・2064掘立柱建物跡、 S!1956・1964・

1988・2081竪穴住居跡があり、このうち重複がある遺構ではS!1956→S12081→ SB2032→ SB2031→ 

S!1964と、竪穴住居跡と掘立柱建物跡とが交互に変遷している。

この他、区画北辺SD1962溝跡のすぐ北側でS!1925竪穴住居跡が、区画南辺SA1979材木塀跡の南側

でS12036竪穴住居跡が検出されている。この 2棟の竪穴住居跡はともに一辺約8.5mと他の竪穴住居

跡より平面規模が大きく、東辺にカマドが敷設されており、長い煙道痕跡が特徴的なものである。こ

れらは、他の建物跡等と重複せず、その方向は区画施設の方向とほぽ同じ方向を向く。

③ 遺構群の配置とその変遷

以上のように、調査区中央部では掘立柱建物跡が区画施設に沿うように数棟並んでいる状況が見ら

れた。また区画縁辺部に限らず、区画の内部にある建物跡も区画施設や区画縁辺部の建物と方向や柱

筋を揃えて配置された様子が窺える。さらに区画の外でも柱筋を揃えてL字形に配置される建物群が

みられことから、区画の内部にとどまらず、区画の外でも区画を意識して建物が計画的に配置されて

いる可能性がある。ここでは、区画施設と重複せず、区画施設と方向が揃う掘立柱建物跡を、区画施

設を意識して計画的に配置された建物群として捉えておきたい。なお、これらの建物群には相互に重

複するものがみられることから、ある時間幅で数時期の変遷があると考えられる。

次に、これらの建物群のうち、その配置上の特徴をみていく 。

まず、柱穴の掘方が大きく、建物規模が大きい建物跡についてみてみると、区画内では、柱間 3間

のSB1917掘立柱建物跡は区画施設の南東隅に位置しており、桁行 3間 ・梁行 2間の南北棟である

SB2028掘立柱建物跡は区画内の北西隅に位置している。また、区画外の南側では、区画南側にも同様

の区画施設を想定すると、東廂を伴う桁行3間・梁行2間の南北棟であるSB2040掘立柱建物跡は北東

隅に位骰している。次に、東西棟建物についてみてみると、区画内では、 SB2047掘立柱建物跡 l棟を

除き、東面に 1間の廂を持つ桁行3間・梁行2間の東西棟であるSB1918掘立柱建物跡は南辺中央東寄
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第26図 34区中央部の主要遺構の新旧関係

りに位置し、 SB1947・ 1948掘立柱建物跡が北辺中央に位置し東西に並ぶ。区画外の南側では、区画南

側にも同様の区画施設を想定すると、 SB1981掘立柱建物跡が北辺中央西寄りに位置することとなる。

さらに、総柱建物についてみてみると、区画内では西辺北側に柱間 2間のSB1967掘立柱建物跡があ

り、区画外南側では、西側にSB2034・2035掘立柱建物跡が南北に並んで位置している。これらのこと

から、大型の建物は区画の隅に、東西棟は区画の北辺か南辺に、総柱建物は西辺に位置する傾向がみ
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られ、建物の配憐には、建物の性格に応じた計画性があると捉えることも可能である。

掘立柱建物跡と竪穴住居跡が重複する箇所については、竪穴住居跡の多くが掘立柱建物跡よりも古

い傾向にある。つまり区画施設を意識して計画的に掘立柱建物が配置された段階よりも古い時期に、

主に竪穴住居が建てられる段階があったと想定できる。ただし、数は少ないものの掘立柱建物跡より

も新しい竪穴住居跡も確認されている。したがって計画的に建物が配置される段階より新しい時期に

も、この場には竪穴住居跡が建てられていたと考えられる。なお、竪穴住居跡のうち掘立柱建物跡と

重複しないものに関しては建物群と同じ段階に建てられたものである可能性もある。

(2) 遺構の年代

ここでは34区中央部で検出 した追構のうち、年代が想定できる追物が出土した遣構について述べ、

前述の逍構の変遷とあわせて、遺構群の年代を検討する。

① 区画施設の年代

4条の区画施設のうち、区画の南辺にあたるSA1979材木塀跡より新しいSK2041土堀には10世紀前

葉頃に降下したと考えられている灰白色火山灰が堆租している。また、 SA1979材木塀跡の抜取溝か

ら須恵器杯 （第21図17)が出土している。この須恵器は、底部切り離し技法がヘラ切りで、形態的な

特徴が桃生城跡SI99住居跡や築館町伊治城跡SX324土堀および伊治城跡SI173住居跡第2層出土土器

などと類似することから、8世紀中葉-9世紀初頭に位置付けられる。出土している遺物が少ないた

め、遺物からこの追構の年代を検討することは難しいが、灰白色火山灰が堆積する土堀より古いこと

から、 SA1979材木塀が廃絶した年代は10世紀前築以前と考えられる。

② 掘立柱建物跡の年代

区画西辺のSB2047掘立柱建物跡1棟を除き、 SA2085材木塀跡に沿うSB1967掘立柱建物跡とSB2068

掘立柱建物跡について、両建物の柱穴掘方埋土からは須恵器杯底部破片が出土しており、ともに底部

切り離し技法がヘラ切りで、回転糸切りのものが認められないことから 8世紀後半-9世紀前半頃の

ものとみられ、この 2棟はそれに近い年代の建物跡と考えられる。

区画東辺SA2092材木塀跡の西側に位置するSB2045掘立柱建物跡より古いSK1909土堀の堆積層から

出土している須恵器杯底部破片は 3点あり、いずれも底部切り離し技法がヘラ切りで回転糸切りのも

のが認められず、 土師器甕はロクロ調整のものであることから、これらの遺物は9世紀中葉を中心と

した年代が想定される。したがって、この土城より新しいSB2045掘立柱建物跡は 9世紀中築以降の

迫構と考えられる。

区画北辺のSD1962溝跡の南側に位置するSB1947建物跡の柱穴掘方埋土から出土している土師器杯

底部破片には、底部切り離し技法が回転糸切りで底径が小さいものがあることから 9世紀後葉-10世

紀前葉頃のものとみられる。よって、 SB1947掘立柱建物跡は 9世紀後半-10世紀前葉頃に近い年代

の追構と考えられる。このSB1947掘立柱建物跡と南北両側の柱列を揃えて東西に並んで配置されて

いるSB1948掘立柱建物跡は、配置の計画性からSB1947掘立柱建物跡と同時期の建物跡とみたもので

あり、同様に 9世紀後半-10世紀前葉頃に近い年代の建物跡と考えられる。

区画南辺のSA1979材木塀跡の北側に位置するSB1917建物跡の柱穴掘方埋土からは土師器杯 ・甕の
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第27図 34区中央部の主要遺構の変遷 (1:1,500) 
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破片が少歴出土しているが、甕の頸部破片でタタキ調整の後ロクロナデを施しているものが1点ある

ほかは、非ロクロ調整のものであることから 8世紀中葉～後葉頃に位置付けられ、この建物跡は8世

紀中葉～後葉に近い時期の遣構と考えられる。

区画の中央部に位置するSB1922掘立柱建物跡の柱穴掘方埋土からも同様の土師器甕の破片が若干

出土しており、 8世紀後半頃のものとみられ、この建物跡はそれに近い年代の遺構と考えられる。

区画外の南側に位置するSB2040掘立柱建物跡の柱穴掘方埋土からは、土師器杯底部破片が1点出

土している。底部切り離し技法が回転糸切りで周辺部に手持ちケズリが施されており、底径が大きい

特徴から 9世紀前葉～中葉頃に位置付けられ、この建物跡はこれに近い時期の遺構と考えられる。

以上、掘立柱建物跡に関して出土遺物からその年代が想定できるものをまとめると、古いものから

順に 8世紀中葉～後葉頃と思われるSB1917掘立柱建物跡、 8世紀後半代と思われるSB1922掘立柱建

物跡、 8世紀後半-9世紀前半頃と思われるSB1967・2068掘立柱建物跡、 9世紀前葉～中葉頃と思わ

れるSB2040掘立柱建物跡、 9世紀後半以降と思われるSB2045掘立柱建物跡、 9世紀後葉-10世紀前

葉頃と思われるSB1947・1948掘立柱建物跡があり、 8世紀中葉頃から10世紀前葉頃までの幅で建物が

変遷していることが読みとれる。

③ 竪穴住居跡の年代

区画の北側に位置するSI1964竪穴住居跡の床面直上から出土した土師器甕はロクロ調整で、口縁端

部が外側に強く摘み出されている点に特徴がある。この類例は色麻町色麻古墳群第1号住居跡などか

ら出土しており、 9世紀後半から10世紀前葉のものとみられ、この住居跡はほぼこの時期の遺構と考

えられる。

区画東辺のSA2092材木塀跡の西側に位置するSI1914竪穴住居跡はSB1915掘立柱建物跡より古いも

のであるが、この住居跡より新しいSK2052土城の堆積陪からは須恵器杯底部破片が2点出土してお

り、底部切り離し技法がいずれもヘラ切りであることから、 8世紀後半-9世紀前半頃のものとみら

れる。この土城がこの年代に近いものであると考えると、これより古いSI1914竪穴住居跡は 8世紀後

半-9世紀前半頃より古い時期の遺構と考えられる。

区画外の南側に位置するSI2037竪穴住居跡の堆積層から出土している須恵器杯底部破片には底部切

り離し技法が回転糸切りで底径の小さいものがあり、 9世紀後葉-10世紀前葉に位爵付けられ、この

住居跡はこれ以前の遺構と考えられる。

区画外の北側に位置するSI1988竪穴住居跡は削平により掘方埋土と堆積層の一部が残っているのみ

であるが、この堆積土から須恵器杯l点（第20図6)が出土している。底部切り離し技法は不明であ
るが底部の再調整が手持ちヘラケズリであることから、 8世紀後半-9世紀前葉頃に位置付けられ、

この住居跡はそれに近い年代の遺構と考えられる。

以上、竪穴住居跡の年代を出土遺物から検討した結果、重複関係からSB1915掘立柱建物跡よりも古

く、建物群が計画的に配置される前段階のものと考えられるSI1914竪穴住居跡が8世紀後半-9世紀

前半頃より古い年代が想定された。また、重複関係からSB2040掘立柱建物跡よりも新しく、建物群が

計画的に配置された後の段階と考えられるS12037住居跡は 9世紀後葉-10世紀前葉頃の年代が考えら



れ、同じくSB2031・2032建物跡よりも新しいことから建物群が計画的に配置された後の段階と考えら

れるS!1964住居跡が9世紀後半から10世紀前葉という年代がそれぞれ想定できた。これらの年代は先

に検討した計画的な配置の建物群の年代幅に収まるものである。

これまで述べてきたことをまとめると、 34区中央部では遺構の重複状況および掘立柱建物跡の配置

上の特徴から、区画施設を伴って計画的に建物群が配置される段階がみられ、その前後には竪穴住居

跡が主体となる場の使われ方がなされていた段階があったことが想定できた。そして、その年代を出

土遣物から検討すると、 8世紀中葉頃から10世紀前葉頃までの年代幅の中でこれらの各段階が連統的

に変遷していたものと考えられる。

3) 34区東部の遺構の変遷と年代

34区東部では建物跡の数が疎らになり、建物跡どうしの重複はあまりみられない （第28図）。

先に触れた区画東辺のSA2092材木塀跡の東側では、 SB2072建物跡とSB2073建物跡が西側柱列を揃

えて南北に並んでいる。このうちSB2072を壊すSK1902土城の堆積層から出土している須恵器杯 （第

21図2・3)は底部切り離し技法が回転糸切りで、底径が大きい特徴がある。また、土師器甕は出土

している破片がいずれもロクロ調整のものであることから 9世紀代と考えられる。SK1902をこの年

代に近い時期の追構と考えると、この土堀より古いSB2072はこれ以前の逍構と考えられる。

その他、特徴的な建物跡として、周溝が周囲に巡るSB2075・2089建物跡が南北に並んでいる。そし

て北側に位置するSB2089建物跡の東側から南側にかけて、南北方向から東西方向へほぼ直角に屈曲

し、さらに南側に位置するSB2075建物跡の西側を南北方向に走る溝跡が確認されており、これらも、

ある時期に計画的にこのように配置された建物跡および区画施設であると思われる。これらの建物跡

からは遺物が出土していないため、具体的な年代を想定するのは困難であるが、 SB2089を壊す

SK1927土城の堆積層から出土している須恵器杯（第21図6)は底部切り離し技法がヘラ切りで、須恵

器杯底部破片には回転糸切りのものがみられないことから 9世紀前半頃のものと考えられる。この

SK1927をその頃のものと考えると、これら周溝が巡る掘立柱建物跡の年代は 9世紀前半頃より古い

ものと考えられる。

その他、年代がある程度想定できるものものとして、 SB2077建物跡がある。この建物跡より新しい

SK1936土城の堆積層から出土している須恵器杯底部破片 1点には底部切り離し技法が回転糸切りで

あることから 9世紀後半頃のものとみられる。SK1936をその頃のものと考えると、このSB2077は9

世紀後半以前の遺構と考えられる。

最後に34区で検出した遺構のうち、これまで触れてこなかったその他の遺構で出土遺物から年代を

推定できるものについて、ここでまとめておくことにする。

その他の出土土器から年代を整理すると、 S12059(第20図14)やSK1999(第21図9)・SK1927(第

21図6)・SA1979(第21固17)から出土した須恵器は、底部切り離し技法がヘラ切りで、形態的な特

徴が桃生城跡S199住居跡や築館町伊治城跡SX324土城とSI173住居跡第 2層出土土器などと似ている

ことから、 8世紀中葉-9世紀初頭に位置付けられる。SK1901(第21図1)・1902(第21図2・3)・

1927 (第21固6)とSD・1926(第21図13-15)出土土器は、類例が多賀城跡Sl2160B住居跡やSE2101
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第28図 34区東部の主要遺構の新旧関係

B井戸跡第m層などから出土しており、 9世紀前半代に位置付けられる。S12013(第20図12)や

SK1939 (第21回8)・2051(第21図11)出土土器は、多賀城跡SK2167土城やSE2102井戸跡などに類例

がみられ、 9世紀後半代に位置付けられる。SD1976(第21因16)からは赤焼土器が出土しており、類

例が多賀城跡第61次調査鴻の池第10層などにみられることから 9世紀末薬から10世紀前葉に位置付け

られる。SD1976はSB2020八脚門跡と重複し、これを壊していることから、SB2020八脚門跡の下限は

9世紀末から10世紀前葉である。

4. 築地塀に関連する遺構について

1)築地塀の造営手順および門と関連する遺構について

34区の調査で検出した築地塀に関連する遺構において、その構造がより具体的に把握できる事例が

得られた。

第一に、門および築地塀の築造に関連して、 基礎整地の工程手順が確認できたことである。門周辺

で確認された基礎整地のさらに下層で、深さ50-70cmの掘り込みおよびこれを埋め戻す人為堆積層が

確認された。このことから門周辺では、門の基壇整地および築地塀の基礎整地に先立ってまず掘込地

業が行われていたことが判明した。また、門と築地塀の基礎整地が門の柱穴掘方を覆っている様子が

確認された。したがって門の柱が立てられた後に整地が行われていることがわかる。そして築地塀の

寄柱穴はこの整地層を掘り込んでいる状況が観察できた。以上のことから、築地塀本体の築造が門の

軸部が組み立てられた後に実施されるという、これまで一般的に考えられてきた区画施設の造営手順

が考古学的に確認できた （註4)。

第二に、 SB2020八脚門跡とSA2001築地塀跡との間、およびSB2010四脚門跡とSA2063築地塀跡との

間に、それぞれ柱列SA2090柱列跡およびSA2091柱列跡が検出されたことに着目したい。これらはい

ずれも門と築地塀に挟まれる位置にあり、これらと一体となって区画を形成していたものと思われ、

門などに関連する何らかの施設であったものと考えられる。

そこで、東北地方の古代官術遺跡および全国の国府跡の発掘調査例をみると、築地塀跡と門跡の間

に1-3間程度の柱列が挟まれる事例は管見の限り見出せなかった。ただし、門に築地塀が接続する

古代の遺構のうち、多賀城跡の政庁第I期に位箇付けられるSBlOlA政庁南門跡の両脇で検出された

SB104・189脇門跡 （第29図2)や、 平城宮跡の朱雀門跡SB1800の東西に位置するSB1801東脇門跡、
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第29図 S8201 O・2020門踪の平面復元模式図と参考例

SB1802西脇門跡などのように、門跡のすぐ脇に接続する位置ではないが、門跡の近い位置で築地塀に

穿たれた潜門跡が各遺跡で検出されている。また、現存する古代の門建築である東大寺転害門や法隆

寺東大門の脇にも潜門が併設されている。この潜門が八脚門と同じ頃に設けられたものと考えると、

古代において門の脇に通用口が設けられることは特殊な形態ではないことがわかる。

今回検出した柱列跡は、形態的には築地塀に穿たれた潜門の形式ではなく、門のすぐ脇に接続する

ものである。そこでその具体的な形態を想定するため他にその手掛かりを求めると、中世以降の建造

物ではあるが、教王護国寺北大門 （京都府京都市、鎌倉時代前期、第29図3)や宗源寺四脚門 （奈良

県斑鳩町、鎌倉時代前期、第29図4)が参考になろう。教王護国寺北大門は八脚門の正面右側に築地

塀、左側に脇門と板塀が接続する例であり、 宗源寺四脚門は四脚門のすぐ脇に脇門が設けられ、さら

59 



60 

に築地塀が接続する例である。これらの事例を援用すると、今回検出したSA2090柱列跡は門の脇に

設けられた通用口である「脇門」、 SA2091柱列跡は、脇門とそれに伴う板塀である可能性が考えられ

る （第29図1)。

2)櫓跡について

築地塀跡の東側でこれに接するような位置で櫓跡を 2棟検出した。これまでの調査で櫓跡は築地塀

の脇に沿う位置もしくは築地塀と同一線上に、約100mの間隔をあけた 3箇所で7棟が確認されてい

た （註5)。今回検出したものは、八脚門跡から南西約30mおよび約60mの位置にあり、これまで見つ

かっていた櫓跡のうち一番南東にあるものからそれぞれ約180、210mの距離に位置する。

門跡から遠い位置にあるSB2014t魯跡は桁行、梁行ともに 1間で、新旧 2時期の建て替えがみられ

る。これまで検出されていた櫓跡にも同様の形態ものものが確認されている。

一方、門跡に近いSB2017櫓跡は桁行2間、梁行 1間と、これまで検出していたものと平面形が異な

る。建物の桁行総長が約5.7m、梁行総長が1.6mと平面形が細長い長方形を呈している。このような

細長い長方形平面の櫓跡の例と して、宮城県古川市所在の宮沢遺跡愛宕山地区の南東斜面CD-186区

で検出されている第2建物跡がある （宮城県教育委員会 ・日本道路公団 1980)。この建物跡は桁行2

間、梁行1間の建物跡が、桁行方向を当遺跡の第1築地に沿うように接して建てられているものであ

り、この例は櫓の構造形態、築地塀との位置関係などが今回検出したSB2017櫓跡と類似するものであ

る。その年代的な位置付けや構造形式等を検討するには今後、類似した遺構の検出例の増加を待ちたい。

また、 SB2017櫓跡は門跡から30mの位置にあり、これまで約100m間隔で確認されてきた櫓跡の配

置の規則性から外れるが、櫓跡が築地塀等の外郭線の屈曲点付近で検出されている。このように外郭

線の屈曲点付近に櫓が配されている事例は多賀城跡をはじめ、秋田城跡、払田柵跡、桃生城跡、徳丹

城跡、城輪柵跡など東北地方の城柵遣跡において普逼的に確認されている。今回検出したSB2017櫓

跡はちょうど築地塀跡が南北方向から南東方向へ曲がる屈曲点付近に位置することから、この位置を

選んで建てられたものと思われる。

5 . 壇の越遺跡の性格とその位置付け

1)これまでの調査成果

1997年度から行われている 5年間の調査で、 24E区の東 ・西・北側に広がる上位段丘面では、遺跡

北部の 1-5区、中央部北半の18・19・25・26区、南部の30・31区などで調査が行われており、 下位

段丘面では、中央部南半の22-24・27-29・29S・32・33区で調査が行われている。また、大きな旧

河川によって分断されており、段丘崖が明瞭でないため上位段丘か下位段丘か判別できない西部で

は、 6 -17・20・21区の調査が行われている。以下、主要な調査成果を概観する。

(1) 上位段丘面での調査

1-4区では、掘立柱建物跡66棟、竪穴住居跡15棟、材木塀跡2条、井戸跡8基などがみつかって

おり、 8世紀前薬に成立し、 9世紀前葉まで存続したと考えられている。桁行3間 ・梁行2間前後の

規模の掘立柱建物跡を主体とする遺構群が確認されており、 3区東部からは約16mの間隔を保って南



北に平行して延びる柱列跡 (8世紀中葉～後葉）がみつかっているほか、この西側の区画では桁行4

間 ・梁行2間の東西棟を中心とした建物群などが数時期にわたって建てられており、 真北を意識した

建物配置が認められた （宮崎町教育委員会 1999、斉藤 2001)。また、 1区からは東山官術遺跡の外郭

南門から南へ約210m(約2町）の東西道路跡も検出されている （宮城県教育委員会 1998)。

18区からは、 8世紀後半から10世紀初頭の掘立柱建物跡や竪穴住居跡などが多数重複して検出され

ている。南西部からは桁行5間 ・梁行2間の東西棟と桁行5間 ・梁行4間の東西棟が南北に並んでみ

つかっており、瓦塔や灯明皿・「上寺」の墨栂土器などが出土している。また、北西部には桁行8間の

2面廂の付く長大な東西棟があり、仏教関連施設などの可能性が指摘されている （斉藤2000)。

19・25・26区では、段丘の縁辺部に沿って築地塀跡とこれに関連する大溝跡、櫓跡などが検出され

ている。築地塀跡は構築に伴う土採り穴が築地塀の両脇に認められ、 基底幅は3m前後、 1-2度の

改修が行われたと考えられている。大溝跡は築地塀の3mほど外側にあり、 上幅Sm、深さは1.6mで

あった。櫓跡は3ヶ所で7基確認されており、梁行2間・桁行 l間または柱間 1間・ 1間の掘立柱建

物で、 1-2度の建て替え認められ、約100mの間隔をおいて設置されている。築地塀跡の西端部は櫓

跡が築地塀と同じ並びで取り付き、ここから新たに材木塀跡が北へ延びている状況が確認されてい

る。築地塀跡の存続年代は、築地塀構築に伴う土採り穴が8世紀前半の竪穴住居跡を壊しており、 大

溝跡の堆積土中位に10世紀前葉の灰白色火山灰がみられることから、 上限は8世紀後葉、 下限は10世

紀中頃と考えられている。また、築地塀跡の北側からは掘立柱建物跡、 竪穴住居跡、井戸跡などが多

数検出されており、掘立柱建物跡は 1-4区と同様に柱間3間以下の比較的小規模なものが多く、ほ

ぼ真北の方向を基準に建てられている （斉藤 2001)。

30・31区は、東山官術遺跡の外郭南門跡から約800m南に位置する調査区で、区画施設である材木塀

跡と柱列跡からなる 2時期以上の変遷を持つ塀跡が調査区西端部と南端部で見つかっており、その内

側からは桁行5間 ・梁行2間の床束を伴う東西棟や、西に廂を持つ桁行4間・梁行3間の南北棟、柱

間2間.2間の総柱建物群をはじめとする掘立柱建物跡や竪穴住居跡、整地層などが検出されている。

区画施設を伴うこれらの建物群は、規模の大きい東西棟を中心としていると考えられる。最も古い遺

構は竪穴住居跡で8世紀前半代と考えられ、これと重複して掘立柱建物群が3時期以上にわたって営

まれており、これらは10世紀前半代の竪穴住居跡によって壊されていることが確認された。区画施設

である材木塀跡 ・柱列跡の方向は、南北方向の西辺でN-4°-E、東西方向の南辺でE-2-3°-

Sあり、西辺の塀跡から 8m西の範囲まで古代の遺構は認められず、この塀跡を北へ延長した先には

東山官街遺跡の外郭南門跡があることから、外郭南門につながる南北方向の基幹道路が存在する可能

性がある（註6)。

(2) 下位段丘面での調査

23区からは掘立柱建物跡や竪穴住居跡がみつかっており、北部で東山官術遺跡の外郭南門を基準に

すると南へ約530m(約5町）の位置にあるSXllOO道路跡の西への延びを約200m確認したほか、南部

で西へ約650m (約6町）の位置にあるSX2000道路跡と、南へ約640m (約6町）の位置にあるSX1900

道路跡の一部が検出されている。隣接する24区では、前述の灰白色火山灰に覆われた水田跡が検出さ

61 



62 

れ、その耕作土下から掘立柱建物跡や材木塀跡が確認された （斉藤2000)。

南端部に位置する27区では、 8世紀中葉に北に主屋、東に副屋、西に倉庫群、南には給食施設と考

えられる大型竪穴住居跡を配し、井戸も伴う計画的な建物配置 •構成がみられる追構群が成立するが、

8世紀後葉には廃絶することが明らかとなっており、これらの遺構群は、南北方向のSX1700道路跡に

規制されていたと考えられる（斉藤 2001)。

29・29S区では、 SXllOO道路跡とSX1700道路跡、 SX1900道路跡を確認し、 SXllOO道路跡とSX1900

道路跡の交差点部分を確認した。さらにこの交差点に面する東西約62m・南北約66mの材木塀跡とそ

の外側を巡る溝跡からなる区画施設を検出し、その中央の区域で主屋 ・副屋などの南北棟からなる建

物群、北側の区域から柱間 2間の総柱建物が東西に並ぶ倉庫群、南側の区域から外周溝を伴う建物な

どを検出し、計画的な建物配置が確認された。これらは居宅跡の可能性が指摘されており、遺物から

8世紀中葉から後葉にかけての年代が想定されている。また、 29区東部では 9世紀代と考えられる灰

白色火山灰に覆われた水田跡などが見つかっている （宮崎町教育委員会 • 宮城県教育委員会2002)。

(3) 西部での調査

遺跡の北西部にあたる 5-9区からは古代の遺構は検出されておらず、 古代の遺構の範囲は北西部

には広がっていなかったことが確認されている（宮崎町教育委員会 1999、宮城県教育委員会1998)。

西端部に位置する14区では、 8世紀前半と9世紀前半頃の遺構群が確認されている。8世紀前半の

遣構は大きく 2時期に分けられる。8世紀前半でも古い段階では竪穴住居跡を中心としており、建物

方向に明確な規則性は認められず、高杯を含む土師器を主体とし、器形や器面調整に東北地方北部の

特徴を有する土師器が含まれる。8世紀前半の新しい段階には桁行4間・梁行2間の南北棟を中心と

した北方向を基準とした構成に変わり、竪穴住居跡 (S1426)からは歴名様の文世と考えられる漆紙文

書もみつかっている。これらの中には 1棟だけではあるが、関東系の土師器甕が出土し、凝灰岩の切

石をカマドに使用した住居 (S1436)が認められる。9世紀前半頃の遺構は、東西棟建物を中心とした

小規模な掘立柱建物跡と竪穴住居跡などがみつかっている （宮崎町教育委員会 1999)。

(4) まとめ

これまでの調査成果を整理すると、 ①上位段丘面と下位段丘面とも逍構群は8世紀前葉には成立し

ている。②下位段丘面では9世紀になると掘立柱建物跡や竪穴住居跡などの施設はみられなくなる一

方、 9世紀代に水田となる部分があり、場所の使われ方に変化が認められる。③上位段丘面において

も、 1-4区といった北西部の地域では 9世紀中薬以降に遺構の分布はほとんどみられなくなり、 18

区や30・31区のように10世紀前葉頃まで遺構が継続して営まれている地域は限定される。④区画施設

を伴う遺構群は3区東部、 29S区、30・31区でみつかっており、 3区東部と30・31区は中心的な建物

が東西棟、 29S区は南北棟といった違いがみられる。⑤道路跡は、古代の遺構間で道路跡と重複する

ものがほとんど認められず、下位段丘面では道路に隣接する遣構の年代が8世紀前葉から中葉に成立

し8世紀代に収まることから、 8世紀中葉までには成立していたと考えられ、 SXllOO道路跡のように

10世紀以降も使用されたものもある。⑥築地塀跡などの大規模区画施設は 8世紀後葉以降に造営され

たと考えられ、 10世紀中葉には廃絶していたと考えられる。



2) 24 E区と34区の調査成果

(1) 24 E区

24E区の調査の結果、南北道路跡と束西道路跡の交差点に面して、東西約61m・南北約64mの材木

塀による区画施設が確認され、内部からは南北棟を主体とする建物群が検出された。区画施設の規模

は29S区が一辺61-66mであることからほぽ同規模である。また、 24E区から方形の区画内部を画す

る塀跡 (SA2131・2146・2147)がみつかっているが、これは29S区で区画内の建物群の間をつなぐよ

うに塀跡が設けられた状況と似ている。また、南北棟を主体とし、中心となる建物が桁行5間 ・梁行

3間または桁行4間・梁行3間の南北棟である特徴は29S区と共通する。さらに、北西部の5トレン

チで検出したSB2175掘立柱建物跡の南北方向の問尺はl.5-l.7mと他の建物に比べて狭い特徴がある

が、これは29S区の区画施設内から検出された建物のうち、北側でまとまって検出された総柱建物跡

7棟のうち 6棟の南北方向の柱間がl.5-l.7mであることと共通する。このことから、 24E区で検出

したSB2175掘立柱建物跡は総柱建物跡の可能性があり、 29S区の区画施設内で北側に倉庫群が東西

に並んで検出された状況と建物配骰においても共通する可能性が想定される （第30回）。

以上のことから、 24E区と29S区の区画施設を伴う逍構群は似た性格を有していると考えられる。

このように、方格地割内において塀で方形に区画された遺構は、 9世紀初頭には碁盤目状の道路網が

整備されたことが知られている多賀城の南西に広がる山王遺跡や市川橋遺跡でも発見されていない

（宮城県教育委員会 ・ 建設省東北地方建設局 1996、宮城県教育委員会 • 宮城県土木部 2001) 。 本例は

特異な遺構群であることから、今後の調査による資料の増加を待って、区画施設の規模や区画内の建

物群を比較 ・検討し、遺跡全体からその性格を明らかにしていく必要があると考える。

(2) 34区

34区の調査では、西部で門跡と築地塀跡、これらに関連する逍構を検出した。SXllOO道路跡の東延

長上にある上位段丘の縁辺部では門跡を発見し、 8世紀後葉から 9世紀前葉までにSB2010四脚門跡

が建てられ、その後、 SB2020八脚門跡に改築されていることが明らかとなった。SA2001築地塀跡な

どの施設も同時に改築されており、 SI1990・1991竪穴住居跡との関係から 9世紀末葉頃までには廃絶

していたことが確認された。また、門と関連する遺構として、門跡と築地塀跡の間で検出した

SA2090・2091柱列跡には、 「脇門」が伴っていた可能性が考えられた。また、門跡の内側では道路跡

の延長部分に古代の遺構は認められないことから、側溝は確認していないが、築地塀内にも道路が

あった可能性は高いと考えられる。築地塀跡は上位段丘の縁に沿うように、 450m以上延びているこ

とが確認されており、櫓が付設されていることも明らかとなっている。SB2014f魯跡はSB959・960櫓跡

から約200mの位置にあり、築地塀跡が南北方向から南東方向へ屈曲する箇所に位置するSB2017櫓跡

を除き、ほぼ100mの間隔で作られていることとなる。

築地塀の内側にあたる中央部では掘立柱建物跡や竪穴住居跡が多数重複して検出されており、真北

方向を基準に作られている。これらの中には、東西29-44m、南北約37mの区画施設を設けて計画的

な建物配置が行われた数時期の建物群が存在する。また、区画の外でも区画を意識し計画的に配置さ

れたと考えられる建物群があるほか、 Sll925、SI2036などのように 1辺8m前後の竪穴住居跡が検出
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されており、この区画施設を中心に数時期の変遷があると考えられる。区画施設とこれに関連する計

画的な配置がなされた建物群が作られる以前と以後には、それぞれ竪穴住居跡を中心とする遺構群が

作られた段階があったと考えられ、大きく 3段階の変遷が想定された。これらは8世紀中葉頃から10

世紀前葉頃までの年代幅の中で変遷していったものと考えられる。

調査区東部では建物跡の数が疎らになり、建物どうしの重複は認められず、場の利用状況に大きな

差が指摘できる。

以上のことから、上位段丘に位置する34区では、 8世紀中葉には竪穴住居跡を主とする遺構が作ら

れはじめ、 8世紀後葉から 9世紀前薬頃の間に、道路跡が位置する上位段丘縁辺に門跡が置かれ、築

地塀と櫓があわせて築かれたことが明らかとなった。これに伴って、区画施設を伴った計画的な配置

を持つ建物群がいくつかの変遷を経ながら作られ、 9世紀末葉から10世紀前葉には門や築地塀はその

機能を失って、竪穴住居跡を中心とする遺構へと変化していったと考えられる。

3)大規模区画施設の位置付け

門と築地塀、櫓跡、大溝が一連の遺構で、 8世紀後葉以降には成立し、およそ 9世紀代を中心とし

て存在していたことが確認された。また、八脚門跡の西側では築地塀に代わって材木塀跡が作られ、

大規模区画施設をつないでいることが明らかとなった。これまでに確認しているところでは、 26区で

検出した築地塀と同じ並びで取り付く櫓跡を築地塀の北端として、上位段丘縁辺部に沿って現在まで

に長さ約450mを検出している。また、築地塀の北端部から北側には河川跡 (SD30)に沿って材木塀

が設けられていることが明らかとなっている （斉藤2001)。

このような大規模な区画施設は、城柵において外郭施設としてみられる。築地塀の基底幅は土採り

穴や寄柱穴の間隔から約 3mと想定され、基底幅を比較すると東山官術遺跡外郭北辺築地塀跡 （宮城

県多賀城跡調査研究所 1989b)よりも大きく、多賀城跡外郭南辺築地塀跡などとほぼ同規模である。

また、櫓跡が築地塀に沿うように建てられる特徴を持つものには、桃生町と河北町にかけて所在する

桃生城跡外郭 （第1・2次調査と第9次調査） などで検出された櫓跡が知られている （柳沢2001)。

このように大規模区画施設が政庁を二重に囲う構造の城柵には、宮城県築館町にある伊治城跡や秋

田県仙北町にある払田柵跡が知られている。伊治城跡は神護景雲元年 (767)に創建されたとされる城

柵として知られており、政庁を築地塀からなる内郭 ・外郭施設が囲む構造が指摘されている （千葉・

後藤 2001)。また、 9世紀初頭に創建されたと考えられる払田柵跡は、築地塀と一部石塁で築かれた

外郭と、この外側を柵列で築かれた外柵が囲う構造が明らかとなっている （秋田県教育庁払田柵跡調

査事務所 ・秋田県教育委員会 1999)。

以上のことから、 坦の越遺跡で確認された築地塀跡や櫓跡は、城柵にみられる外部区画施設と考え

られる。

4)東山官街遺跡と壇の越遺跡の性格

壇の越遺跡の北東に位置する東山官術遺跡は1986年からの12年にわたる調査の結果、東西300m・南

北250mほどの丘陵平坦面を利用し、西辺と北辺に築地塀による外郭施設を設け、内部には東に政庁・

館 ・厨といった官術域、西に倉庫院を置いた計画的な配置が明らかとなっている。これら遺構の構成
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から、東山官術遺跡は賀美郡家と考えられている （斉藤 2003)。

壇の越遺跡の方格地割は、南北道路が東山官術遺跡の外郭南門から南に続く道路を基準としている

ことから、境の越遺跡と東山官術遺跡は一連の遺跡であると捉えられる。したがって、壇の越遺跡で

発見した築地塀と材木塀は東山官揺迫跡の外部区画施設と考えられ、従来の東山官術遺跡の外郭施設

とあわせて、築地塀に門や櫓を伴う二重の大規模区画施設が成立したことを意味している。

壇の越迫跡で検出した門・築地塀 ．櫓・大溝からなる大規模区画施設が東山官術遺跡の外部区画施

設とすると、大規模区画施設が築かれたと考えられる 8世紀後半-9世紀前葉に東山官荷遺跡の官術

としての性格が変わっている可能性があり、今後、東山官術遺跡を含めてさらなる検討が必要である。

壇の越追跡で確認された方格地割と道路跡の存在は、国府以下の地方官栃としては特異な存在であ

り、陸奥国府多賀城の南前面に位置する山王逍跡や市川橋遺跡では方格地割と道路跡が9世紀初頭に

造られたと考えられているが、壇の越遺跡ではこれよりも半世紀以上早い8世紀中薬までに造営され

ていることが明らかとなった。このことは、陸奥ー出羽国間を結ぶ連絡路における陸奥国側の要衝に

あるという地理的な重要性が、東山官術遺跡と壇の越遺跡の成立とその後の変化に大きな影響を与え

ていたとことを想起させるものである。以上のことから、東山官術遺跡は単なる郡家とは異なる性格

を有していた可能性があり、壇の越遺跡と合わせて極めて重要な遺跡であるといえるだろう。

壇の越遺跡の東半部は未調査であり、近接する早風遺跡（第1図3)や上の山迫跡（第 1図14)、毘

沙門遺跡 （第 1図16)などを含めた検討が必要であるが、中間報告としてこれまでの調査を総括し、

その性格について仮説を提示した。なお、遺跡の性格や位置付けについて、今後の調査成果の和み重

ねと周辺の官栃関連遺跡を含めた検討が必要であることを改めて付記しておきたい。

註

註1 愛知県陶磁没科館主任学芸貝の井上喜久男氏にご教示を賜った。

註 2 ill杏土器については、宮城県教行庁文化財保護課の吉野武の助力を得た。また、漆紙文魯については現在解読中であり、後
日改めて報告する予定である。

註3 木製品の樹種同定は、 味バレオ・ラボに委託した。

註4 このように門が築地塀に先行して築かれていることが判明している例として、多賀城跡で奈良時代の外郭束門があげられ

る。これはSB1762礎石式八脚門跡の北妻棟通りの礎石に、同時期のSA380C築地塀跡の積み土が覆っている事例であり、門

を建築した跡に築地塀が築かれたものとみている （宮城県多賀城跡詞査研究所 1989a)。

註5 これまでの境の越遺跡の濶査で検出された櫓跡、 SB959・SB960(19区）、 SB1400A・BとSB1401(26区）、SB1432A・B

(26W 3区）の7棟。

註6 2002年度の調査で、南北方向の基幹道路である「南北大路」が、この地点の130mほど北側で確認された（宮崎町教育委貝

会「培の越逍跡平成14年度現地説明会ff科」 2002)。

なお、報告古等で公表されていない一部の事実関係については、宮崎町教育委貝会のご原意により使用させていただいた。



第W章 まとめ

1. これまでの調査成果により、下位段丘面で南北方向の道路跡2条 (SX1700道路跡・ SX2000道路

跡）、東西方向の道路跡2条 (SXllOO道路跡・SX1900道路跡）が確認され、道路跡は路心間の距離

を1町（約109m)とした計画的な地割に基づいて作られていることがほぽ明らかとなっている。こ

れらの道路跡の両側には側溝が掘られており、幅は側溝の心々間で4-8m程ある。これらの道路

跡と東山官術遺跡の南門跡を基準にして距離をみてみると、 SX1700道路跡は西に約 5町、 SX2000

道路跡は西に約 6町、 SXllOO道路跡は南に約5町、SX1900道路跡は南に約 6町離れている。今回

の調査で、 SXllOO道路跡がSX1700道路跡よりも東へ延びていることが明らかとなり、位置関係か

ら34区で検出した八脚門跡へと続いていることが確実となった。また、 SXllOO道路跡はこれまで

の調査で確認されていたように、灰白色火山灰降下以前に 2時期、降下後に 1時期の変遷があり、

10世紀代も機能していたと考えられる。

2. 区画施設である材木塀跡の規模は東西約61m、南北約64mあり、内部からは南北棟を主体とする

掘立柱建物跡8棟や材木塀跡2条、掘立柱塀跡1条、周溝状追構 1基、 土城、溝跡、ピットが検出

され、 29S 区で発見された区画施設を伴う遺構群と規模 • 内容ともに似た遺構群が、 1町北側の道

路交差点に面する地割部分にも存在することが明らかとなった。

3. これまで壇の越逍跡では、平成12年度に実施した19・25・26区の調査で、築地塀跡が上位段丘の

縁に沿って270mほど延びていることを確認していた。34区の調査で、段丘縁辺部にあたる調査区

の西から南西にかけて、築地塀跡が検出され、先の区画施設がさらに南東方向へ延び、その距離が

450m以上であることが明らかとなった。この区画施設は地盤が安定している箇所では築地塀が築

かれているが、古代以前に河川であったとみられる湿地帯を横断する箇所では材木塀がつくられて

いることが判明した。

4. 平成11・13・年度に実施した22・23・29区、および今回の24E区で確認された東西方向のSXllOO道

路跡の推定線と上記の区画施設とが交差する地点で門跡を検出した。この門跡はある時期に位置を

東から西へ移動しており、それに伴い構造形式も四脚門から八脚門に変更しているようすが想定で

きた。このうち古いほうの四脚門跡は8世紀後半頃まで遡る可能性もある。

5. 34区で検出した八脚門跡の周辺で、門と築地塀を構築する際の工程が把握できた。まず、門を建

築する付近一帯に掘込地業を行い、読いて門を建て、その後に門の基壇面と築地塀の基礎部分とを

一連で整地し、それから築地塀を構築するという手順がとられていることが確認できた。

6. 築地塀跡の東側でこれに近接した位置で櫓跡を 2箇所で3棟分検出した。これまでの調査でも櫓

跡が築地塀の東側に、これに沿って約100mの間隔をあけた 3箇所で確認されていた。今回検出し

たものは、八脚門跡から南西約30mおよび約60mの位置にあり、これまで見つかっていた櫓跡のう

ち一番南束にあるものからそれぞれ約180、210mの距離に位個する。今回の成果を含めると、坦の

越遺跡で確認された櫓跡は5箇所で10棟分にのぼる。
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7. 34区中央部では多数の掘立柱建物跡と竪穴住居跡を検出した。そして8世紀後半を中心とする 8

世紀中葉から 9世紀前葉頃には、 一辺29-44mの範囲を材木塀などの区画施設で囲み、その区画の

内外に建物が柱筋を揃えて南北もしくは東西に並べて配置されるといった建物造営の計画性が伺え

る時期があることがわかった。

8. 上記の区画施設がおかれる前の段階には主に竪穴住居跡が建てられる時期があり、また区画施設

がなくなった段階でも掘立柱建物跡や竪穴住居跡が数回建て替えられた様子が確認でき、この場所

が10世紀前葉頃まで連続して使われていたことがわかった。

9. 壇の越遺跡で確認された門 ・ 築地塀 ． 櫓 • 大溝からなる大規模区画施設は、城柵にみられる外部

区画施設と考えられる。これが東山官衝遺跡の外部区画施設とすると、築造されたと考えられる 8

世紀後半-9世紀前葉に東山官術遺跡の官術としての性格が変わっている可能性があり、今後、東

山官術遺跡を含めてさらなる検討が必要である。

10. 壇の越遺跡で確認された方格地割と道路跡の存在は、国府以下の地方官術としては特異な存在で

あり、地理的に重要性な位悩にあることから、東山官術逍跡が単なる郡家とは異なる性格を有して

いた可能性を示すものと考えられる。
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十郎田遣跡ほか



目 次

第I章調査に至る経過...................................................................................................81 

第1I章遺跡の概要.........................................................................................................81 

第m章 発掘調査・・・・........................................................................................................84 

第W章まとめ...............................................................................................................91 

弓l用 ・参考文献............................................................................................................92 

写真図版.....................................................................................................................93 

調査要項

遺跡名：窪田遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号： 05193 遺跡記号： TS) 

十郎田遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号： 05105 遺跡記号： T Z) 

前戸内遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号： 05108 遺跡記号： UA) 

西屋敷遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号： 05196 遺跡記号： UL) 

西小屋館跡（宮城県遺跡地名表登載番号： 05048 遺跡記号： UB) 

戸ノ内遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号： 05197 遺跡記号： UC) 

原遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号： 05111 遺跡記号 ：UF) 

六角遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号： 05112 遺跡記号： UE) 

三の輪遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号： 05194遺跡記号 ：UM) 

車地蔵遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号 ：05198 遺跡記号： UG) 

鍛冶屋敷遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号： 05114 遺跡記号： UN) 

上葉の木沢遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号： 05143 遺跡記号： UH) 

中葉の木沢遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号： 05144 遺跡記号： u J) 

所在地 ： 宮城県刈田郡蔵王町平沢字田中、小村崎字十郎田 ・ 中ノ内 • 宮前 • 宮下・西屋敷・戸ノ内 ・

戸ノ内中 • 原東・車地蔵• 六角• 高野 ・雁柄橋・ 上野 ・上の前・館東脇 • 三の輪 ・鍛冶屋

敷 ・ーツ橋地内

調査原因：円田 2期地区 県営ほ場整備事業（担い手育成型）

調査主体：宮城県教育委員会

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課、蔵王町教育委員会

調査期間 ：平成14(2002)年10月28日-11月29日

対象面積： 770,000rri 

調査面積： ll.669rri 

調査員 ：相原淳一•吉野武 • 白崎恵介•西村 力（宮城県教育委員会） • 佐藤洋一 （蔵王町教育委

員会）

調査協力：宮城県大河原産業振興事務所 蔵王町円田地区土地改良区



第I章調査に至る経過

蔵王町円田地区を対象とした「県営ほ場整備事業計画」のうち、円田 1期地区については昭和63年

度に協議がなされ、同年～平成2年度にかけて事業対象区域内の遺跡の範囲確認調査および事前調査

が行われた。平成8年度には円田 2期地区のほ場整備事業計画が提出され、事業年次計画が策定され

た平成12年度に改めて協議された。平成13年度には、町教育委員会による予定地内全域の分布調査と

予定地内に隣接する中葉の木沢遺跡の確認調査が行われ、県教育委員会による予定地の南半分にある

窪田遺跡・都遺跡 ・新城館跡の確認調査が実施された。

平成14年度は前年度に引き続き、事業計画と遺跡との保護調整を図るため、円田 2期地区予定地の

北側部分（県道岩沼•蔵王線以北―町道小村崎中央線以南） 770.000面内の十郎田遺跡ほか12遺跡の確

認調査を行った。以下は、その概要である。なお、円田2期地区予定地内の確認調査では、町道小村

崎中央線以北を残すのみとなっている。

第1I章遺跡の概要

1. 遺跡の位置と環境

今回、調査対象となった13遺跡のうち、窪田遺跡は刈田郡蔵王町平沢、 十郎田遺跡ほか11遺跡は同

小村崎に所在する。蔵王町役場の北東方約4.0kmの、円田盆地の北側部分に相当（第1図）する。

円田盆地を三方から囲む丘陵は、主として第三紀白沢層からなる高館丘陵の一部をなし、盆地の北

～西側は高木丘陵、東側は愛宕山丘陵と呼称されている。盆地北～西部の高木丘陵はきわめて低平な

丘陵地形が発達し、丘陵末端は盆地中央までなだらかに伸び、藪川をはじめとする中小河川群が丘陵

に沿って南東方向に流路を取り、概ね盆地底面東側で合流する。このため、盆地底面から西側にかけ

ては微高地状を呈し、官術関連遺跡と見られる「都」遺跡をはじめとする多数の遺跡がある。今回調

査した窪田遺跡 ・ 十郎田遺跡 • 前戸内遺跡・西屋敷遺跡・西小屋館跡 ・ 戸ノ内遺跡 • 原遺跡・六角遺

跡が、この低平な丘陵上に立地している。一方、盆地東側愛宕山丘陵の西斜面は急速に高度を落とし、

短く小さな沢が西流し、丘陵端部前面にあたる盆地東縁を南流する藪川及びその支流の雁柄川と合流

する。遺跡は概ね小さな沢で分離される舌状丘陵上に分布する。今回調査した三の輪遺跡・車地蔵遺

跡・鍛冶屋敷遺跡・上葉の木沢遺跡 ・中葉の木沢遺跡が該当する。

遺跡の立地する地形の多くは、明治40年代及び昭和20年代以降にかけて行われた耕地整理によって

失われ、円田盆地の大半は現在水田地帯となっている。特に昭和37-38年の藪川堤防の改修工事及び

ほ場整備以降、ほぽ現在の景観となった。

耕地整理以前の明治40(1907)年測撮回（第2図）では、今回調査対象となった遺跡のほとんどが

低平な丘陵～微高地上の畑地として利用され、一部が沖積地の水田に及んでいることがうかがい知ら

れる。また、対象地域は三等道路（里道）村田道と、同じく三等道路の足立（菅生）道が西小屋館跡前で分

岐する地方交通の要衝となっていたことも理解できる。
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2. 周辺の遺跡

蔵王町では現在、約200か所の遺跡が確認されている。円田盆地の縄文時代遺跡では、窪田遺跡・前

戸内遺跡・都遺跡・中組遺跡・清水遺跡・堀の内遺跡・ 戸の内脇遺跡などがある。時期的には縄文時

代中期以降が最も多く、次いで縄文時代早期後葉の分布が確かめられる。今のところ、住居跡などの

明確な集落跡は未発見で、陥穴状土城が窪田遺跡・中組遺跡 • 清水遺跡・堀の内遺跡など盆地の西側

丘陵緩斜面～微高地で確認されており、狩猟の場として機能していたものと考えられる。

弥生時代遺跡では、赤鬼上遺跡・大橋遺跡•都遺跡・大山遺跡ほか多くの遺跡が丘陵裾部などで確

認されている。遺跡密度は藪川以南の円田盆地南側で特に高くなっている。時期的には、弥生時代前

池 遺跡名 檜別 時 代 ぬ 遺跡名 極原l 時 代 ぬ 遺跡名 檜別 峙 代

I 窪田遺跡 集裕鯰 縄文 ・古JJ1・古代 32沢遺跡 敗布地 古代 63中沢B遺跡 散お地 弥生・古項・古代

2 十郎田遺跡 集濱跡 縄文 ・古1t1・古代 33築館餡跡 械餡 ,,, 世 臼中沢A遺跡 散布地 縄文・弥生・古墳～中世

3 前戸内遺跡 集欝菖•散布亀 縄文・古代 34 .ililJ遺蹟 敢布嬉 縄文・古代 65 fJI鳳沢下這葛 散布熾 古lft
4 西H敷遺鰭 隻鴛餡•散布亀 縄文・古!JI-中世 35本mii遺跡 散布嬉 縄文・弥生・古代・中量 66 g,,., り上這鼈 製鉄 近世

5 1'i小屋館跡 減館跡 中世 36 白山遺鯰 散布地 弥生・古n 67塩沢北遺跡 集術 弥生・古IJ't・ 古代
6 pノ内遺跡 集裕跡 弥生・古代・中世 37清水遺跡 散布嬉 縄文・ 弥生 • 平安 68台遺跡 散布亀•水田菖 長生 • 古墳·古代• 中世

7 脱遺踪 *IB鰭 •散布亀 弥生・古代 38花鞘鮒跡 散布地 中世 69洒脇古墳 古項 古墳

8 六角遺跡 集落跡 縄文·祢生 ・ 古墳 • 古代 39堀の内遺跡 散布嬉 縄文・弥生 • もIJt· 古代 70中届敷古墳 古項 古墳

9 三の輪遺跡 散布蟻 古れ・ 古代 ~o 寺坂遺跡 散布地 古代 71 大山遺跡 集箔 縄文・弥生・ 古項

10車地蔵遺跡 散布過 古代 41 見継遺跡 散布地 縄文 72 丹野山開遺葛 散布地 縄文・弥生・古代

II 鑽冶lil履量鱚 *IHlf・ 散布鎗 古代 42 A幡Ill古墳屏 古墳 古墳 73渋口下遺跡 散布地 縄文・古代

12 上棗の木沢量菖 散布地 古代 43士ヶ市遺跡 散布地 弥生・古代 74 洒駁遺跡 散布地 縄文・古代

13 中繋の木沢量菖 散布嶋 縄文 ・弥生 ・古代 “宋膳堂遺跡 散布地 弥生・古Ill・平安 75塩内遺跡 歓布地 弥生

14新城餡鰭 集落鰭•城館 古代 ・中世 45宋謂宮古項 古IJI 古墳 76塩内窯跡 窯鯰 近世

15都遺跡 集裕請 縄文・祢生・古墳 ・古代 46 Pの内II遣 散布地 縄文・淋生・古墳～巾麿 77上ヶ沢遺跡 散布地 縄文・ 弥生 ・古代

16稲背林遺跡 散布鍮 縄文・ 古代 47上野遺跡 散布地 縄文・弥生 ・古代 78北沢遺跡 散布馳 弥生 ・古代

17三本槻遺鰭 散布蟻 縄文 侶天王這椿・古墳 散布地 ・古墳 縄文・弥生 ・古墳 79 fll小谷遺跡 散布地 縄文・弥生 ・古代

18平沢鮪跡 械鮪跡 中世 49蟹沢遺跡 散布地 弥生 80北沢崖 塚 不明

19丈六遺跡 散布亀 古代 50 下大~Ill這鵞 散布地 縄文・弥生 ・古代 81稲荷遺跡 散布地 弥生• 平安
20平沢遺跡 歓布尾 古代 51兵衛館鯖 飢跡 ・散布蜻 縄文• 古代・中世 82夕Jn成 1号lft 古m 古1J1
21 算訪薗肩量篇 散布亀 縄文·弥生・古墳• 古代 52魔野遺跡 散布地 古代 83 ク1;•ri:2 号墳 古!JI 古れ

22 諏訪鱚憤穴菖II 横穴墓 古項 53大久保遺跡 散布地 古代 84 古驀ltlt古墳 古墳 古れ

23諏訪釦膝 城鯨賜 中世 3 磯ヶ坂遺跡 散布地 縄文• 古代 85愛宕山遺駐 散布地 弥生

24箕訪館遺駐 散布地 弥生 ・古1n 55後税遺跡 散布地 古代 86八掛屈敷跡 l:il敷 中世？

25、lヽ“遺臆 散布亀・経塚 II文•株生 ・古代· 巾貴 56清上遺跡 散布鍮 古代 印月蔵守跡 守院 中近世

26大怖内遺賄 散布蟻 弥生 57山崎遺瞼 散布地 縄文 88武久市遺跡 散布雌 縄文 ・弥生

”新並遺跡 散布蟻 縄文 58北割山遺跡 散布鳩 縄文・弥生 紛簿木城跡 城館 中世

28角ILIB遺跡 散布鍮 縄文 59赤鬼上遺跡 散布地 弥生・古代・中世 90新田中遺勝 散布地 古代

29北境遺跡 散布厖 縄文・淋生・古代・中' oo大檎遺銃 散布地 縄文・弥生・古墳• 古代 91 五石森遺跡 散布雌 弥生・古代

30食の入遺跡 散布嶋 弥生・古代 ・中世 61 /j*戸内遺鷲 散布地 弥生・古代 92今立遺跡 散布地 弥生

31 中組遺跡 散布遁 縄文•粒・古代 ・巾量 62立目湯遺跡 散布鍾 縄文・弥生 ・古I.ft 93四郎燿遺跡 散布織 縄文・弥生・ 古代

第1図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (1: 50,000) 



古墳時代の遺跡には、大橋姐跡、諏訪館前遺跡、堀の内遺跡などの集落跡や、台遺跡の水田跡とと

もに、円田盆地南側では宋膳堂古墳•西脇古墳・中屋敷古墳、愛宕山丘陵尾根線上では古峯神社古墳・

タ向原古墳群などが知られている。堀の内遺跡では、続縄文土器の北方系遺物も発見されている。

古代の遺跡は、都遺跡ほか多くの遺跡がある。都遺跡では8世紀前半ころの瓦が見つかっており、官

街関連遺跡と考えられている。戸の内脇遺跡、台遺跡では水田跡が発見されている。ただし、条里坪

呼称 (8世紀中葉～）起源の地名は円田盆地では旧囲名 ・検地帳に遡っても確認することはできない。

明治40(1907)年大日本帝国陸地測飛部測菰

第2図 円田盆地の旧地形と遺跡分布 (1: 25,000) 
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中世には、盆地の北～西側に、兵衛館跡、諏訪館跡、西小屋館跡などが築かれた。今回一部調査し

た西小屋館跡は、 「小村崎村 風土記御用書出jによれば兵衛館主の家臣村上氏が館主と記されてお

り、現在西小屋館跡北側に居を構える村上氏末裔の奥平家（町指定「奥平家住宅」）には、村上氏に係

わる知行安堵状ほか（「奥平家文書」）が伝えられている。戸の内脇遺跡 ・台遺跡では当時の水田跡が

発見されている。参考までに、室町時代の 「御段銭古帳」 (1538)には「こむら崎211300文 平さハ

38メ300文」とあり、この地域の生産力の大略を知ることができる。このほか、戸の内脇遺跡 ・台遺

跡・赤鬼上遺跡・伊原沢下遺跡などでは中世陶器や渡来銭などが発見されている。 ・

第m章発掘調査

1 . 調査の方法と経過

円田 2期地区県営ほ場整備事業に係わる今年度の調査は、 10月28日に開始した。調査対象は第3図

に示した範囲の約770.000面である。調査は、事前に町教育委員会が行った分布調査の成果に基づき、

遺跡の範囲や内容をより詳細に把握し、事業計画と遺跡との保護調整を図るために、実施した。

調査方法は、遺物の分布が確認された地域を中心に、現水田や畑地に沿って幅約 2mの調査トレン

チを適宜設定し、遺構の検出状況や地形・地層の状況を検討しながら、随時調査区を拡張した。調査

は基本的に遺構の確認のみに留め、精査は行っていない。最終的なトレンチ数と調査面積は333トレ

ンチ・ ll.669rri(全体の1.5%)に達した。調査トレンチの深度は概ね20-60cmである。堆積層の状況

を見るために一部のトレンチでは lm以上の掘り下げを行っている。

記録は、縮尺 1:1,000の図に検出遺構と調査ト レンチの土層・深度などを書き込む簡略な方法をと

り、適宜、写真 (35mmカメラ・デジタルカメラ）撮影を行った。調査は11月29日に終了した。

2 . 調査成果

(1) 基本層序

調査対象地域の基本層序は、地点によって異なるものの、以下の層に大別される。

第I層・耕作土。近世陶磁器等を含む旧耕作土や、現代の盛土も含む。

第II層・旧表土。この地方で 「ノポク」と称される黒色火山灰層を母材とする堆積層。

地点によって、層厚が異なり、丘陵部では流出や削平が著しく、低地では lm以上に及

ぴ、未分解植物質を多量に含む黒色スクモ層となっている。また、低地では、数次に及

ぶ再堆積が繰り返され、間層に氾濫原の砂礫層や灰白色火山灰(+和田a火山灰〈To-a〉:

10世紀前葉）層、水田耕作土層が確認された。

第m層 ・黄褐色ローム層。シルト～粘土質を呈している。t 第II層との境界付近に漸移的な変化や

氾濫原の黄褐色砂礫層が認められる地点があった。低地では、未分解植物質を含む黄褐

色スクモ層が確認される地点もあった。

遺構の検出面は、地点により第II層ないしは第m層である。



(2) 各遺跡の調査

① 窪田遺跡（遺跡記号 ：TS) 

遺跡は平沢字窪田 • 田中地内に所在し、北西から南東に舌状に延びる低平な丘陵上に立地している。

遺跡の南西側を藪川、北東側を藪川支流が南東方向に流れている。遺跡の南東側には旧河道をはさん

で都遺跡がある。遺跡は平成13年度の分布調査によって新規に発見され、今回の調査は昨年度の調査

に引き続くもので、県道岩沼 •蔵王線の北側部分（田中地区）を対象地としている。 調査面積は982rri

（調査トレンチ29本）である。

遺構は標高91-94mの水田 ・畑地を中心に発見された。遺構の確認面は多くが黄褐色粘土層上面で

あるが、 5・23・24Tでは黄褐色砂礫層上面、 15Tでは黒色土層上面である。

確認された遺構は竪穴住居跡6軒、掘立柱建物跡9棟以上、溝跡12条、陥穴状土城2基、焼土遺構

l基、 土城11基ほかピット多数などがある。 時期は縄文時代、古墳時代、奈良 •平安時代にわたる。 縄

文時代の遺構は陥穴状土城2基（長軸3.2m-3T、2.85m-10T)がある。古墳時代では中期 (5世紀）

と見られる竪穴住居跡が18Tで確認されている。 7 世紀後半～奈良•平安時代の竪穴住居跡や掘立柱

建物跡は微高地全体で確認された。16Tの住居は一辺5.8m、17Tの住居は北カマドで3.0mの煙道を

持つものであった。掘立柱建物跡は7Tで南北棟、 10・15Tで東西棟ほかが検出された。

遺物はコンテナ 1 箱分が出土した。 縄文時代後～晩期の土器、古墳時代～奈良•平安時代の土師器・

須恵器がある。 遺物の大半は 7 世紀後半から奈良• 平安時代のものである。

② 十郎田遺跡（遺跡記号： T Z) 

遺跡は小村崎字十郎田 ・ニ本木・中ノ内・宮前・宮下地内に所在し、北西から南東に舌状に延びる

低平な丘陵上に立地している。遺跡の南西側および北東側を藪川支流が南東方向に流れている。現河

道をはさんで南側には窪田遺跡、北側に前戸内遺跡がある。 今回の調査対象地は十郎田 ・ 中ノ内•宮

前・宮下地区で、調査面積は1.62lrri(トレンチ50本）である。

遺構は標高90-99mの水田・畑地を中心に発見された。遺構の確認面は多くが黄褐色を呈する粘土・

シルト層上面である。 40トレンチでは黄褐色砂礫層上面で確認した。窪田遺跡寄りの 1-5トレンチ

では、現河道に伴うグライ化した砂礫層が確認された。

確認された遺構は竪穴住居跡17軒、掘立柱建物跡9棟以上、材木塀跡3条、井戸跡1基、溝跡27条、

陥穴状土城 1基、 土城11基、水田跡 1ヶ所ほかピット多数がある。特に 8T・33T付近が濃密な遺構

分布を示している。 時期は縄文時代、古墳時代、奈良• 平安時代にわたる。縄文時代の遺構は陥穴状

土城 1基（幅0.2m-45T)がある。古墳時代では中～後期 (5-6世紀）と見られる竪穴住居跡が8

T・33Tで確認されている。33T4号住は南北辺4.5mの北カマドである。7世紀後半～奈良時代と見

られる竪穴住居跡や掘立柱建物跡は13T・20T・33Tほか低平な丘陵全体で確認された。9Tの掘立

柱建物跡は東西棟（柱穴65X80cm、柱間1.8-2.lm、建替）である。また、47Tでは、灰白色火山灰

(To-a)が堆積する幅3.0m以上のほぽ東西方向の大溝が確認され、遺跡の東側の22T、25T、30Tで

は、ほぼ東西 • 南北方向の布掘幅約40cm、柱痕跡20-25cm の材木塀跡が発見された。 30Tの材木塀の

外側では時期不明の小区画畦畔（ほぼ東西南北方向）の水田跡（耕作土から土師器2片出土）が検出
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され、この時期に属する可能性も考えられる。ほぼ東西南北方向（真北からやや東寄り）の大溝 ・材

木塀跡が検出されたことから、この時期の地割の一端を明らかにすることができた。

遺物はコンテナ l 箱分が出土した。 古墳時代～奈良 • 平安時代の土師器・須恵器がある。

③ 前戸内遺跡 （遺跡記号： U A) 

遺跡は小村崎字前戸内• 宮前地内に所在する。熊野神社のある丘陵から南東方向に延びる低平な微

高地上に立地している。旧称は熊野社前遺跡である。遺跡の西側に稲荷林遺跡、東側に西屋敷遺跡、

南側に十郎田遺跡がある。今回の調査対象地は宮前地区で、調査面積344rri(トレンチ9本）である。

遺構は標高96-99mの水田で発見された。明治40年の地図（第2図）では畑地だった部分に相当す

る。遺構の確認面はいずれも黄褐色粘土層上面である。

確認された遺構は、竪穴住居跡3軒、掘立柱建物跡3棟以上、溝跡8条、土城13基ほかビット多数

である 。 時期は 7 世紀～奈良• 平安時代である。7T付近が最も遺構密度が高く、竪穴住居跡の重複

が確認された。7T2号住は南辺が約6mである。

遺物は少なく、整理ザル 2 個分が出土した。 7 世紀～奈良• 平安時代の土師器、須恵器がある。

④ 西屋敷遺跡 （遺跡記号： UL) 

遺跡は小村崎字西屋敷• 西原• 宮前地区に所在する。兵衛館跡のある丘陵から南東方向に延びる低

平な丘陵上に立地している。遺跡の南東側に西小屋館跡、東側に戸ノ内遺跡、西側に前戸内遺跡があ

る。 今回の調査対象地は西屋敷 • 宮前地区で、面稲は995rri (トレンチ25本）である。

遺構は標高93-99mの水田で発見された。遺構の確認面はいずれも黄褐色粘土層上面である。確認

された遺構は、掘立柱建物跡6棟以上、溝跡38条、井戸跡1基、土城6基ほかピット多数である。全般に

掘立柱建物跡や井戸跡等は西小屋館跡近くで発見されている。掘立柱建物跡の柱穴は30-60cm、柱痕

跡が20cm前後のものが多い。18T建物跡は東西棟である。伴出遺物がなく時期不明ではあるが、位爵

関係から西小屋館跡の存続していた時期（中世）に属する可能性がある。 溝跡は東西方向• 南北方向

など各種あり、重複関係からも古いものから近世に属するものまで様々である。20T東側で検出され

た大溝は、堆積土から中世陶器が出土しており、西小屋館跡の堀に相当するものと考えられる。19T

土城からは14世紀の常滑焼甕破片が出土している。

遺物は少なく、整理ザル2個分が出土した。縄文時代の石器（剥片）、古墳時代中期～平安時代の土

師器、中世陶器、近世陶磁器がある。

⑤ 西小屋館跡 （遺跡記号： UB) 

遺跡は小村崎字西屋敷地区に所在する。兵衛館跡のある丘陵から南東方向に延びる低い丘陵の先端

部分に立地している。館跡の周辺には、館前、館脇、館束、館東脇、堀の内といった城館に関わる地

名が残されている。館跡の南東隅付近が旧道の村田道と足立 （菅生）道の分岐点にあたっている。調

査面積は55rri(トレンチ4本）である。

今回の調査区では、遺構・遺物ともに発見することはできなかったが、水田面との比高差が3.0mの

土塁と堀跡が、良好な状態で残存している。平成4年に東北福祉大学による測撮調査が行われてお

り、「地頭館に相当」するという見解が示されている。
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第3図 調査トレンチの位置と遺跡の範囲 • 主な遺構 (1 : 5,000) 

象淡：：将,<・：淡：,: 歿；.:

忍婆蕊婆忍翠婆忍名~$ii毯t =ii構が濃密な範囲心-:~..,-:,:;;,: 

心•:•・
.... -.. 
・.・.・・・・・-:,:-・ ... ... .... -. 点：-:.: ・翌 ＝遺構が疎らな範囲

~001 

87・88 



⑥ 戸ノ内遺跡（遺跡記号： UC) 

遺跡は小村崎字前戸ノ内・戸ノ内中・向原地内に所在する。兵衛館跡のある丘陵から南東方向に延

びる低平な丘陵上に立地している。遺跡の東側に原遺跡、南～西側に西小屋館跡・西屋敷遺跡がある。

今回の調査対象地は戸ノ内 ・戸ノ内中地区で、 1,14lrri(トレンチ30本）である。

遺構は標高92-99mの水田で発見された。遺構の確認面は8T・lOTが砂礫層上面、他はすべて黄褐

色粘土層上面である。確認された遺構は、竪穴住居跡3軒、掘立柱建物跡材乗以上、溝跡15条以上、土

城8基ほかピット多数である。丘陵の西南側で確認された竪穴住居跡や掘立柱建物跡の時期は7世紀

から 8世紀を主とする。27T住居跡は北辺4.0m、21T建物跡は柱穴80X80cmの東西棟である。24T・

26Tで確認された幅2.5mの大溝は西小屋館跡北東辺とほぼ平行している。27Tで多数のピット群、 28

Tで中世陶器片が見つかっており、西屋敷遺跡同様、西小屋館跡に関連する遺構が広がっているもの

と考えられる。戸ノ内中地区には、「堀の内」地名（明治8年 「磐城国刈田郡地誌J)も残されている。

29Tの建物跡は近世以降と見られる。

遺物はコンテナ 1箱分が出土した。弥生土器 1片 (1T)、7世紀から奈良時代を中心とする土師

器• 須恵器、中世陶器、近世陶磁器がある。

⑦ 原遺跡（遺跡記号： UF) 

遺跡は小村崎字原東 ・向原・戸ノ内・戸ノ内中・車地蔵地内に所在する。兵衛館跡のある丘陵から

南東方向に延びる低平な丘陵上に立地している。遺跡の西側に戸ノ内遺跡、南側に六角遺跡がある。

今回の調査対象は原東・戸ノ内 ・戸ノ内中地区で、面積は577rri(トレンチ24本）である。

遺構は標高92-95mの東側水田で発見された。確認面は現耕作土下に、 3枚の砂礫層（氾濫原）が

認められ、それぞれの砂礫層下に水田跡や溝跡が確認された。現耕作土直下の赤褐色砂礫層は近世で

ある。この赤褐色砂礫層と下の砂礫層との間の黒色土層中の間層に、灰白色火山灰層 (To-a)が認め

られ、以下は10世紀以前に属する。古代の水田跡は耕作土と溝跡5条以上が砂礫層をはさんで、上下

2枚の層にわたって確認された。幅0.2-0.4mの溝跡はほぼ南北方向、耕作土下の床は棚田状を呈し

ている。氾濫後、溝はほぼ同じ位置に作り直されている。llTの黒色土層中からは弥生土器（十三塚

式・壷） 1片が出土している。9T・lOTでは土城1基・ビットが検出されている。

⑧ 六角遺跡（遺跡記号： UE) 

遺跡は小村崎字六角 • 六角地蔵•高野 ・ 雁柄橋• 上野・上の前・館東脇に所在する。原遺跡の南に

広がる低平な丘陵上に位置する。昭和32年の遺跡登録当時の六角上・下遺跡は現在の六角地蔵の付近

にあたる。ここでは双方一括して六角遺跡として扱う。今回の調査面積は3,448rri(トレンチ100本）

である。

遺構は標高86-95mの水田・畑地で発見された。遺構の確認面のほとんどは黄褐色粘土～シルト層

上面である。一部のトレンチでは旧表土の黒色土層で確認した。

確認された遺構は、竪穴住居跡16軒、竪穴状遺構3基、掘立柱建物跡l冴東以上、区画溝 1ヶ所、畝

状遺構 l ヶ所、溝跡50条以上•土城24基ほかピット多数である。 時期は古墳時代前期・後期、奈良・

平安時代である。古墳時代前期の集落跡は遺跡の北側中央51T・52T・57Tで確認された。52T3号
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住南辺3.6m以外の7軒は一辺6.0m前後の規模を持つものである。古墳時代後期 (6世紀）の竪穴住居

跡は遺跡中央東斜面の33T1号住.2号住で発見された。ともに北カマドで一辺3.7m、3.2mである。

奈良時代の竪穴住居跡は48Tで発見された。南辺で4.4mである。このほかの住居跡は、年代決定の資

料に乏しく明確ではない。3T住居跡は北辺5.65mの北カマド、 85T住居跡は一辺2m以上、 87T住

居跡は一辺2m以上、 4m以上である。遺跡の北側ではほぽ東西南北の古代と考えられる区画溝 （幅

2.0-3.0m)が検出された。SOTと51Tの東西溝間は53.8mで、ほぼ半町離れている。48Tの区画溝の

西側では、同時期ないしは溝より古い南北方向の畝状遺構が発見されており、畑地として利用されて

いたものと考えられる。遺跡の東側一帯で発見された建物跡のうち、 26T・27T付近は、字名から、

「安永風土記」中の 「かうや屋敷 登軒」に相当するものと考えられる。

遺物はコンテナ 2箱分出土した。縄文土器（前期初頭、後～晩期）、石器、弥生土器、古墳時代～平

安時代の土師器 ・須恵器、近世陶磁器がある。

⑨ 三の輪遺跡 （遺跡記号： UM) 

遺跡は小村崎字三の輪・車地蔵に所在する。愛宕山丘陵から西に延びる舌状丘陵に立地している。

遺跡の南側に沢をはさんで、 車地蔵遺跡がある。調査面積は98rri(トレンチ 3本）である。調査の結

果、遺構 ・遺物ともに発見することはできなかった。平成13年度の分布調査で土師器が確認された南

斜面畑地は作付のため、今回調査できなかった。

⑩ 車地蔵遺跡 （遺跡記号 ：U G) 

遺跡は小村崎字車地蔵 • 三の輪に所在する。愛宕山丘陵から西に延びる舌状丘陵に立地している。

沢をはさんで遺跡の北側に三の輪遺跡、南側に鍛冶屋敷遺跡がある。調査面積は933rri(トレンチ20

本）である。遺構は方形区画溝跡1ヶ所、溝跡6条ほかピット多数がある。遺跡の北側で発見された

方形区画溝は幅2.2m、出土遺物はなく、時期は特定できない。

遺物は全体で整理ザル 1個分出土した。古代の土師器 ・須恵器、近世陶磁器がある。

⑪ 鍛冶屋敷遺跡（遺跡記号： UN) 

遺跡は小村崎字鍛冶屋敷・車地蔵• 一ツ橋 • 長根道下に所在する。 愛宕山丘陵から西に延びる舌状

丘陵～微高地に立地している。調査面積は531rri (トレンチ13本）である。

発見された遺構は、掘立柱建物跡 1棟、水田跡1ヶ所、溝跡2条以上、土城 l基、ほかピット多数

である。7T-13Tが検出された幅l.O-l.3mのほぽ南北方向の溝跡は、灰白色火山灰層 (To-a)を切

る。 6Tでは灰白色火山灰層下で、水田跡に伴う畦畔状の高まりと耕作土壌を確認している。他のト

レンチでは灰白色火山灰層下の確認調査は行っていない。出土遺物はない。

⑫ 上葉の木沢遺跡 （遺跡記号 ：UH) 

遺跡は小村崎字上葉の木沢 • 長根道下・ ーツ橋に所在する。愛宕山丘陵から西に延びる舌状丘陵に

立地している。今回の調査対象は一ツ橋地区で、面積は366rri(トレンチ12本）である。遺構は掘立柱

建物跡3棟以上、井戸跡2基、土城1基ほかピット多数である。3-5Tで確認された建物跡ほかは、

「安永風土記J中の「長根屋敷 壺軒」に相当するものと見られる。3Tの旧表土から土師器の小片

と6Tの旧表土から近世磁器の小片が得られている。



⑬ 中葉の木沢遺跡（遺跡記号： u J) 

遺跡は小村崎字中葉の木沢• 上葉の木沢・ーツ橋に所在する。愛宕山丘陵から西に延びる舌状丘陵

に立地している。沢をはさんで遺跡の北側に上葉の木沢遺跡がある。今回の調査対象は一ツ橋地区で

面積は578対（トレンチ14本）である。遺構は掘立柱建物跡2棟、溝跡1条、ピット多数である。

遺物は全体で整理ザル 1個分、縄文土器1片、土師器、近世磁器が出土した。

第IV章 まとめ

今回の調査は、遺物の分布が確認された地域を中心に333トレンチ・11,699面の調査を行った。調査

目的上精査は行っておらず、本調査に待つところが大きいものの、以下に概要を取りまとめておく。

1. 縄文時代の遺構は窪田遺跡・十郎田遺跡で検出された。いずれも溝状をなす陥穴状土城である。

以前に調査された円田盆地西側の中組遺跡ほかと同様の形状である。詳しい所属時期は不明である

が、周囲からは縄文時代後～晩期の土器が出土している。このほか、西屋敷遺跡で石器（剥片）、六角

遺跡 ・中葉の木沢遺跡で縄文土器の小片が得られている。

2. 弥生時代の遺構は確認されなかった。 円田盆地北側の戸ノ内遺跡 • 原遺跡・六角遺跡で、弥生土

器の小片が得られている。原遺跡の弥生土器は黒色土層下部からの出土であり、水田跡の存在も予想

されるが、今後の調査に待つところが大きい。

3. 古墳時代の集落は、前期 (4世紀）が六角遺跡北部、中期 (5世紀）が窪田遺跡、中～後期 (5

-6世紀）が十郎田遺跡、後期 (6世紀）が六角遺跡東部で発見された。集落の構成は竪穴住居と掘

立柱建物から成り立つ。6世紀以降の住居はすべて北カマドで、統一されている。

4. 古代、特に 7世紀後半から 8世紀前半にかけて、遺跡数は急増し、面的な広がりを持つようにな

る。十郎田遺跡で確認された材木塀、灰白色火山灰 (To-a)の堆積する大溝、六角遺跡北部の区画溝

は、 この時期から灰白色火山灰降下の10世紀前葉までの地割の一端を示している可能性がある。これ

らの施設は、真北からやや東寄りの方位のほぽ東西南北を基本に配されている。灰白色火山灰層下で

検出された原遺跡 ・鍛冶屋敷遺跡の水田跡や、 十郎田遺跡の材木塀外側の水田跡もこうした方位と関

連する可能性がある。

5. 調査区を含め、円田盆地では、条里坪呼称 (8世紀中葉～）起源の地名は字名 ・旧囲名・検地帳

においても確認することはできない。都遺跡と周辺施設の成立時期は、刈田郡4郷のうち三田郷を円

田盆地に比定する見解、さらには三田＝御田説、都＝屯倉説の検証とともに、今後の検討課題である。

6. 中世城館の西小屋館跡は旧道村田道と足立（菅生） 道との分岐点北西部に所在する。土塁と堀跡

が良好な状態で残存している。今回、中世陶器が出土した西屋敷遺跡・戸ノ内遺跡の館跡隣接地にも、

関連遺構は広がっている。館主に係わる古文害が「奥平家文書」として残されている。

7. 近世に関わる遺構や遺物も、ほぽ調査区全域で、少なからず確認された。「安永風土記j中の「か

うや屋敷」・「長根屋敷」に相当すると見られる建物跡も、六角遺跡 ・上葉の木沢遺跡で発見された。

8. 水田跡は、中小河川の氾濫原や灰白色火山灰層の下に残されていた。
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調 査要 項

遺跡名：山王遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号 ：39049 遺跡記号： RA) 

所在地：宮城県遠田郡小牛田町荻坪字江口裏 • 阿弥陀

調査原因：中弊西部県営ほ場整備事業

調査主体：宮城県教育委員会

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課

調査期間：平成14(2002)年12月5日-6日

対象面積 ：約500rrl

調査面積：約200rri

調査 員 ：白崎恵介西村カ

調査協力：小牛田町教育委員会、宮城県古川産業振興事務所



第I章 遺跡の概要

山王遺跡は、遠田郡小牛田町荻坪字江口衷• 阿弥陀に所在する。JR陸羽束線北浦駅の北方約

1.5km、東流する江合川北側の後背湿地中に点在する微高地の一つに位爵し、遺跡がある地点の標商

は13-14mである。遺跡の現状は集落が営まれる他、田畑として利用されている。当遺跡から土師

器、須恵器が採取されており、古代の遺物の散布地として登録されている。

第II章 調査に至る経過と調査方法

山王遺跡の発掘調査は、中坪西部県営ほ場整備事業に係るものである。調査対象部分は遺跡南端部

にあたる。平成9年度および平成12年10月3日の古川産業振興事務所との現地協議の結果、工事立会

としたものである。平成14年11月13日の工事立会時に、排水路設骰予定箇所に灰白色火山灰が堆積す

る溝跡と、土師器甕などが出土する溝跡およぴ井戸跡 1基が検出された。これを受けて同年12月5

日、排水路設置箇所およぴパイプライン設置箇所を対象に事前調査を実施した。

発掘調査は、排水路を設置する予定の箇所を 1区とし、南北幅3m、東西長さ36mの、また、パイ

プライン設謄予定箇所を 2区とし、東西幅2m、南北長さ40mの調査区をそれぞれ設定した。両調査

区とも表土を重機で除去し、表土下の地山面で遺構を検出し、各遺構の精査を実施した。検出した遺

構の実測にあたっては、 工事用測祉基準点を用い縮尺 l/100の平面図を作成した。適宜縮尺 l/20の

平面図およぴ断面固を作成した。同時に35mmカラースライドフィルムによる記録写真を撮影した。

第 1図遺跡の位置 (1: 25,000) 第 2図講査区の位置 (1: 2,000) 
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①1区 1区では溝跡 6条、井戸3基、柱痕跡や柱抜取穴を伴う柱穴19個のほか、多数の

ピットを、表土（庫さ30cm)直下の黄橙色砂地山面で検出した。

［溝跡】検出した 6条の溝跡のうち、 SDOl溝跡は幅約30cm、深さ約15cmの南北方向の溝跡で、

堆積層は黒褐色砂質土で灰白色火山灰が混入している。遺物はSD02から土師器甕の破片、

陶器域の破片が出土した。

【井戸跡】検出した 3基の井戸跡は規模、形態、堆積層などがいずれも類似している。この

うちSE07井戸跡は平面形が短軸1.4m、長軸1.6mの楕円形で、壁はやや急な角度で掘り込ま

れている素掘りの井戸である。深さ約1.5mまで確認した。堆積層はしまりのない黒褐色粘

質土の自然堆積層である。遺物は曲物が出土した。この曲物は直径19.5cm、高さ16.0cmで、側

板と底板が残存していた。

【柱穴】19個の柱穴を検出したが、調査区の幅に制限があり、それぞれの柱穴がどのように

建物跡を構成するのか確認できなかった。柱穴掘方の形状は20-60cmの円形もしくは方形

で柱痕跡は直径10-20cmである。いずれの柱穴も残存する深さは20-30cm程度である。大

多数の柱穴では掘方埋土が黒褐色砂質土で、柱痕跡は黒色土である。遺物として掘方埋土か

ら土師器片や磁器片、陶器片などが出土した。

②2区 2区では、表土（厚さ約50cm)直下の黄橙色砂地山面で溝4条、ピット 6個を検出

した。溝跡の規模は幅50cm-5 mである。ピットは平面形が直径40-50cmの円形で、深さは

いずれも20-25cm程度である。いずれの遺構の堆積層も黒褐色砂質土が主体であり、遺物は

(X = - 1~8. 714. 487 出土していない。
Y = 16,685.455 

w まとめ

山王遺跡の今回の調査では溝跡と井戸跡、柱穴およびピットが検出された。これらの内で、遺構の

年代が想定できるものに 1区で検出したSDOl溝跡とSE08井戸跡がある。SDOl溝跡の堆積層中に灰白

色火山灰が混入しているのが確認でき、この火山灰層を降下時の 1次的な堆積とみれば、この溝は古

代のものとみることができる。また、 SE08井戸跡から中世頃のものと思われる陶器甕が出土してお

り、この井戸跡は古く遡っても中世頃の遺構と考えられる。これ以外の柱穴では磁器や陶器が出土し

ているものがあることから、柱穴群は近世以降の遺構と考えておきたい。また、溝跡についても堆積

土の特徴から中世以降の水田に関係する水路と考えられる。
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曲物 （縮尺 1/ 3) 
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調査要項

遺跡名：大畑遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号： 02262 遺跡記号： 0 B) 

所在地：宮城県白石市字東大畑

調査原因：国道113号線道路改良工事

調査主体：宮城県教育委員会

調査担当 ：宮城県教育庁文化財保護課

調査期間：平成14(2002)年3月4-8日、平成14(2002)年5月9・10日

調査面積：約160rri

調査員：阿部博志・後藤秀一• 佐藤則之• 佐久間光平 • 高橋栄一 • 千葉直樹

調査協力：白石市教育委員会、宮城県大河原土木事務所



第I章 はじめに

大畑遺跡は白石市字東大畑に所在する。本遺跡は東を阿武隈山地、西を奥羽山脈に挟まれた一般に

白石盆地と呼称される低地に位置し、白石川の支流である斎川西岸の自然堤防上に立地している。標

高は約45mである。

本遺跡のある白石市周辺には、現在400ヶ所以上の遺跡が確認されており、県内でも遺跡の集中す

る地域の一つである。古墳時代以降には、斎川流域を中心に遺跡の分布が多数認められ（第 1図）、集

落跡としては梅田遺跡、田中遺跡、観音崎遺跡、北無双作遺跡などがある。また周辺には、鷹ノ巣古

墳群などの高塚古墳や郡山横穴墓群を中心とする横穴墓、古瓦を出土する堂田廃寺跡や冗山窯跡など

がみられる。

今回の調査は、国道113号線のバイパス建設工事に伴う発掘調査である。平成2年・ 5年に宮城県教

育委員会が遺跡の範囲確定のための確認調査を（近藤 1991)、また平成6年には国道113号線の本線部

分約1650rriを対象に発掘調査を実施した（八嶋 1995)。今回は国道113号線本線部分と白石市都市計

I'<> 遺跡~ 名
＂ 

代 種 別 池 遺跡名 時 代 檜 別
l 大畑遺鯰 弥生•奈良～中世 官術 8 改田廃守跡 平安 寺院

2 観行崎遺跡 古項後•平安 簗落 9 白石条見制跡揖定地 古代・中世 水＂跡
3 北熊双作遺跡 古項• 奈良 集沼 10 鷹ノ巣古項群 古項 • 古代 前方後円項・円項
4 櫂田遺鯰 弥生・古1.n 集袷 II 怠山憤穴古in群 古項後・ な良 横穴墓

5 ill中遺餘 縄文～中世 散布嬌 12 謀岩憤穴古墳群 古項後・奈良 横穴墓

6 冗山閃跡 古代 記跡 13 坂谷古項群 古墳• 奈且 円瑣

7 八幡坂酋窯跡 古代 窯跡

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (1 : 50,000) 
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第2図 講査区の位置と周辺の地形
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画道路との取り付き部分（対象面積：約300面）を対象として発掘調査を行った（第2回）。調査対象

区内に道路があるため、道路を除いた部分を平成14年3月に、道路部分を 5月に発掘調査を行った。

なお、調査で発見された掘立柱建物跡の一部は白石市教育委員会による調査区域に入るが、本報告で

扱うこととした。また調査における地区割りは、白石市都市計画道路のセンター杭Nu54(X = -

221461.0150、Y= -17613.5836)、Nu55(X = -221441.9707、Y= -17607.4750)をもとに、 Nu54を原

点 (0.0)として設定した。

第11章 発見された遺構と遺物

今回の調査では、掘立柱建物跡2棟を検出した（第3図）。基本層序は、 1層：現代の水田耕作土、 2

層：灰色粘土質シルト層、 3層：黒褐色シルト層（遺構掘り込み面）、4層：明黄褐色シルト層で、各

遺構は4層上面で検出した。
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（第4号掘立柱建物跡】（第4図）

西側で検出した東西2間以上、南北3間の床束をもつ建物跡で、 一度建て替えられている(A→B)。

B期： Pl-7で柱抜き取り痕跡、 P8・9で柱痕跡が認められた。柱抜き取り穴を掘り下げたと

ころ、 p1の柱穴底面では円形の窪みが、またP2-7の柱穴底面では円形に酸化鉄の付着した部分

が認められ、いずれも柱の痕跡と考えられる。平面規模は柱痕跡の中心をもとにすると、東西が北側

柱列で5.6m以上、柱間寸法が東より2.9m・2.7m、南北が東側柱列で総長6.2m、柱間寸法が北より2.2

m・1.8m・2.2mである。建物の方向は、東側柱列でみると北で約 90東に振れている。柱穴の規模は、

長軸ll0-125cm、短軸82-ll5cmの隅丸方形を基調とし、深さは確認面から44-88cmである。柱穴埋

土は明黄褐色シルトプロックを含む黒褐色砂質シル ト、灰黄褐色砂質シルトを主体とする。柱痕跡は

径20-26cmの円形と考えられる。なお、柱抜き取り穴は明黄褐色シルトプロックを多祉に含む暗褐色

砂質シルトで埋め戻されている。床束の柱穴は、 一辺40-70cmの隅丸方形を呈し、柱痕跡は径10-12

cmの円形である。

遺物は柱抜き取り穴堆積土から、土師器小片 l点、箆状石器1点（写真図版2の1)が出土してい

る。

A期： B期と同様に柱穴底面で円形に酸化鉄の付着した部分が認められ、柱の痕跡と考えられる。

平面規模は柱の痕跡の中心をもとにすると、東西が北側柱列で5.0m以上、柱間寸法が東より2.5m・2.5

m、南北が東側柱列で総長5.5m、柱間寸法が北より1.9m・1.7m・1.9mである。建物の方向は、東側

柱列でみると北で約80東に振れている。柱穴は柱が抜き取られているため残存状況は悪いが、規模

は長軸ll0-150cm、短軸100cm程の隅丸方形を基調としているとみられ、深さは確認面から52-85cm

である。柱穴埋土は明黄褐色シルトプロックを含む黒褐色砂質シルト、黒色砂質シルトを主体とす

る。柱痕跡は径22-25cmの円形と考えられる。床束の柱穴は、一辺30-55cmの隅丸方形を呈する。遺

物は出土していない。

【第5号掘立柱建物跡】（第5図）

調査区東側で検出した桁行3間、梁行2間の南北棟総柱建物跡である。すべての柱穴で柱が抜き取

られている。平面規模は柱抜き取り痕跡の中心をもとにすると、桁行が西側柱列で総長約6.4m、柱間

寸法が2.0-2.3m、梁行が北側柱列で総長約6.2m、柱間寸法が3.lm等間となる。建物の方向は、北で約

1 0西に振れている。柱穴は南北に 2個ずつ連結した布掘り状を呈し、規模は長軸3.5-3.6m、短軸1.1

-l.2mで、隅丸長方形を呈する。深さは確認面から48-68cmである。柱穴埋土は黒褐色砂質シルト

とにぶい黄褐色シルト質砂を交互に埋めている。なお、柱抜き取り穴は明黄褐色シルトプロックを含

む黒褐色砂質シルトで埋め戻されている。

遺物は柱抜き取り穴堆積土から、ロクロ調整によらない土師器杯・甕の小片が3点出土している。
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第5図第5号違物跡

第m章まとめ

1 . 建物跡について

今回の調査では建物跡が2棟検出された。また本遺跡ではこれまでに宮城県教育委員会（八嶋

1995)、白石市教育委員会（消野 1991、清野 2002、註1)によって調査が行われ、礎石建物跡3棟、

掘立柱建物跡7棟、区画溝跡が発見されている（第6図）。

本調査区の西側で検出された第1・2・3・6・7号建物跡はいずれも総柱の建物で、倉庫と考え

られる。これらは計画的に配置されていることから、郡術の倉庫院と考えられ、掘立柱建物から礎石
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建物への変遷が考えられている。また遺構の年代が8世紀前半代から平安時代であり、時期的に苅田

郡建置（続日本紀で養老5年 (721年）に柴田郡から分かれて建置されたという記載がある）と矛盾し

ないことから、本遺跡は苅田郡術と考えられている（八嶋 1995)。なお、第8・9号建物跡は総柱の

建物ではないが、建物の方向が一致することから郡術を構成する建物跡と思われる。

今回検出した第5号建物跡や白石市教育委員会の調査で検出している第10号建物跡も総柱の建物で

倉庫と考えられることから、前述の倉庫院を構成する一部と考えられる。これらの建物群は、ほぽ真

北を基準に建てられており、強い計画性が窺える。また第10号建物跡の南側で検出している第3号溝

跡は東西方向の溝で、建物群と方向が揃う。第3号溝跡以南では、小規模な建物跡が2棟のみで倉庫と

考えられる建物がみられないことから、第3号溝跡は倉庫院南辺の区画溝と考えられる。これまでの

調査で倉庫院西辺とみられる区画溝（第 1号溝跡）を検出しており（註2)、倉庫院は東西80m以上、

南北132m以上の規模をもつとみられる。

第5号建物跡の年代は、柱抜き取り穴堆積土からロクロ調整によらない土師器杯 ・甕が出土してお

り、また倉庫院の年代が区画溝跡や建物跡から出土した瓦の年代観から概ね8世紀前半に位置づけら

れていることから、本建物跡も 8世紀前半頃と考えられる。

第4号建物跡は、建物の方向が北で8-9° 東に振れており、ほぽ真北を基準としている他の建物跡

と違いが認められる。こうしたことから第4号建物跡は倉庫院とは時期が異なる可能性もある。建物

跡の年代を特定できる遺物が出土していないため年代は特定できないが、周辺の出土遺物などから 8

世紀前半から平安時代におさまるとみられ、郡街に関係する建物跡と思われる。

2. まとめ

①今回の調査では掘立柱建物跡2棟が検出された。このうち第5号建物跡は郡街の倉庫院を構成する

建物と考えられる。

②建物の年代は、第5号建物跡が8世紀前半頃、第4号建物跡が8世紀前半～平安時代と考えられる。

③本遺跡は苅田郡術と考えられている。倉庫院と考えられる建物群は発見されたが、郡街の様相につ

いては今後の課題である。

註1: 白石市教育委員会が平成13年度と平成14$度に行った発掘調査によるもので、同教育委員会清野俊太朗氏から御教示いた

だいた。

註2: 第 1号溝跡は北側で西に曲がることから、倉庫院とは別の区画施設と考えているが （八嶋 1995)、第1号溝跡以西で遺構

を検出していないことから （近藤 1991)、倉庫院の西辺と考えられる。 大和町一里塚遺跡 （大和町教育委員会 • 宮城県教育

委貝会 1994)では倉庫院の区画溝がクランク状になっており、 本遺跡も同様なものの可能性がある。
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ふりがな ふりがな コ ー ド
束経 謂査(面rrl積) 

所収遺跡名 所在地 市町村 ：遺跡番号
北緯 調査期間 調査原因

1次
20010905-

業認ほ調場に査整伴備う事確み宮や城ざII県ん加か美み郡ぐんみ宮.,崎~ 「さ

聾 渭雰
2200次21203 7.470 

だ壇ん のの 越~L 遺いせ跡さ
30039 町らょう字あざ島とり船しf・と烏り屋がぐ≫崎ささ 044431 20020507-20秒 20020701 1.150 重認潤要査遺跡確

20020507-
： 20020701 

み宮町り田だや●う城・●小な中こか"県う内ん村むら刈らかつ•崎さ↓宮さ田にゃあ字前9ざぐ郡え人じ十•蔵●み宮ざうや下お王ろ郎Lたうう
． 

十c.. ぅ 郎，，うだ

講 140度
遺,. 蘇田 05105 41分 1.621 

20秒 09秒

窪く"田,, 遺,, せ跡さみ宮らやょ城うざ平ひらII県さ沢んわ刈かあ字っざ田たたな郡ぐかん蔵ざJ王H i 05193 ？鳥
140雰
41 982 

町 田中 08秒

前2え戸とう内ら遺いせ跡さ ,,宮ち~：.ぅ城ざ小.:.<I県村<,人らか刈崎さ，，さあ田たざみ郡（・や人ま蔵ざえ “王う ! 05108 冒 讐 344 
町村 字宮前

ん宮'!敷"しやう城•ぶ小'ム宮9県』やん村し前9か刈らえ9崎さ田た●あ字都ぐ'ん酉"蔵ざ'"' 王屋や
： 

璽
にし~· しさいせさ 140募
西屋敷遺跡 05196 41 995 

13秒

にし：：やいせさ
み宮ちやょう城ざこII県しんら刈かさっさあ字田たざに西郡ぐんし屋蔵やざ敷しお王、う

¥ 05048 鱈 渭界西小屋 遺跡 55 
町小村崎 28秒

.!.. p ノのう内ら遺いせ跡さみ官町内令,.』.,'城,小",,県'ん村".か刈らっ. I 田た郡ぐ"戸蔵，ゎ王ノ． 9 濡 140度
05197 41分 l.141 • 戸 ノう内崎さらさな中あ字かざ 28秒 37秒

み宮合ら町.,ヽうク城小こ椅,,県ん村むらか刈．っ崎"合田たあ字グざ部ぐん蔚"原蔵らざ笛Oが"王束L 

20021028-
業認ほ場に伴整備う事確ばら ・ヽ せさ 043010 38度 140度

原遺跡 05111 07分 41分 20021129 577 調査
3昧少 51秒

六，，っか角く遺,. せ跡さ.. た館宮町.高らて.. ， 野り.城束ぷが小. し•"県脇わtむ上んさ寸ら●刈崎野.さ. .,●田あ字•,上ざ.,ぐ郡^六人のっ.蔵か角ざ前, く9王』.4 
05112 喜I宣 3.448 

み宮"ヤ'城・●小'く9県単くるん村"`倉刈地じ9崎さぐ蔵田たさ9島字罪くピん蔵みざ 王.0 , 

； 

みの 輪わ遺いせさ

冒 冒三の 跡 町ゎ 三 の 05194 98 

輪

遺車くいる1 地じ せ蔵跡々うさ，，宮ら々ょみ城が小こ，，I県tん村しのか刈ら•崎さ)わ＆田たあ字郡ざぐんく車蔵るざまお王地じう ； 

冒 冒05198 933 
阿蔵• 三の輪 ： 

，，宮らゃょ う城~小こ(ot県l,村しJ.f らか刈崎さっtさ田あ字たぞざう郡ぐ鍛かん蔵ひ冶ざじと屋わ王つゃう
； 

鍛遺かい 冶じ 屋ゃ せ敷跡Lささ

璽 140雰敷打 ・車地蔵・ ー ツ
05114 42 531 

00秒
偽



か上いみ薬IJのの木Sせ沢さわ8 
み宮町らヤょう城ざ小こu県村t,んら刈か崎さっさあ字田たざひー郡＜・とんツ蔵つざば橋U王し・l ! 05143 鴨 讐 366 

業認ほ調場に査伴整備う確事
遺跡

043010 : 20021028-
な中いか葉1よのの木させ沢さわさ

，，宮町らやょう城ぎ小こIt県村t,んらか刈崎さっさあ字田たざひー郡ぐとんツ蔵つざ橋l!；；王L ぅ 鱈 讐
20021129 

j 05144 578 
遺跡

ん亨や懇が•町阿"凡ぁん弥荻みと知.. 坪陀ヽ．l字'fぐん江1'こ失ご
： 

聾 闘 ほ場に整伴備う事確さ山んの王う遺いせ跡さ
045039 39049 20021205- 200 砿田 口 20021206 業認調査
： 
： 1次

み宮い一やらば番城~んほIf県んかし白ろい石L市L大nおU畑f: 講 140度 20020304- 線国 道 113号事前“大“ ‘畑よた 遺いせ跡さ
042064 02262 37分 20020308 160 麗r伴改在良う工事

03秒 58秒 2次
20020509-
20020510 

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な遺構 主な遺物 特記事項

須恵器•土墨師得器土・器灰・釉刻掏害器土・官街関連遺跡（城柵

道築路地•跡四塀脚跡「・櫓跡・木八塀脚跡門 円面硯． か方束）格山地官割術と遺道跡路関跡連官術l関連遺 器
培の越遺跡 跡 奈良•平安 跡 1跡跡 ・材 木製品 （木簡？・紡他輪）他）

集落跡 掘立柱土建物城 ・竪穴住居・ 鉄製品（銃•）鉄斧
方のう建外形物郭区施群画設施設を伴溝跡・ 土製品 （土錘

石製品 （砥石）

十郎田遺跡
集落跡・水 縄文・ 古 掘跡溝跡立・材跡1l:・土木建猥塀物・跡跡陥・•穴井竪状穴戸土住跡漿居・． 縄文師土器
田跡 墳 • 古代 土 器・須恵器

水田

掘立• 溝柱建物跡・竪穴穴住居状 材木届塀跡などの施設
窪田遺跡 集落跡

縄文 • 古
跡 跡・ 土漿・陥 土師器・ 須恵器 は、 術関跡連と逍跡連で

墳 • 古代
土漿 ある遺 関す

る可能性がある。

前戸内遺跡 集落跡 古墳・古代 掘跡立・溝柱跡建物跡 ・竪穴住居 土師器・須恵器

西屋敷遺跡 集洛跡 縄項中世• 文古代・ 古・掘立柱建物跡•井戸跡・ 石器・土師器• 中世陶器・
溝跡 近世陶器

西小屋迫跡 館跡 中世 土塁 •堀跡 館古文主苔村上（奥氏平に家係文わ害る） 

あり。

戸ノ内遺跡 集落跡 弥生・古 掘跡立・溝柱跡建物跡・ 竪穴住居 弥生土器• 土師器 ・須恵器墳• 古代

原遺跡 集田跡落跡・水 弥生・古代 水田跡・溝跡・ 土城 弥生土器

縄文• 弥
掘居遺構立跡柱・竪建穴物状跡逍・構竪・畝穴住状 縄文土器・弥近生世土陶器磁• 土師六角遺跡 集落跡 生 ・ 古• 平墳安・ 器 ・須恵器・ 器

奈良

三の輪遺跡 集落跡 古代

車地蔵遺跡 集落跡 古代 区画溝跡 ・溝跡 土師器・須恵器・近世陶磁
器

鍛冶 屋 敷
集落跡 古代

掘立柱建物跡 ・水田跡 ・
遺跡 溝跡

上葉の木沢
集落跡 古代・近世 掘立柱建物跡• 井戸跡 ・土師器 ・近世磁器遺跡 土城

中葉の木沢
集落跡 縄文・古代 掘立柱建物跡 ・溝跡

縄文土器• 土師器 ・近世磁
遺跡 器

山 王 遺跡 集落跡 古代・近世 井戸跡・溝跡 ・柱穴 土師器・陶磁器・曲物

大畑遺跡 跡官揺関連遺 古代 掘立柱建物跡 土師器 • 須恵器 苅田郡術か
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